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かるだろう。発表者は

この類似点を単なる

傾向（流行）と捉えて

いない。この現象は、

イメージの循環とい

う視点をもって両図

版を比較したとき、観

光者の内的なイメー

ジと場所のイメージ

が互いに影響し合い、

それが循環した結果

であるからだ。つまり、

パンフレットが従来

のように単に観光地

を紹介するのではなく、

インスタで観光者が訪

れた場所をどのように「みているのか」を示していると

いうことである。本発表で取り上げたのは一例にすぎな

いが、今日多くのメディアが提示している場所のイメー

ジは、インスタ的なものの見方に影響されるようになっ

ていると考えられ、ここにイメージの循環において新た

にインスタの介入がみられることが明らかとなる。 

 

ⅢⅢ..   IInnssttaaggrraamm 的的ななもものののの見見方方ににつついいてて 

では、インスタ的なものの見方とはどのようなものな

のだろうか。レフ・マノヴィッチは、インスタについて、

本来であればバラバラな工程であるはずの写真の撮影、

編集、公開、閲覧などがひとつのアプリケーション上で

可能になったと特徴づけている。すなわち、プロの写真

家でなくとも誰もが手軽に写真を美的に編集し、広く自

分の撮影した写真を公開できる手段を得たということを

意味している。この公開によって、観光写真が観光者の

思い出として「みる」ものから他者のまなざしに「みら

れる」ものへと変化したことがインスタ的であるといえ

る。アルバムに収められるはずの写真が公開されるよう

になったことで、観光写真の性質もまた以前のそれとは

異なっているのである。この「みられる」意識は、次の

ようなインスタ的な特徴を顕にする。インスタ写真が創

意的なものであるとした松房子は、「撮影者の頭の中にあ

らかじめこのようなものを見たいというイメージがあり、

その予期されたヴィジョンに近づけるために創意工夫を

試みる、きわめて作為的な行いである。まだ像化してい

ない「イメージを見ること」を熱心にしているとも言え

る(松 2018)」と述べた。図 2 の観光写真は、観光地を「み

た」という経験を証明するための記念写真的な範疇を越

え、「自分がどのようにその場のイメージを捉えたのか」

を撮影している。場所のイメージの捉え方は、「どういう

場所でどのように撮影
・ ・

したい
・ ・ ・

のか」という主体的な表現

をもとに行われているのである。これがインスタ的なも

のの見方であるといえるだろう。よって、観光者は「み

られる」ことを意識した表現者となりうる。それは、繰

り返しになるが、写真を気軽に公開できる場、つまり視

覚的なコミュニケーションの場を闊歩する表現者として

の観光者の登場を意味しているのだ。 

  

ⅣⅣ..  おおわわりりにに  

今日の観光写真は、他者のまなざしに「みられる」こ

とを意識している。「はじめに」においてイメージの本来

の性質が主体(観光者)のものの見方によって捉え直され

るものであり、それが場所のイメージを再構成するとい

う関係性を提示できるとした。今日の場所のイメージは、

インスタを意識した観光者のものの見方に影響されるよ

うになっている。さらに、まなざしが日々インスタ上の

無数のイメージにさらされていることから、既述したよ

うなイメージと観光者一人ひとりのまなざしの循環が加

速していると考えられるだろう。そのような意味で、今

日の観光経験はますます視覚中心的な行為となっている。 
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図２「＃萌黄の館」Instagram 検索画面 
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ⅠⅠ..  ははじじめめにに  

 ジョン・アーリ(以下、アーリ)をはじめとする多くの

観光論者が観光を視覚中心的な行為であると定義してい

るように、観光は観光者のまなざしによって論じること

が可能である。また観光行為そのものは、観光者自身の

内的なイメージを実際に訪れた旅の目的地に重ねること

でもある。さらに、「みた」ものをカメラで撮影し、まな

ざしの経験を思い出として記録することも観光の重要な

一面であるといえる。アーリは、実際の観光の視覚経験

について、雑誌やテレビの旅番組などのメディアを通し

て形成されたまなざし（「メディア化されたまなざし」）

がもつ内的なイメージは、観光地において再生産される

ことをヨーナス・ラースンとの共著『観光のまなざし〔増

補改訂版〕』（Urry&Larsen,2011/2014 加太訳）において

主張した。この「イメージの再生産」についてアーリら

はジョン・バージャーの視覚論をもとに議論している。

彼は「イメージとは作り直された、あるいは再生産され

た視覚(Berger,1973/1986 伊藤訳)」であると定義した。

つまり、イメージの本来の性質は主体（観光者）のもの

の見方によって捉え直されるものだということである。 

以上から明らかになるのは、観光者のもつ内的なイメ

ージは旅先での経験を通して再生産され、それが再び観

光地という場所のイメージに影響するといったイメージ

の循環が繰り返し生じているということだ。次節からは

観光の視覚中心的な行為を写真撮影に置き換えた上で観

光写真と場所のイメージについて考察を重ねていきたい。 

 

ⅡⅡ..  場場所所ののイイメメーージジととIInnssttaaggrraammににおおけけるる観観光光写写真真 

近 年 、 ス マ ー ト フ ォ ン の 利 用 者 拡 大 に 伴 う

Instagram(以下、インスタ)の普及がめざましい。図 1は、

北野異人館と甲南女子大学とのタイアップのもと制作さ

れた神戸市の観光地パンフレット「＃北野レトロ」の一

面である（2019 年 7 月発行）。本誌の一部はインスタの

ホーム画面のようにデザインされ、またパンフレット名

に「＃（ハッシュタグ）」が付けられている。このことか

らパンフレットを手に取る観光者がインスタを利用する

という意識のもと

制作されているこ

とは明らかだ。 

図 2 は実際にイ

ンスタ上で「＃萌

黄の館」とハッシ

ュタグで検索した

結果である(検索

日 2020 年 5 月 13

日)。図 1と比較し

たとき、撮影場所

や雰囲気といった

写真の内容が酷似

していることがわ

図1 観光パンフレット「＃北野レトロ」 
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ⅢⅢ..  アアンンノノンン族族へへのの聞聞きき取取りり調調査査  

 アンノン族はどのような旅行をし、土産品として何を

持ち帰ったのか。その実態を明らかにするため 2018年～

2019年にアンノン族と呼ばれた 60代の女性 20名を対象

に質問紙調査を行なった。今回はその中から聞き取り調

査をした 2名のインタビュー結果を報告する。 

 1970年代後半に高校生であった 62才の Mさんは『ノ

ンノ』の熱心な読者であり、友人と旅行鞄に『ノンノ』

を入れ、そこに掲載されていた観光地をまわった。ペン

ションに宿泊した際にはオーナーとの会話と地元の食材

を使った食事やお手製のデザートを楽しみ、モデルをま

ねた服装とポーズで写真を撮った。お土産は「家族に買

う、自分に買う。友達には買わないと決めていて、京都

の生八つ橋と飛騨高山で安い民芸品は買ったけど、地名

のついたペナントや置物はオシャレじゃないから」と代

わりに記念品として喫茶店のストローや切符、マッチ、

ホテルの荷札などを持ち帰りアルバムに貼った。 

 1970年代に銀行に就職した Kさんは『アンアン』の読

者であり、全国にある保養所を利用し安価な旅行ができ

たため旅行回数は多かった。Kさんは最初のインタビュ

ー時に「家族には旅行先でそこでしか買えない銘菓や名

産品を購入したけど、自分用のお土産は生八つ橋以外に

買わなかったと思う」と答えていたが、2度目のインタ

ビューに持参したアルバムには北海道アイヌコタンで自

分のイニシャルと旅行の日付を彫ってもらったネックレ

ス・ブローチが写されていた。さらに、婚礼ダンス上部

の硝子ケースから当時購入したこけしや赤ベコなどの土

産品も見つかり、後日それらの写真が送られてきた。 

  

ⅣⅣ..  アアンンノノンン族族のの旅旅行行ととそそのの後後のの土土産産品品  

 アンノン族はそれまで主流であった団体旅行ではなく

個人あるいは少人数の旅行をし、その行き先は名所・旧

跡の有名観光地だけでなく、あまり知られていなかった

飛騨高山、信州、倉敷、萩・津和野など「小京都」と呼

ばれる小さな観光地も含まれた。実際に『アンアン』、『ノ

ンノ』に掲載された旅行先には京都、北海道、東京と共

に小京都は多かった。その後、1980年に『ノンノ』で清

里ペンション特集が紹介されると若い女性客が押し寄せ、

可愛いイラストと文字のファンシーグッズと称されるキ

ーホルダーやマグカップなどが土産品として販売された

（佐々木, 1998）。 

 1990年代には地域限定商品の先駆けグリコ「ジャイア

ントポッキー夕張メロン」が 1994年に発売され（鈴木, 

2016）、2000年代以降では、自分への記念となる土産品

への興味が薄れ(水上, 2017)、代わりに地名が記され、

軽く、日持ちが良く、安価で、「個別包装され配りやすい」

（鈴木, 2016）、菓子土産が友人や職場の同僚への土産品

の主流となった。 

  

ⅤⅤ..ままととめめ  

 アンノン族は『アンアン』、『ノンノ』が掲げた新たな

ライフスタイルのひとつとして旅行に出かけ、その旅行

は行き先も土産品もこれまでとは異なった。 

 戦後日本における土産品は、当初、既存の名物・名産

を土産に転用したものであったが、次第に土産専門に創

られ中でも食品が中心となった。この新たに誕生した土

産品は、記念品ではなく、自分と家族ではない同僚や友

人へ渡すものであり、その役割自体を変えつつある。 

 このように土産品とそのあり方は変容したものの、土

産品には、依然としてアンノン族が求めたような「新し

い」、「オシャレ」、「かわいい」、「安い」を兼ね備えるこ

とが問われ続けている。 
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ＩＩ．．ははじじめめにに      

 1970 年代に旅行に出かける若い女性が登場した。彼女

らは創刊されたばかりの「新しいライフスタイル」を提

唱する雑誌『アンアン』、『ノンノ』の旅行特集に刺激を

受け、全国各地を訪れたことから「アンノン族」と呼ば

れようになった。 

 日本では 1980 年代以降、菓子類を中心としたバラエテ

ィ豊かな土産品が登場するようになり、日本の土産の特

徴であるとも指摘されている（鈴木, 2016）。しかしなが

ら、戦後日本の土産品は地名入の置物やペナント、提灯、

手形や木刀、工芸品などの記念品となる物も多数存在し

た。発表者は、こうした日本における土産品の変容にお

いて、アンノン族による旅行ブームに一定の相関関係が

あったと考えている。そこで、本発表では現在 60 代であ

るかつてのアンノン族へのインタビューから彼女らの旅

行と土産品を紹介し『アンアン』、『ノンノ』の旅行特集、

戦後の旅行ガイドブックに掲載された土産品の検証を行

い、アンノン族と新たな土産品文化誕生の関係について

予備的な考察を行なう。 

 

ⅡⅡ..  戦戦後後日日本本のの旅旅行行ガガイイドドブブッッククににおおけけるる土土産産品品  

 戦前に鉄道省が編集し日本の旅行ガイドブックの源流 

『日本案内記』を戦後に日本交通公社が引き継ぐと 1949

年の『新旅行案内』を皮切りに、『最新旅行案内』を発行

し、その後『交通公社のポケットガイド』、『JTB ポケッ

トガイド』、『ポケットガイド るるぶ』へと続いた（福

永,2016）。それらに掲載された土産品を調査した結果、

戦後から 1960 年代までは北海道、神戸の洋菓子を除き既

存の名物・名産品と呼ばれる未加工の農作物・魚介類、

加工された漬物・羊羹などの食品と陶磁・織物などの伝

統工芸品のみであった。1970 年代にはジャムや生八つ橋

などの加工食品が加わった。1980 年代には京都の生八つ

橋は「おたべ」や「夕子」など餡入りも含め紹介される

ようになった。1990 年代には未加工の食品は減る一方、

清里のファンシーグッズが登場した。  

 その後の 2000 年代には北海道の 1976 年発売「白い恋

人」、1995 年通年販売を開始した「ロイズ生チョコレー

ト」、東京の 1991 年発売「東京ばな奈見ぃつけた」、1983

年に開園した東京ディズニーランドをはじめとしたテー

マパークのキャラクターとテーマパーク名が描かれた缶

入り菓子やキーホルダー、文具、マグカップ、ぬいぐる

みなど土産専門の商品が多く掲載される一方、京都錦市

場の食品や神戸の全国展開されていないパティスリーの

ケーキなど土産品以外の物も紹介されている。 
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買わなかったと思う」と答えていたが、2度目のインタ
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分のイニシャルと旅行の日付を彫ってもらったネックレ
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の硝子ケースから当時購入したこけしや赤ベコなどの土
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 アンノン族はそれまで主流であった団体旅行ではなく

個人あるいは少人数の旅行をし、その行き先は名所・旧

跡の有名観光地だけでなく、あまり知られていなかった

飛騨高山、信州、倉敷、萩・津和野など「小京都」と呼

ばれる小さな観光地も含まれた。実際に『アンアン』、『ノ

ンノ』に掲載された旅行先には京都、北海道、東京と共

に小京都は多かった。その後、1980年に『ノンノ』で清

里ペンション特集が紹介されると若い女性客が押し寄せ、

可愛いイラストと文字のファンシーグッズと称されるキ

ーホルダーやマグカップなどが土産品として販売された

（佐々木, 1998）。 

 1990年代には地域限定商品の先駆けグリコ「ジャイア

ントポッキー夕張メロン」が 1994年に発売され（鈴木, 

2016）、2000年代以降では、自分への記念となる土産品

への興味が薄れ(水上, 2017)、代わりに地名が記され、

軽く、日持ちが良く、安価で、「個別包装され配りやすい」

（鈴木, 2016）、菓子土産が友人や職場の同僚への土産品

の主流となった。 

  

ⅤⅤ..ままととめめ  

 アンノン族は『アンアン』、『ノンノ』が掲げた新たな

ライフスタイルのひとつとして旅行に出かけ、その旅行

は行き先も土産品もこれまでとは異なった。 

 戦後日本における土産品は、当初、既存の名物・名産

を土産に転用したものであったが、次第に土産専門に創

られ中でも食品が中心となった。この新たに誕生した土

産品は、記念品ではなく、自分と家族ではない同僚や友

人へ渡すものであり、その役割自体を変えつつある。 

 このように土産品とそのあり方は変容したものの、土

産品には、依然としてアンノン族が求めたような「新し

い」、「オシャレ」、「かわいい」、「安い」を兼ね備えるこ

とが問われ続けている。 
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ＩＩ．．ははじじめめにに      

 1970 年代に旅行に出かける若い女性が登場した。彼女

らは創刊されたばかりの「新しいライフスタイル」を提

唱する雑誌『アンアン』、『ノンノ』の旅行特集に刺激を

受け、全国各地を訪れたことから「アンノン族」と呼ば

れようになった。 

 日本では 1980 年代以降、菓子類を中心としたバラエテ

ィ豊かな土産品が登場するようになり、日本の土産の特

徴であるとも指摘されている（鈴木, 2016）。しかしなが

ら、戦後日本の土産品は地名入の置物やペナント、提灯、

手形や木刀、工芸品などの記念品となる物も多数存在し

た。発表者は、こうした日本における土産品の変容にお

いて、アンノン族による旅行ブームに一定の相関関係が

あったと考えている。そこで、本発表では現在 60 代であ

るかつてのアンノン族へのインタビューから彼女らの旅

行と土産品を紹介し『アンアン』、『ノンノ』の旅行特集、

戦後の旅行ガイドブックに掲載された土産品の検証を行

い、アンノン族と新たな土産品文化誕生の関係について

予備的な考察を行なう。 

 

ⅡⅡ..  戦戦後後日日本本のの旅旅行行ガガイイドドブブッッククににおおけけるる土土産産品品  

 戦前に鉄道省が編集し日本の旅行ガイドブックの源流 

『日本案内記』を戦後に日本交通公社が引き継ぐと 1949

年の『新旅行案内』を皮切りに、『最新旅行案内』を発行

し、その後『交通公社のポケットガイド』、『JTB ポケッ

トガイド』、『ポケットガイド るるぶ』へと続いた（福

永,2016）。それらに掲載された土産品を調査した結果、

戦後から 1960 年代までは北海道、神戸の洋菓子を除き既

存の名物・名産品と呼ばれる未加工の農作物・魚介類、

加工された漬物・羊羹などの食品と陶磁・織物などの伝

統工芸品のみであった。1970 年代にはジャムや生八つ橋

などの加工食品が加わった。1980 年代には京都の生八つ

橋は「おたべ」や「夕子」など餡入りも含め紹介される

ようになった。1990 年代には未加工の食品は減る一方、

清里のファンシーグッズが登場した。  

 その後の 2000 年代には北海道の 1976 年発売「白い恋

人」、1995 年通年販売を開始した「ロイズ生チョコレー

ト」、東京の 1991 年発売「東京ばな奈見ぃつけた」、1983

年に開園した東京ディズニーランドをはじめとしたテー

マパークのキャラクターとテーマパーク名が描かれた缶

入り菓子やキーホルダー、文具、マグカップ、ぬいぐる

みなど土産専門の商品が多く掲載される一方、京都錦市

場の食品や神戸の全国展開されていないパティスリーの

ケーキなど土産品以外の物も紹介されている。 
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（（44））  リリモモーートトココンントトロローールルにによよるる旅旅のの創創造造  

（（55））  VVRR やや AARR のの融融合合にによよるるリリモモーートト体体験験のの高高次次元元化化  
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く変容した結果、生活基盤の不確実性や取引費用は増大

していく。その他にも、西洋人を中心とする観光客対応

のなかで、飲酒や肌の露出、ギャンブル、男女の混在と

いった、イスラーム的価値観に則った場合に生じる軋轢

が可視化され、ホスト社会の価値規範が揺らぐ事態とな

ってきた。 

 観光客受け入れにともなう社会的費用が拡大する一方

で、ホスト社会の観光産業へのアクセスはさまざまな形

で制約され、社会的便益を享受することは困難であっ

た。特に、イスラーム的価値規範に則った場合に可視化

される制約は、観光による社会的便益の拡大を阻害する

要因ともなってきた。それゆえに、「観光のジレンマ」

状況がより一層深刻な事態に陥る要因となってきた。 

 

ⅢⅢ..  イイススララミミッックク・・ツツーーリリズズムム戦戦略略とと新新たたななロローーカカ

ルル・・ココモモンンズズのの育育成成  

 観光のジレンマの状況下で、モルディブ観光における

イスラミック・ツーリズム戦略は、ムスリム観光客の受

入による市場多角化だけではない社会的意義が付与され

ていく。特に、2007年にローカル島への観光客の滞在や

ゲストハウスの開設の許可といった観光活動が順次解禁

されると、ローカル島の観光開発も急速に進んでいく。

そのなかで、ローカルなイスラーム的価値規範に則った

観光活動の在り方も、持続可能な観光の文脈で模索され

てきた（Shakeela & Weaver, 2018）。例えばそこで

は、地域住民たちのイスラーム的価値観に基づく観光実

践の在り方が模索され、社会的基準と共同管理の在り方

について合意が形成されていく（Shakeela & Weaver, 

2018）。共同管理をめぐる動きが地域コミュニティのな

かで実践されることで、観光による社会的便益が拡大す

ることで、結果として社会的費用も抑制されていった。 

 一連の戦略の特色は、イスラーム的価値規範を市場化

や私有化・国有化するのではなく、地域コミュニティの

当事者たちによる共同管理によって、ローカルな文脈で

の社会的意義を高めていく点にある。この観光における

ローカル・コモンズ育成のための社会的基準として、低

い取引費用で容易に導入できるイスラーム的価値規範が

ホスト社会で評価される契機となってきた。 

 

ⅣⅣ..  おおわわりりにに  

 本報告ではモルディブにおけるイスラミック・ツーリ

ズム戦略の発展を事例に、イスラミック・ツーリズムの

コモンズについて考えてきた。 

 モルディブにおけるイスラミック・ツーリズム戦略が

議論された背景として、モルディブ社会における観光の

ジレンマをめぐる問題が横たわる。特に、経済格差や外

部の社会規範の流入による社会的費用といった外部不経

済が拡大するなかで、社会的費用の抑制と社会的便益の

拡大が、観光のジレンマを脱却する焦点となってきた。 

 それゆえ、イスラミック・ツーリズム戦略を採用する

ことで、観光によるローカル・コモンズ育成の社会的基

準として、イスラーム的価値規範がモルディブ社会のな

かでより重要な役割を果たすようになったと言える。 

 以上より、モルディブにおけるイスラミック・ツーリ

ズム戦略は、新たなローカル・コモンズの育成として捉

えることができる。特に、外部不経済の問題から敬遠さ

れてきた観光活動が、イスラミック・ツーリズム戦略の

下での共同管理によって社会的便益が上回ることで、協

調行動に人びとを誘引する力となってきた。この共同管

理と協調行動のスキームが、モルディブ社会における観

光のジレンマを解消する一助となるとともに、新たな社

会的基準となる可能性を秘めていると結論づけられる。 
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ⅠⅠ..  ははじじめめにに  

 観光のコモンズ論をめぐっては、観光資源の適切なマ

ネジメントの必要性を強調する議論のなかで発展してき

た (池, 2019)。一連の研究では、観光資源をめぐる機会

主義的行動（フリーライダー）による過剰消費や社会的

費用の増大といった外部不経済を抑制するための適切な

マネジメントの在り方が模索されてきた。 

 他方で近年のコモンズ研究では、コモンズの消費より

も生産に着目する(細野, 2016)。これらの議論では、社

会的費用を上回る社会的便益を生み出すコモンズ育成の

ための協調行動や共同管理といったガバナンスの在り方

に焦点を当てる(細野, 2016: 15)。特に、近年の研究で

は機会主義的行為の原因とされてきたコモンズにおける

オープンアクセスや非排除性が、社会的便益の増大に寄

与している点を示唆する(細野, 2016; 保井, 2016)。 

 コモンズ論から捉えた際、イスラーム的価値観に基づ

いた観光活動としてのイスラミック・ツーリズムもまた、

新たな視座を獲得できる可能性を秘めている。特に、こ

れまでムスリム観光客の消費者行動に力点を置いてきた

議論を、イスラミック・ツーリズムの発展を社会的便益

の拡大を促すコモンズとして捉え直すと、社会的便益を

生み出す利害関係者の協調行動と、その基盤となるガバ

ナンスの在り方として捉えることが可能となる。 

 以上の議論を踏まえたうえで、本報告ではモルディブ

におけるイスラミック・ツーリズム戦略の発展を事例に、

イスラミック・ツーリズムのコモンズについて考えてい

く。その際、モルディブがイスラミック・ツーリズムを

推進する背景と、イスラミック・ツーリズム戦略をめぐ

るコモンズ育成の社会的意義について論じていきたい。 

 

ⅡⅡ..  モモルルデディィブブににおおけけるる観観光光開開発発とと観観光光ののジジレレンンママ  

 1972年にビーチ・リゾートを建設することによって観

光開発に着手したモルディブは、現在に至るまで西洋人

を中心としたリゾート観光客向けの施設を建設している

(Domroes, 2001; Shakeela & Weaver, 2018)。その際、

「1島1リゾート（one island one resort）」の戦略を展

開し、外資企業を中心に、長期にわたって島1つを貸し出

す代わりに、リース料や税金をモルディブ政府に納める

スキームを構築してきた。さらに、観光客が滞在する「リ

ゾート島」と地域住民が日常生活を送る「ローカル島」

を明確に区別し、双方の交流を分断することで、両者の

接触を最小限に抑える施策を展開してきた。その背後に

は、政府による観光収入の独占と、外部からの観光客の

流入によるコミュニティ文化の変容にともなう社会的費

用の増加を抑制する政府の思惑が見て取れる。 

 しかし、一連の1島1リゾート戦略を中核とする観光開

発は、「観光のジレンマ」と呼び得る、さまざまな間接的

な社会的費用を増大させる外部不経済の社会構造を生み

出してきた。例えば、観光開発にともなうモルディブの

経済発展は、人びとの生活水準を高める契機になった一

方で、国内の経済格差を広める要因ともなってきた。さ

らに、観光開発にともなう植生や景観の変化、ごみ問題

や希少資源の枯渇、観光客向けの消費財の大量輸入、国

外労働力の大量流入によって、国内の資源フローが大き
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く変容した結果、生活基盤の不確実性や取引費用は増大

していく。その他にも、西洋人を中心とする観光客対応

のなかで、飲酒や肌の露出、ギャンブル、男女の混在と

いった、イスラーム的価値観に則った場合に生じる軋轢

が可視化され、ホスト社会の価値規範が揺らぐ事態とな

ってきた。 

 観光客受け入れにともなう社会的費用が拡大する一方

で、ホスト社会の観光産業へのアクセスはさまざまな形

で制約され、社会的便益を享受することは困難であっ

た。特に、イスラーム的価値規範に則った場合に可視化

される制約は、観光による社会的便益の拡大を阻害する

要因ともなってきた。それゆえに、「観光のジレンマ」

状況がより一層深刻な事態に陥る要因となってきた。 

 

ⅢⅢ..  イイススララミミッックク・・ツツーーリリズズムム戦戦略略とと新新たたななロローーカカ

ルル・・ココモモンンズズのの育育成成  

 観光のジレンマの状況下で、モルディブ観光における

イスラミック・ツーリズム戦略は、ムスリム観光客の受

入による市場多角化だけではない社会的意義が付与され

ていく。特に、2007年にローカル島への観光客の滞在や

ゲストハウスの開設の許可といった観光活動が順次解禁

されると、ローカル島の観光開発も急速に進んでいく。

そのなかで、ローカルなイスラーム的価値規範に則った

観光活動の在り方も、持続可能な観光の文脈で模索され

てきた（Shakeela & Weaver, 2018）。例えばそこで

は、地域住民たちのイスラーム的価値観に基づく観光実

践の在り方が模索され、社会的基準と共同管理の在り方

について合意が形成されていく（Shakeela & Weaver, 

2018）。共同管理をめぐる動きが地域コミュニティのな

かで実践されることで、観光による社会的便益が拡大す

ることで、結果として社会的費用も抑制されていった。 

 一連の戦略の特色は、イスラーム的価値規範を市場化

や私有化・国有化するのではなく、地域コミュニティの

当事者たちによる共同管理によって、ローカルな文脈で

の社会的意義を高めていく点にある。この観光における

ローカル・コモンズ育成のための社会的基準として、低

い取引費用で容易に導入できるイスラーム的価値規範が

ホスト社会で評価される契機となってきた。 

 

ⅣⅣ..  おおわわりりにに  

 本報告ではモルディブにおけるイスラミック・ツーリ

ズム戦略の発展を事例に、イスラミック・ツーリズムの

コモンズについて考えてきた。 

 モルディブにおけるイスラミック・ツーリズム戦略が

議論された背景として、モルディブ社会における観光の

ジレンマをめぐる問題が横たわる。特に、経済格差や外

部の社会規範の流入による社会的費用といった外部不経

済が拡大するなかで、社会的費用の抑制と社会的便益の

拡大が、観光のジレンマを脱却する焦点となってきた。 

 それゆえ、イスラミック・ツーリズム戦略を採用する

ことで、観光によるローカル・コモンズ育成の社会的基

準として、イスラーム的価値規範がモルディブ社会のな

かでより重要な役割を果たすようになったと言える。 

 以上より、モルディブにおけるイスラミック・ツーリ

ズム戦略は、新たなローカル・コモンズの育成として捉

えることができる。特に、外部不経済の問題から敬遠さ

れてきた観光活動が、イスラミック・ツーリズム戦略の

下での共同管理によって社会的便益が上回ることで、協

調行動に人びとを誘引する力となってきた。この共同管

理と協調行動のスキームが、モルディブ社会における観

光のジレンマを解消する一助となるとともに、新たな社

会的基準となる可能性を秘めていると結論づけられる。 
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ⅠⅠ..  ははじじめめにに  

 観光のコモンズ論をめぐっては、観光資源の適切なマ

ネジメントの必要性を強調する議論のなかで発展してき

た (池, 2019)。一連の研究では、観光資源をめぐる機会

主義的行動（フリーライダー）による過剰消費や社会的

費用の増大といった外部不経済を抑制するための適切な

マネジメントの在り方が模索されてきた。 

 他方で近年のコモンズ研究では、コモンズの消費より

も生産に着目する(細野, 2016)。これらの議論では、社

会的費用を上回る社会的便益を生み出すコモンズ育成の

ための協調行動や共同管理といったガバナンスの在り方

に焦点を当てる(細野, 2016: 15)。特に、近年の研究で

は機会主義的行為の原因とされてきたコモンズにおける

オープンアクセスや非排除性が、社会的便益の増大に寄

与している点を示唆する(細野, 2016; 保井, 2016)。 

 コモンズ論から捉えた際、イスラーム的価値観に基づ

いた観光活動としてのイスラミック・ツーリズムもまた、

新たな視座を獲得できる可能性を秘めている。特に、こ

れまでムスリム観光客の消費者行動に力点を置いてきた

議論を、イスラミック・ツーリズムの発展を社会的便益

の拡大を促すコモンズとして捉え直すと、社会的便益を

生み出す利害関係者の協調行動と、その基盤となるガバ

ナンスの在り方として捉えることが可能となる。 

 以上の議論を踏まえたうえで、本報告ではモルディブ

におけるイスラミック・ツーリズム戦略の発展を事例に、

イスラミック・ツーリズムのコモンズについて考えてい

く。その際、モルディブがイスラミック・ツーリズムを

推進する背景と、イスラミック・ツーリズム戦略をめぐ

るコモンズ育成の社会的意義について論じていきたい。 

 

ⅡⅡ..  モモルルデディィブブににおおけけるる観観光光開開発発とと観観光光ののジジレレンンママ  

 1972年にビーチ・リゾートを建設することによって観

光開発に着手したモルディブは、現在に至るまで西洋人

を中心としたリゾート観光客向けの施設を建設している

(Domroes, 2001; Shakeela & Weaver, 2018)。その際、

「1島1リゾート（one island one resort）」の戦略を展

開し、外資企業を中心に、長期にわたって島1つを貸し出

す代わりに、リース料や税金をモルディブ政府に納める

スキームを構築してきた。さらに、観光客が滞在する「リ

ゾート島」と地域住民が日常生活を送る「ローカル島」

を明確に区別し、双方の交流を分断することで、両者の

接触を最小限に抑える施策を展開してきた。その背後に

は、政府による観光収入の独占と、外部からの観光客の

流入によるコミュニティ文化の変容にともなう社会的費

用の増加を抑制する政府の思惑が見て取れる。 

 しかし、一連の1島1リゾート戦略を中核とする観光開

発は、「観光のジレンマ」と呼び得る、さまざまな間接的

な社会的費用を増大させる外部不経済の社会構造を生み

出してきた。例えば、観光開発にともなうモルディブの

経済発展は、人びとの生活水準を高める契機になった一

方で、国内の経済格差を広める要因ともなってきた。さ

らに、観光開発にともなう植生や景観の変化、ごみ問題

や希少資源の枯渇、観光客向けの消費財の大量輸入、国

外労働力の大量流入によって、国内の資源フローが大き
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ログラムには旅行案内書としてベデカーや同時期にドイ

ツで出版されていたマイヤーやグリーベンの案内が推奨

されており、1890年代後半に出版されたベデカーとその

対象地域が掲載されている。当時ベデカーが教養人層に

広く親しまれた書籍であったことからもStangenの旅行

は一般大衆よりもより高所得者層に向けた旅行であった

ことが推察される。 

22..  11990000年年ののツツアアーーにに即即ししたたベベデデカカーー  

 では、前述のツアーとベデカーの出版について比較を

行う。Programm für die Reise-Unternehmungen-1900は
1899年に発行されており、掲載されているベデカーは主

に1896年から1899年に出版されたものである。したがっ

て、この4年間に絞ったベデカーを参照する。 

 この間にベデカーは74種出版されている。Stangenのツ

アーとベデカーの出版地域に関連があればオリエント地

域やイタリア、スウェーデン・ノルウェーのベデカーが

数多く出版されていることになる。しかし、イタリアの

ものは4年間に11種が出版されているものの、ノルウェ

ー・スウェーデン地域は2種のみである。またエジプトは

3冊とヴィルヘルム時代の24年間に17冊が刊行されたこ

とを考えると、他年度と比べ出版頻度に大差はないこと

が窺える。また、パレスチナ・シリアは2種出版されてい

るが、ギリシアのものは直近で1893年に出版されており、

今回対象とした4年に含まれず、ベデカーとStangenのツ

アーの対象地域は対応しているとは言えない。 

  

ⅣⅣ..  11991100年年  

11..  WWeellttrreeiisseebbuurreeaauu  UUnniioonnのの団団体体旅旅行行  

 Weltreisebureau Unionは 1905年にトマス・クック社と

北ドイツロイド汽船会社の共同出資によりベルリンに設

立された旅行代理店である。ドイツの旅行会社として初

めてトラベラーズチェックを発行したほか、1905年にド

イツで初めて北極ツアーを開始したことで知られている。 

Programm der Gesellschaftsreisen-1910には 1910年

に企画されていた団体旅行が 188 件掲載されている。ブ

リュッセルを主な目的地とし、併せてパリやロンドンを

めぐるものが多く、81 件と全体の 4 割強を占めている。

続いてドイツのオーバーアマガウとノイシュヴァンシュ

タイン城を行先とするものが 59件掲載されている。オー

バーアマガウはドイツ、バイエルン州南部に位置する村

で 1634年より約 10年に 1度村人が総出演するキリスト

の受難劇が開催されている。1910年はこの開催年にあた

るため、多くのツアーが組まれている。 

Stangenのものに比べ旅程は短く、半数以上が 10日以

内で企画されている。また価格も低く半数は 300 金マル

ク以下に抑えられており、大衆向けであると考えられる。 

22..  11991100年年ののツツアアーーにに即即ししたたベベデデカカーー 

 前章と同様にツアーの開催以前4年間、つまり1906年か

ら1909年に出版されたベデカーの対象地域に注目する。 

 この間には67種のベデカーが出版されているが、ベル

ギーに関するものは1冊も出ていない。一方、ドイツの案

内は全16冊出版されており、特に南ドイツを扱ったもの

が3種、南バイエルンに特化したものが2種出されている。

これらにはオーバーアマガウや受難劇に関しても掲載さ

れているものの、他の掲載地域と比較し、扱いが大きい

とは言えない。したがってWeltreisebureau Unionのツアー

とベデカーの出版傾向には大きな関わりがないと考えら

れる。  

  

ⅤⅤ..  おおわわりりにに  

以上を通じて、1900年、1910年のそれぞれの旅行代理

店が販売した団体旅行の行先とベデカーの出版地域にみ

られる傾向に類似点は少ないことがわかった。つまり双

方の対象とする客層に隔たりがあったことが考えられる。 

1900年の Stangenのツアーは価格が高く、高所得者層

を対象としていた。また同書においてベデカーを紹介し

ていた点からもベデカーとの客層に大きな開きはなかっ

たと考えられる。一方で 10年後のWeltreisebureau Union

のツアーは価格帯が低く、旅程が短くなっていることか

らも中産階級を対象としていたと考えられる。 

したがって、ベデカーは旅行案内書の権威ではあるも

のの、必ずしもヴィルヘルム時代のドイツ観光の大部分

を占めるものとしては描かれないことが明らかになった。 

  

注注  

１）当時の1金マルクは48銭で、これは今日の1997円に値

する。 
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ⅠⅠ..  ははじじめめにに  

 本稿ではヴィルヘルム時代のドイツにおけるツーリズ

ムについて、ベデカーの旅行案内書と旅行代理店による

ツアーパンフレットに掲載された旅程を比較分析するこ

とにより、全体像の再構築を図りたい。 

ベデカーの旅行案内書(以下、ベデカーとする)は1828

年に創刊され、1945年までにおよそ1000種出版された。

第二次世界大戦までドイツをはじめとする世界中の旅行

者にとってバイブル的存在であったと考えられている。 

一方で、ドイツにおいて休暇を目的とした旅行が発展

したのは1860年以後のことである。1868年にベルリンに

旅行代理店のCarl Stangenが設立され、ドイツ発の団体

旅行が企画されるようになった。1880年代にはドイツ人

によるスイスアルプスの登頂が開始されたほか、1896年

以降ワンダーフォーゲル運動が盛んになった。さらに、

1905年にドイツスキー協会、1909年にユースホステル協

会が設立され、ヴィルヘルム期にはマスツーリズムが大

きく発展したと考えられる(Hachtmann,2008)。 

したがって、この時期に開催された団体旅行について

分析を行い、それらをベデカーの出版と照らし合わせる

ことによりマスツーリズム発展の1つの流れを示すこと

が出来ると考える。また、同時に旅行案内書の権威と称

されたベデカーの旅行史全体での位置づけを明らかにし

たい。ここでは、Carl StangenによるProgramm für die 
Reise-Unternehmungen-1900と、Weltreisebureau- Union

のProgramm der Gesellschaftsreisen-1910を取り扱う。 

  

ⅡⅡ..  ヴヴィィルルヘヘルルムム時時代代ののベベデデカカーー  

 1890年から1914年においてベデカーは英語、ドイツ語、

フランス語の3言語で439種出版されたことが調査により

確認できた。1年ごとに見ていくと、1907年の13種類を除

き、毎年およそ20種前後出版されたことがわかる。出版

対象地域としてはドイツが最も多く101種、次にイタリア

が66種、フランスが60種、スイスとイギリスがそれぞれ

31種と続いた。中央ヨーロッパに関する案内が中心であ

ったものの、エジプト・スーダンの案内が17種、パレス

チナ・シリアに関するものが12種、ロシアに関するもの

が11種出版されており、オリエントや西アジア方面への

関心の広がりが確認できる。 

  

ⅢⅢ..  11990000年年  

11..  CCaarrll  SSttaannggeennのの団団体体旅旅行行  

 Carl Stangenは1868年にベルリンで創業した旅行代理

店である。ドイツで休暇を目的とした旅行の販売を行っ

た最初の代理店であり、Scheutz(2018)はStangenを「ド

イツのトマス・クック」と称している。 

Programm für die Reise-Unternehmungen-1900には
1900年に開催を企画された団体旅行が49件掲載されてい

る。主な行先はエジプトやシリア、トルコなどを中心と

したオリエント旅行が13件、イタリアが11件、ノルウェ

ー・スウェーデンが8件ある。長期間のツアーが多く、半

数以上が30日を超える旅程で、最も長いもので8か月間に

わたる世界旅行が販売されていた。また費用も高額で半

数以上が1500金マルク１）を超えるものであった。このプ
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ログラムには旅行案内書としてベデカーや同時期にドイ

ツで出版されていたマイヤーやグリーベンの案内が推奨

されており、1890年代後半に出版されたベデカーとその

対象地域が掲載されている。当時ベデカーが教養人層に

広く親しまれた書籍であったことからもStangenの旅行

は一般大衆よりもより高所得者層に向けた旅行であった

ことが推察される。 

22..  11990000年年ののツツアアーーにに即即ししたたベベデデカカーー  

 では、前述のツアーとベデカーの出版について比較を

行う。Programm für die Reise-Unternehmungen-1900は
1899年に発行されており、掲載されているベデカーは主

に1896年から1899年に出版されたものである。したがっ

て、この4年間に絞ったベデカーを参照する。 

 この間にベデカーは74種出版されている。Stangenのツ

アーとベデカーの出版地域に関連があればオリエント地

域やイタリア、スウェーデン・ノルウェーのベデカーが

数多く出版されていることになる。しかし、イタリアの

ものは4年間に11種が出版されているものの、ノルウェ

ー・スウェーデン地域は2種のみである。またエジプトは

3冊とヴィルヘルム時代の24年間に17冊が刊行されたこ

とを考えると、他年度と比べ出版頻度に大差はないこと

が窺える。また、パレスチナ・シリアは2種出版されてい

るが、ギリシアのものは直近で1893年に出版されており、

今回対象とした4年に含まれず、ベデカーとStangenのツ

アーの対象地域は対応しているとは言えない。 

  

ⅣⅣ..  11991100年年  

11..  WWeellttrreeiisseebbuurreeaauu  UUnniioonnのの団団体体旅旅行行  

 Weltreisebureau Unionは 1905年にトマス・クック社と

北ドイツロイド汽船会社の共同出資によりベルリンに設

立された旅行代理店である。ドイツの旅行会社として初

めてトラベラーズチェックを発行したほか、1905年にド

イツで初めて北極ツアーを開始したことで知られている。 

Programm der Gesellschaftsreisen-1910には 1910年

に企画されていた団体旅行が 188 件掲載されている。ブ

リュッセルを主な目的地とし、併せてパリやロンドンを

めぐるものが多く、81 件と全体の 4 割強を占めている。

続いてドイツのオーバーアマガウとノイシュヴァンシュ

タイン城を行先とするものが 59件掲載されている。オー

バーアマガウはドイツ、バイエルン州南部に位置する村

で 1634年より約 10年に 1度村人が総出演するキリスト

の受難劇が開催されている。1910年はこの開催年にあた

るため、多くのツアーが組まれている。 

Stangenのものに比べ旅程は短く、半数以上が 10日以

内で企画されている。また価格も低く半数は 300 金マル

ク以下に抑えられており、大衆向けであると考えられる。 

22..  11991100年年ののツツアアーーにに即即ししたたベベデデカカーー 

 前章と同様にツアーの開催以前4年間、つまり1906年か

ら1909年に出版されたベデカーの対象地域に注目する。 

 この間には67種のベデカーが出版されているが、ベル

ギーに関するものは1冊も出ていない。一方、ドイツの案

内は全16冊出版されており、特に南ドイツを扱ったもの

が3種、南バイエルンに特化したものが2種出されている。

これらにはオーバーアマガウや受難劇に関しても掲載さ

れているものの、他の掲載地域と比較し、扱いが大きい

とは言えない。したがってWeltreisebureau Unionのツアー

とベデカーの出版傾向には大きな関わりがないと考えら

れる。  

  

ⅤⅤ..  おおわわりりにに  

以上を通じて、1900年、1910年のそれぞれの旅行代理

店が販売した団体旅行の行先とベデカーの出版地域にみ

られる傾向に類似点は少ないことがわかった。つまり双

方の対象とする客層に隔たりがあったことが考えられる。 

1900年の Stangenのツアーは価格が高く、高所得者層

を対象としていた。また同書においてベデカーを紹介し

ていた点からもベデカーとの客層に大きな開きはなかっ

たと考えられる。一方で 10年後のWeltreisebureau Union

のツアーは価格帯が低く、旅程が短くなっていることか

らも中産階級を対象としていたと考えられる。 

したがって、ベデカーは旅行案内書の権威ではあるも

のの、必ずしもヴィルヘルム時代のドイツ観光の大部分

を占めるものとしては描かれないことが明らかになった。 

  

注注  

１）当時の1金マルクは48銭で、これは今日の1997円に値

する。 
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ことによりマスツーリズム発展の1つの流れを示すこと

が出来ると考える。また、同時に旅行案内書の権威と称

されたベデカーの旅行史全体での位置づけを明らかにし
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のProgramm der Gesellschaftsreisen-1910を取り扱う。 
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ったものの、エジプト・スーダンの案内が17種、パレス

チナ・シリアに関するものが12種、ロシアに関するもの

が11種出版されており、オリエントや西アジア方面への

関心の広がりが確認できる。 
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11..  CCaarrll  SSttaannggeennのの団団体体旅旅行行  

 Carl Stangenは1868年にベルリンで創業した旅行代理

店である。ドイツで休暇を目的とした旅行の販売を行っ

た最初の代理店であり、Scheutz(2018)はStangenを「ド

イツのトマス・クック」と称している。 

Programm für die Reise-Unternehmungen-1900には
1900年に開催を企画された団体旅行が49件掲載されてい

る。主な行先はエジプトやシリア、トルコなどを中心と

したオリエント旅行が13件、イタリアが11件、ノルウェ

ー・スウェーデンが8件ある。長期間のツアーが多く、半

数以上が30日を超える旅程で、最も長いもので8か月間に

わたる世界旅行が販売されていた。また費用も高額で半

数以上が1500金マルク１）を超えるものであった。このプ
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in past recovering marketing strategies (Backer & Ritchie, 

2017; Ramachandran, 2006). For example, the UK-OK 

campaign in the UK in 2002 encouraged residents to 

invite their friends and relatives living abroad to the UK 

as part of a process recovering from the aftermath of foot 

and mouth disease and the September 11 terrorist attack 

(Ramachandran, 2006). The Great Kiwi Invite campaign 

by Tourism New Zealand also took this approach after 

the swine flu pandemic and the 2009 financial crisis 

(New Zealand Government, 2009). These examples 

suggest that VFR travellers have a significant potential 

to contribute to a destination’s crisis and disaster 

recovery. 

 

IV. Future research directions 

As with other countries, Japan’s inbound tourism 

has been enormously affected by the spread of the novel 

coronavirus (COVID-19). In March 2020, the number of 

inbound travellers to Japan declined 93.0% from the 

previous year (JNTO, 2020). Because of this social 

change, scholars expect tourists’ future behaviour to be 

quite different (Hall, Scott, & Gössling, 2020). As 

discussed, information from friends and relatives is seen 

as reliable; thus, residents in Japan may play an 

important role in providing information to their 

overseas peers to help recover inbound tourism in the 

post-pandemic period. The number of foreign nationals 

living in Japan, including international students, has 

increased in recent years. It is now normal for many 

Japanese to have overseas friends with whom they are 

connected through social media. This shows that the 

country has a large number of people who can provide 

accurate and real-time information for many 

destinations. Although marketing strategies of 

destination management organisations have been 

widely discussed (e.g., Arai, 2017), the role of residents 

as information providers may have been overlooked. 

Therefore, this paper suggests that residents in Japan, 

including Japanese and foreign nationals, require further 

investigation as they have the potential to contribute to 

recovering Japanese inbound tourism. Through this, the 

effectiveness of encouraging VFR travel during the 

post-pandemic period will be further understood. 
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I. Introduction 

Visiting friends and relatives (VFR) is one of the 

major travel motivations for current international 

tourism, accounting for more than 25% of the market 

(UNWTO, 2019). In tourism literature, VFR travel has 

been studied as an important market segment for several 

decades (e.g., Jackson, 1990; Munoz, Griffin, & 

Humbracht, 2017). It is also seen as an important market 

for a destination’s recovery process after crises or 

natural disasters (Backer & Ritchie, 2017). While holiday 

tourists’ destination selections are largely influenced by 

crises and natural disasters, VFR travellers (VFRs) may 

be a more stable segment who return to the destination 

in a shorter time period (Backer & Ritchie, 2017). This 

paper explores the roles of friends and relatives as travel 

information providers and the effectiveness of 

encouraging VFR travel to aid destination’s recovery 

marketing strategies. Future research opportunities on 

this topic in the post-pandemic period, especially the 

Japanese inbound market, will also be discussed. 

 

II. The concept of VFR travel 

Definitions and concepts of VFR travel have been 

discussed in many studies (e.g., Munoz et al., 2017). 

Among them, Backer’s (2012) definitional model using 

the purpose of travel and types of accommodation 

(Table 1) has been used extensively (Munoz et al., 2017). 

 

Table 1. VFR definitional model 

 Accommodation: 

Friends and 

relatives 

Accommodation: 

Commercial 

Purpose of Visit:  

VFR 
Pure VFRs Commercial VFRs 

Purpose of Visit:  

Non-VFR 
Exploiting VFRs Non-VFRs 

Source: Backer (2012). 

 

Although Backer’s contributions to VFR research 

have been substantial, the model has been criticised as 

an insufficient depiction of the actual size of the VFR 

market (Munoz et al., 2017). Furthermore, Kashiwagi, 

Nagai, and Furutani (2020) found that some travellers 

who were not categorised as VFRs in Backer’s model 

chose overseas destinations due to the presence of their 

friends or relatives. 

 

III. Friends and relatives as information providers 

Literature on tourist behaviour shows that 

information from friends and relatives is often regarded 

as reliable (Murphy, Mascardo, & Benckendorff, 2007). 

Kashiwagi et al. (2020) found that some non-VFRs 

sought travel information from friends and relatives 

living at their planned overseas destinations. 

Information from friends and relatives played a key role 
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in past recovering marketing strategies (Backer & Ritchie, 

2017; Ramachandran, 2006). For example, the UK-OK 

campaign in the UK in 2002 encouraged residents to 

invite their friends and relatives living abroad to the UK 

as part of a process recovering from the aftermath of foot 

and mouth disease and the September 11 terrorist attack 

(Ramachandran, 2006). The Great Kiwi Invite campaign 

by Tourism New Zealand also took this approach after 

the swine flu pandemic and the 2009 financial crisis 

(New Zealand Government, 2009). These examples 

suggest that VFR travellers have a significant potential 

to contribute to a destination’s crisis and disaster 

recovery. 

 

IV. Future research directions 

As with other countries, Japan’s inbound tourism 

has been enormously affected by the spread of the novel 

coronavirus (COVID-19). In March 2020, the number of 

inbound travellers to Japan declined 93.0% from the 

previous year (JNTO, 2020). Because of this social 

change, scholars expect tourists’ future behaviour to be 

quite different (Hall, Scott, & Gössling, 2020). As 

discussed, information from friends and relatives is seen 

as reliable; thus, residents in Japan may play an 

important role in providing information to their 

overseas peers to help recover inbound tourism in the 

post-pandemic period. The number of foreign nationals 

living in Japan, including international students, has 

increased in recent years. It is now normal for many 

Japanese to have overseas friends with whom they are 

connected through social media. This shows that the 

country has a large number of people who can provide 

accurate and real-time information for many 

destinations. Although marketing strategies of 

destination management organisations have been 

widely discussed (e.g., Arai, 2017), the role of residents 

as information providers may have been overlooked. 

Therefore, this paper suggests that residents in Japan, 

including Japanese and foreign nationals, require further 

investigation as they have the potential to contribute to 

recovering Japanese inbound tourism. Through this, the 

effectiveness of encouraging VFR travel during the 

post-pandemic period will be further understood. 
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I. Introduction 

Visiting friends and relatives (VFR) is one of the 

major travel motivations for current international 

tourism, accounting for more than 25% of the market 

(UNWTO, 2019). In tourism literature, VFR travel has 

been studied as an important market segment for several 

decades (e.g., Jackson, 1990; Munoz, Griffin, & 

Humbracht, 2017). It is also seen as an important market 

for a destination’s recovery process after crises or 

natural disasters (Backer & Ritchie, 2017). While holiday 

tourists’ destination selections are largely influenced by 

crises and natural disasters, VFR travellers (VFRs) may 

be a more stable segment who return to the destination 

in a shorter time period (Backer & Ritchie, 2017). This 

paper explores the roles of friends and relatives as travel 

information providers and the effectiveness of 

encouraging VFR travel to aid destination’s recovery 

marketing strategies. Future research opportunities on 

this topic in the post-pandemic period, especially the 

Japanese inbound market, will also be discussed. 

 

II. The concept of VFR travel 

Definitions and concepts of VFR travel have been 

discussed in many studies (e.g., Munoz et al., 2017). 

Among them, Backer’s (2012) definitional model using 

the purpose of travel and types of accommodation 

(Table 1) has been used extensively (Munoz et al., 2017). 

 

Table 1. VFR definitional model 

 Accommodation: 

Friends and 

relatives 

Accommodation: 

Commercial 

Purpose of Visit:  

VFR 
Pure VFRs Commercial VFRs 

Purpose of Visit:  

Non-VFR 
Exploiting VFRs Non-VFRs 

Source: Backer (2012). 

 

Although Backer’s contributions to VFR research 

have been substantial, the model has been criticised as 

an insufficient depiction of the actual size of the VFR 

market (Munoz et al., 2017). Furthermore, Kashiwagi, 

Nagai, and Furutani (2020) found that some travellers 

who were not categorised as VFRs in Backer’s model 

chose overseas destinations due to the presence of their 

friends or relatives. 

 

III. Friends and relatives as information providers 

Literature on tourist behaviour shows that 

information from friends and relatives is often regarded 

as reliable (Murphy, Mascardo, & Benckendorff, 2007). 

Kashiwagi et al. (2020) found that some non-VFRs 

sought travel information from friends and relatives 

living at their planned overseas destinations. 

Information from friends and relatives played a key role 
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語版が出版されている。科目は総合教育（1～3年）、社会（4

～8年）、パキスタン学（9～10年）を取り上げた。補助として、

言語科目としてのウルドゥー語と英語の教科書に含まれる読

み物も参照する。教科書はすべて2018年度に採用されてい

るもので、現地で流通しているものを入手した４）。 

33..  テテキキスストト分分析析のの結結果果  

（（11））  地地理理教教育育 

低学年のうちは、地理といえる内容はごく限られており、3

年生ではロンドン橋やエジプトのナイル川など、世界の名所

の数件のみが取り上げられている。学年が上がるにつれ、地

理教育としての体系が整ってくる。8年生では、「旅行」という

単元のなかで、イブン・バットゥータ、マルコポーロ、コロンブ

ス、ヴァスコ・ダ・ガマといった人物に一ページずつを割き、偉

業を紹介している。そのうえで、各州への旅という内容が続く

（社会8年生, 2017: 84）。9～10年生では、様々な産業を概

観する中で、道路、鉄道、空路、航路の役割を紹介している

（パキスタン学9-10年, 2018: 110～112）。 

（（22））  モモエエンンジジョョ・・ダダーーロロやや聖聖者者廟廟のの保保全全  

世界遺産である古代文明モエンジョ・ダーロに関しては、ス

ィンド州の歴史を概観する中で触れられているのをはじめとし

て（社会 4年, 2016: 16）、泊りがけで訪れたという旅行記など

が出てくる（英語 7 年生: 96）。同じく世界遺産のタッターに

ついても記述はあるものの（ウルドゥー語 4年, 2017: 55）、モ

エンジョ・ダーロに比べると登場の頻度は下がる。一方、世界

遺産になっていないものの、国内で著名な神秘主義詩人シ

ャー・アブドゥル・ラティーフの聖者廟は、各学年を通して繰り

返し話題に上がり、挿絵の写真も多く掲載されていた（社会 4

年, 2016: 71）。 

（（33））  教教科科書書をを通通じじたた観観光光シシンンボボルルのの創創出出  

上述の遺跡や聖者廟を含め、教科書の中で繰り返し用い

られる文化遺産や観光地は、学年や教科によって異なる構

図の写真が挿絵として使われていた。このため、挿絵だけで

は一目でその場を特定できないものも多かった。 

  

ⅣⅣ..  おおわわりりにに  

 本研究では、パキスタンの学校教科書における、観光の記

述を分析した。地理教育として、各国の情報や国内各州の自

然や地形、文化風俗などには触れており、スィンド州ではスィ

ンド人のアイデンティティを強調する形で、州にまつわる歴史

や文化が繰り返し語られている。ただ、モエンジョ・ダーロやタ

ッターなどの世界遺産が、地域のシンボルとして定着してい

るかと問われると、そのような記述は見られなかった。これは、

イスラーム以前の遺跡に対する愛着の薄さが原因ではない

かと推察される。このことは、国際的な認知度は高くないイス

ラーム聖者のシャー・アブドゥル・ラティーフ廟が、繰り返し言

及されていることからもわかる。 

また、モエンジョ・ダーロは、塩害や風化などが大きな問題

となっている遺跡であるが、教科書ではコミュニティの保全活

動に触られていなかった。実際には保全活動や、地元の大

学による調査研究、現地のガイドによる教育活動が行われて

おり、こういった文化遺産と観光の周辺領域への理解が、大

きな課題である。 

教育を通じた新たな観光シンボルの創出は、現時点では

未知数である。この背景の一つには、教科書の質の問題が

あり、写真の使い回しやキャプションの不足、統一感のない

挿絵といった定型化されたイメージの喚起を阻む要因は多

い。日本のような観光ガイドブックが流通していない同国にお

いて、地理教育において教科書の持つポテンシャルは高く、

国民に観光情景を広めることに有効な手段となるはずであ

る。 

  

注注  

１）1～5年生は小学校 Primary School、6～8年生が中学校 

Middle School、9～10年年生が高校もしくは中等学校High 

School/Secondary Schoolと分けられる。 

２）2014年に改名。現在の正式名称は連邦教育・職業訓練省 

(Ministry of Federal Education and Professional Training)（黒

崎, 2016: 89-90）。 

３）教科書の作成にあたっては、カラチのスィンド教科書委員

会が全体を統括し、スィンド教科書委員会と民間が共同で執

筆し、カリキュラム局Bureau of Curriculum and Extension 

Wing (BCEW)が検定を行い、さらにカラチのスィンド教育局

が認定している。教科書の表紙には大きくスィンド教科書委

員会と書かれている。 

４）実際の出版年は 2015年～2018年と幅がある。 
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ⅠⅠ..  ははじじめめにに  

 長期間軍事政権下にあり、治安の安定しなかったパキスタ

ンにおいて、観光は後手に回されてきた産業である。 

1960～70 年代、隣国のインドと同様に世界中からヒッピー

が集った時代もあったが、とうの昔にブームは消え、近年の

国内の空港は、出稼ぎ先から一時帰国するパキスタン人か、

中国からのビジネスマンらで占められている。一般のパキスタ

ン国民にとって身近な旅といえばイスラームの聖者廟参詣と

ハッジへの大巡礼であり、レジャーを目的とした観光は経済

的にも縁遠いものであり続けた。この要因には、国民の間で

「観光のイメージ」が定着していないことが考えられる。 

2018 年に発足したイムラーン・ハーン政権下において、観

光産業は重要課題の一つとして掲げられている。度重なる治

安の悪化や経済的不安定さが足枷になり、大規模な旅行ブ

ームの兆しは見られないものの、国内観光地は整備されつ

つあり、イスラマバード近郊の避暑地マリーや、風光明媚なフ

ンザへのハネムーンは定番となっている。これを受け、国内

個人旅行者の消費額は徐々に増加傾向にある（World 

Tourism Organization, 2018）。 

 そこで、本発表では、パキスタンの教育制度を概観したうえ

で、パキスタンの教育機関における観光にまつわる知識や、

地理教育を取り上げる。具体的には、パキスタン最大の商業

都市であるカラチを含むスィンド州における地理教育や、コミ

ュニティにおける文化遺産の保全意識、コミュニティのシンボ

ルとしての観光地の認知について、教科書の分析を行う。 

 

ⅡⅡ..  パパキキススタタンンのの国国内内観観光光とと地地域域ココミミュュニニテティィ  

 パキスタン国内には6件のユネスコ世界文化遺産が登録さ

れている。その中で、スィンド州に立地するのはインダス文明

のモエンジョ・ダーロとタッターの遺跡である。前者は、スィン

ド州の内部にあり、空路での移動が必要になるが、タッターは

大都市カラチからピクニックの定番となっている。 

こうした遺跡を管理するのは、パキスタン観光開発公社

（Pakistan Tourism Development Corporation）であり、2019

年には、国家観光調整委員会（National Tourism 

Coordination Board）という上位組織も設置された。地域コミュ

ニティにとっては、遺跡はレストランやホテル、私設ガイドなど

の収入源になっているものの、観光客数が不安定なため、街

をあげて土産物屋やカフェが立ち並ぶほどではなく、経済効

果は限定的である。 

 

ⅢⅢ..  学学校校教教育育ににおおけけるる観観光光  

11..  パパキキススタタンンのの教教育育制制度度とと地地理理教教育育    

パキスタンの教育制度では、1年生から10年生までが義務

教育に該当する１）。低学年では、ウルドゥー語、英語、算数を

軸に、徐々にイスラーム学、社会、理科・技術といった科目が

増えていく。国家レベルの教育省２）の作ったシラバスに基づ

き、実際の教科書の作成は各州で行われている。教育全般

で、歴史や地理といった知識だけでなく、「より良いパキスタ

ン人市民」としての価値教育に重点をおいていることに特徴

がある。 

22..  教教科科書書分分析析のの手手法法  

 分析の対象とする教科書は、スィンド州で使用される社会科

系科目である。これはスィンド教科書委員会３）。によって作成

された教科書で、パキスタンの国語であるウルドゥー語版と英
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語版が出版されている。科目は総合教育（1～3年）、社会（4

～8年）、パキスタン学（9～10年）を取り上げた。補助として、

言語科目としてのウルドゥー語と英語の教科書に含まれる読

み物も参照する。教科書はすべて2018年度に採用されてい

るもので、現地で流通しているものを入手した４）。 

33..  テテキキスストト分分析析のの結結果果  
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エンジョ・ダーロに比べると登場の頻度は下がる。一方、世界
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返し話題に上がり、挿絵の写真も多く掲載されていた（社会 4

年, 2016: 71）。 
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上述の遺跡や聖者廟を含め、教科書の中で繰り返し用い

られる文化遺産や観光地は、学年や教科によって異なる構

図の写真が挿絵として使われていた。このため、挿絵だけで

は一目でその場を特定できないものも多かった。 

  

ⅣⅣ..  おおわわりりにに  

 本研究では、パキスタンの学校教科書における、観光の記

述を分析した。地理教育として、各国の情報や国内各州の自

然や地形、文化風俗などには触れており、スィンド州ではスィ

ンド人のアイデンティティを強調する形で、州にまつわる歴史

や文化が繰り返し語られている。ただ、モエンジョ・ダーロやタ

ッターなどの世界遺産が、地域のシンボルとして定着してい

るかと問われると、そのような記述は見られなかった。これは、

イスラーム以前の遺跡に対する愛着の薄さが原因ではない

かと推察される。このことは、国際的な認知度は高くないイス

ラーム聖者のシャー・アブドゥル・ラティーフ廟が、繰り返し言

及されていることからもわかる。 

また、モエンジョ・ダーロは、塩害や風化などが大きな問題

となっている遺跡であるが、教科書ではコミュニティの保全活

動に触られていなかった。実際には保全活動や、地元の大

学による調査研究、現地のガイドによる教育活動が行われて

おり、こういった文化遺産と観光の周辺領域への理解が、大

きな課題である。 

教育を通じた新たな観光シンボルの創出は、現時点では

未知数である。この背景の一つには、教科書の質の問題が

あり、写真の使い回しやキャプションの不足、統一感のない

挿絵といった定型化されたイメージの喚起を阻む要因は多

い。日本のような観光ガイドブックが流通していない同国にお

いて、地理教育において教科書の持つポテンシャルは高く、

国民に観光情景を広めることに有効な手段となるはずであ

る。 
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(Ministry of Federal Education and Professional Training)（黒

崎, 2016: 89-90）。 
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Wing (BCEW)が検定を行い、さらにカラチのスィンド教育局
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1960～70 年代、隣国のインドと同様に世界中からヒッピー

が集った時代もあったが、とうの昔にブームは消え、近年の

国内の空港は、出稼ぎ先から一時帰国するパキスタン人か、

中国からのビジネスマンらで占められている。一般のパキスタ

ン国民にとって身近な旅といえばイスラームの聖者廟参詣と

ハッジへの大巡礼であり、レジャーを目的とした観光は経済

的にも縁遠いものであり続けた。この要因には、国民の間で

「観光のイメージ」が定着していないことが考えられる。 

2018 年に発足したイムラーン・ハーン政権下において、観

光産業は重要課題の一つとして掲げられている。度重なる治

安の悪化や経済的不安定さが足枷になり、大規模な旅行ブ

ームの兆しは見られないものの、国内観光地は整備されつ

つあり、イスラマバード近郊の避暑地マリーや、風光明媚なフ

ンザへのハネムーンは定番となっている。これを受け、国内

個人旅行者の消費額は徐々に増加傾向にある（World 

Tourism Organization, 2018）。 

 そこで、本発表では、パキスタンの教育制度を概観したうえ

で、パキスタンの教育機関における観光にまつわる知識や、

地理教育を取り上げる。具体的には、パキスタン最大の商業

都市であるカラチを含むスィンド州における地理教育や、コミ

ュニティにおける文化遺産の保全意識、コミュニティのシンボ

ルとしての観光地の認知について、教科書の分析を行う。 

 

ⅡⅡ..  パパキキススタタンンのの国国内内観観光光とと地地域域ココミミュュニニテティィ  

 パキスタン国内には6件のユネスコ世界文化遺産が登録さ

れている。その中で、スィンド州に立地するのはインダス文明

のモエンジョ・ダーロとタッターの遺跡である。前者は、スィン

ド州の内部にあり、空路での移動が必要になるが、タッターは

大都市カラチからピクニックの定番となっている。 

こうした遺跡を管理するのは、パキスタン観光開発公社

（Pakistan Tourism Development Corporation）であり、2019

年には、国家観光調整委員会（National Tourism 

Coordination Board）という上位組織も設置された。地域コミュ

ニティにとっては、遺跡はレストランやホテル、私設ガイドなど

の収入源になっているものの、観光客数が不安定なため、街

をあげて土産物屋やカフェが立ち並ぶほどではなく、経済効

果は限定的である。 

 

ⅢⅢ..  学学校校教教育育ににおおけけるる観観光光  

11..  パパキキススタタンンのの教教育育制制度度とと地地理理教教育育    

パキスタンの教育制度では、1年生から10年生までが義務

教育に該当する１）。低学年では、ウルドゥー語、英語、算数を

軸に、徐々にイスラーム学、社会、理科・技術といった科目が

増えていく。国家レベルの教育省２）の作ったシラバスに基づ

き、実際の教科書の作成は各州で行われている。教育全般

で、歴史や地理といった知識だけでなく、「より良いパキスタ

ン人市民」としての価値教育に重点をおいていることに特徴

がある。 

22..  教教科科書書分分析析のの手手法法  

 分析の対象とする教科書は、スィンド州で使用される社会科

系科目である。これはスィンド教科書委員会３）。によって作成

された教科書で、パキスタンの国語であるウルドゥー語版と英
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た。その一環で活発になったのが、観光である

(Schivelbusch, 2005)。国際観光局は欧米におけるそのよ

うな観光の国策化過程と重要性を認知していたため、か

つ観光を契機に日本のイメージを向上させるため、帝国

本国において観光政策を推し進めた。 

 しかし日中戦争が全面化すると、中国大陸での戦況が

いちじるしく欧米の対日イメージを悪化させた。ほかの

帝国との関係悪化を望まない日本政府からすれば、対日

イメージの悪化を払拭することは喫緊の課題となったの

である。そのような折に、国際観光局は観光を契機とし

て国策的課題の解決に乗り出した(国際観光局, 1940)。対

策は、紙媒体による「対外宣伝」にはとどまらなかった。 

当時国際観光局局長であった田誠は1939年3月に日本

の占領下にあった「北支」、「中支」、「満洲」を経由

して朝鮮を訪問し朝鮮総督府のトップである南次郎総督

と会談している。彼の旅路の目的は「外人の日本感」を

改めるために、占領地の観光名所を結ぶ「興亜観光ルー

ト」を新設することにあった。現実的な取り組みとして

植民地の観光地化を推進し、植民地の観光事業にも影響

を与えていたのである(『京城日報』1939年3月16日)。 

他方で、植民地朝鮮では朝鮮観光に対して帝国本国と

は異なる目論見があった。朝鮮では戦時期特有の政策方

針実現に観光が寄与するとして、朝鮮観光の有益性を政

策的側面から意味づけしていた。第一に、戦争遂行のた

めに朝鮮の人員・物資を動員する必要性から民族ヒエラ

ルキーを表面上改善し、朝鮮に対する「日本人」の偏見

を払拭しようと試みる「内鮮一体」を朝鮮総督府は実現

化させようとしていた。第二に、「日本人」による開発

投資を増加させることで朝鮮を経済成長させ、戦争遂行

のための経済的基盤を朝鮮が担うことを目標とした「大

陸兵站基地化」を掲げていた。そのような政策課題に対

し「日本人」が実際に朝鮮を訪れる観光がその契機にな

ると、朝鮮総督府は展望していたのである。帝国本国は

欧米観光客に対する施策として植民地の観光事業化を進

める一方で、朝鮮側では異なる思惑から朝鮮観光を奨励

するモメントがあった(加藤, 1939) 

ただし、軍事費が予算を占める割合が高くなる戦時期

に観光が国策化するにあたっては、それまでに観光事業

がある程度形成されている必要があった。帝国本国の観

光協会組織化の潮流と時期を同じくして、朝鮮では1930

年代半ばから地方行政と実業家らが半官民の観光協会を

地方に設立しはじめていた１）。しだいに日中戦争が本格

化していったが、むしろ戦争は観光収入が増加する契機

となった。なぜなら戦場となる中国大陸へ向かうために

は鉄道で朝鮮を経由する必要があり、朝鮮を訪れる人び

との絶対数が増加したためである。そのような人流にし

たがい、観光事業を促進する観光協会の活動も旺盛とな

っていった(『京日』1939年6月13日）。 

結果として帝国本国による植民地観光地化政策、朝鮮

総督府の観光政策、植民地社会の観光事業者らの思惑が

交錯し、戦時期だからこそ朝鮮観光を奨励するムードが

全体的に高まっていたのである。 

 

ⅣⅣ..  おおわわりりにに  

  今回は、観光をめぐる世界史的潮流や帝国日本の社会

状況を踏まえながら『観光朝鮮』の創刊背景を跡づける

ことで、戦争が激化するなかで植民地観光が奨励される

背景を報告した。 

帝国と植民地間の観光開発は、今日の「先進国―後進

国」間での観光開発が引き起こす弊害と人びとへの影響

を検討する上でもなおアクチュアルな論点であり、検討

すべき課題である。しかし、現時点では帝国本国による

植民地の開発がよりいっそう推し進められる総力戦体制

の形成期と植民地観光の活性化との関連は十分に明らか

になっていない。未解明の部分については、今後の課題

としたい。 

 

注注  

１）京城観光協会、釜山観光協会は 1933年、平壌観光協

会は 1934年、木済観光協会、咸興観光協会は 1935年、

元山観光協会は 1937年、大邱観光協会は 1938 年に設

立されたことが、朝鮮発行の諸新聞から確認できる。 
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ⅠⅠ..  ははじじめめにに  

 観光とは、生活空間でない場所へ移動し、非日常を経

験することに楽しみを期待する娯楽的行為だと一般的に

はイメージされる。しかし観光の普及に目を向けるなら、

観光は近代の帝国主義と密接な関係をもっていたと言え

る。帝国が植民地を獲得するにしたがい、人びとの移動

範囲は広がり、植民地を周遊する観光という余暇活動に

結び付いた。帝国日本においても同様に、日露戦争以降

に植民地観光が盛んになっていく。 

ただし、帝国本国の人びとはつねに平穏に過ごしてい

たわけではない。いちど戦況が困難になると、国家全体

が戦時体制に突入していく。日本の場合、「ぜいたくは敵

だ」のスローガンにあらわれるように、戦時期はしばし

ば諸個人の欲望を抑制させる時代だとみられている。と

もすれば、観光も抑制されるかのようである。しかし植

民地観光に着目すれば、それは一面的な理解にすぎない。 

 本研究は、満洲事変(1937)以降、日中戦争が本格化する

1939年 6月に朝鮮総督府鉄道局が創刊した雑誌『観光朝

鮮』の創刊背景を考察することで、戦時期(1937-1945)の

朝鮮観光をめぐる観光政策の一端を明らかにする。 

 

ⅡⅡ..  雑雑誌誌『『観観光光朝朝鮮鮮』』  

 『観光朝鮮』は、その創刊辞によれば1924年に内地で

発行された『旅』、1934年に満州で発行された『旅行満洲』

の姉妹紙として位置づけられ創刊に至った。1940年12月

には『文化朝鮮』へと改題するが、当時には珍しく1944

年12月まで継続して全30号を発行している。 

戦時期には内地同様に植民地朝鮮でも紙不足により出

版環境が悪化し、雑誌を創刊することは難しい時期にな

った。それにもかかわらず、表紙は全面カラー、続く数

十頁も色刷りであったため、朝鮮在住日本人は「朝鮮随

一の豪華な装幀」と認識していたようである(岡田, 1954)。

雑誌づくりに対する姿勢から、発行主体の朝鮮総督府鉄

道局が朝鮮観光にかけていた期待をうかがえる。 

 

ⅢⅢ..  植植民民地地朝朝鮮鮮ををめめぐぐるる観観光光政政策策  

なぜ戦時期において朝鮮総督府は『観光朝鮮』を創刊

したのだろうか。すなわち、なぜ朝鮮観光を奨励し、観

光客を呼び込もうとしていたのだろうか。以下は、『観光

朝鮮』の創刊背景を跡づける過程で得られた成果である。 

背景には第一に、帝国本国での観光政策の影響、第二

に、朝鮮総督府の政策方針転換、第三に、植民地社会で

の観光事業組織化という３つの要因が挙げられる。 

帝国本国では、海外から日本を訪れる観光客に対して

観光政策を推進する国際観光局が1930年に設立された。

翌年には、観光宣伝を担当する財団法人国際観光協会を

設立し、日本の観光を活性化させる体制を整えていった。 

他方で同時期の欧米では、ソ連共産主義体制への脅威

および世界恐慌からの復帰を図る各国がそれぞれ国民を

戦争へと動員させる総力戦体制を形成しつつあった。総

力戦体制とは一般的には諸個人の欲望が抑制されるよう

にみられているが、国家からすれば戦争遂行のために個

人の労働生産性をいかに向上させるかが重要であり、そ

のためには労働だけでなく余暇を充実させる必要があっ
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た。その一環で活発になったのが、観光である

(Schivelbusch, 2005)。国際観光局は欧米におけるそのよ

うな観光の国策化過程と重要性を認知していたため、か

つ観光を契機に日本のイメージを向上させるため、帝国

本国において観光政策を推し進めた。 

 しかし日中戦争が全面化すると、中国大陸での戦況が

いちじるしく欧米の対日イメージを悪化させた。ほかの

帝国との関係悪化を望まない日本政府からすれば、対日

イメージの悪化を払拭することは喫緊の課題となったの

である。そのような折に、国際観光局は観光を契機とし

て国策的課題の解決に乗り出した(国際観光局, 1940)。対

策は、紙媒体による「対外宣伝」にはとどまらなかった。 

当時国際観光局局長であった田誠は1939年3月に日本

の占領下にあった「北支」、「中支」、「満洲」を経由

して朝鮮を訪問し朝鮮総督府のトップである南次郎総督

と会談している。彼の旅路の目的は「外人の日本感」を

改めるために、占領地の観光名所を結ぶ「興亜観光ルー

ト」を新設することにあった。現実的な取り組みとして

植民地の観光地化を推進し、植民地の観光事業にも影響

を与えていたのである(『京城日報』1939年3月16日)。 

他方で、植民地朝鮮では朝鮮観光に対して帝国本国と

は異なる目論見があった。朝鮮では戦時期特有の政策方

針実現に観光が寄与するとして、朝鮮観光の有益性を政

策的側面から意味づけしていた。第一に、戦争遂行のた

めに朝鮮の人員・物資を動員する必要性から民族ヒエラ

ルキーを表面上改善し、朝鮮に対する「日本人」の偏見

を払拭しようと試みる「内鮮一体」を朝鮮総督府は実現

化させようとしていた。第二に、「日本人」による開発

投資を増加させることで朝鮮を経済成長させ、戦争遂行

のための経済的基盤を朝鮮が担うことを目標とした「大

陸兵站基地化」を掲げていた。そのような政策課題に対

し「日本人」が実際に朝鮮を訪れる観光がその契機にな

ると、朝鮮総督府は展望していたのである。帝国本国は

欧米観光客に対する施策として植民地の観光事業化を進

める一方で、朝鮮側では異なる思惑から朝鮮観光を奨励

するモメントがあった(加藤, 1939) 

ただし、軍事費が予算を占める割合が高くなる戦時期

に観光が国策化するにあたっては、それまでに観光事業

がある程度形成されている必要があった。帝国本国の観

光協会組織化の潮流と時期を同じくして、朝鮮では1930

年代半ばから地方行政と実業家らが半官民の観光協会を

地方に設立しはじめていた１）。しだいに日中戦争が本格

化していったが、むしろ戦争は観光収入が増加する契機

となった。なぜなら戦場となる中国大陸へ向かうために

は鉄道で朝鮮を経由する必要があり、朝鮮を訪れる人び

との絶対数が増加したためである。そのような人流にし

たがい、観光事業を促進する観光協会の活動も旺盛とな

っていった(『京日』1939年6月13日）。 

結果として帝国本国による植民地観光地化政策、朝鮮

総督府の観光政策、植民地社会の観光事業者らの思惑が

交錯し、戦時期だからこそ朝鮮観光を奨励するムードが

全体的に高まっていたのである。 

 

ⅣⅣ..  おおわわりりにに  

  今回は、観光をめぐる世界史的潮流や帝国日本の社会

状況を踏まえながら『観光朝鮮』の創刊背景を跡づける

ことで、戦争が激化するなかで植民地観光が奨励される

背景を報告した。 

帝国と植民地間の観光開発は、今日の「先進国―後進

国」間での観光開発が引き起こす弊害と人びとへの影響

を検討する上でもなおアクチュアルな論点であり、検討

すべき課題である。しかし、現時点では帝国本国による

植民地の開発がよりいっそう推し進められる総力戦体制

の形成期と植民地観光の活性化との関連は十分に明らか

になっていない。未解明の部分については、今後の課題

としたい。 

 

注注  

１）京城観光協会、釜山観光協会は 1933年、平壌観光協

会は 1934年、木済観光協会、咸興観光協会は 1935年、

元山観光協会は 1937年、大邱観光協会は 1938 年に設

立されたことが、朝鮮発行の諸新聞から確認できる。 
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戦戦時時期期植植民民地地朝朝鮮鮮ににおおけけるる帝帝国国日日本本のの観観光光政政策策  

――雑雑誌誌『『観観光光朝朝鮮鮮』』のの創創刊刊背背景景をを中中心心にに  
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ⅠⅠ..  ははじじめめにに  

 観光とは、生活空間でない場所へ移動し、非日常を経

験することに楽しみを期待する娯楽的行為だと一般的に

はイメージされる。しかし観光の普及に目を向けるなら、

観光は近代の帝国主義と密接な関係をもっていたと言え

る。帝国が植民地を獲得するにしたがい、人びとの移動

範囲は広がり、植民地を周遊する観光という余暇活動に

結び付いた。帝国日本においても同様に、日露戦争以降

に植民地観光が盛んになっていく。 

ただし、帝国本国の人びとはつねに平穏に過ごしてい

たわけではない。いちど戦況が困難になると、国家全体

が戦時体制に突入していく。日本の場合、「ぜいたくは敵

だ」のスローガンにあらわれるように、戦時期はしばし

ば諸個人の欲望を抑制させる時代だとみられている。と

もすれば、観光も抑制されるかのようである。しかし植

民地観光に着目すれば、それは一面的な理解にすぎない。 

 本研究は、満洲事変(1937)以降、日中戦争が本格化する

1939年 6月に朝鮮総督府鉄道局が創刊した雑誌『観光朝

鮮』の創刊背景を考察することで、戦時期(1937-1945)の

朝鮮観光をめぐる観光政策の一端を明らかにする。 

 

ⅡⅡ..  雑雑誌誌『『観観光光朝朝鮮鮮』』  

 『観光朝鮮』は、その創刊辞によれば1924年に内地で

発行された『旅』、1934年に満州で発行された『旅行満洲』

の姉妹紙として位置づけられ創刊に至った。1940年12月

には『文化朝鮮』へと改題するが、当時には珍しく1944

年12月まで継続して全30号を発行している。 

戦時期には内地同様に植民地朝鮮でも紙不足により出

版環境が悪化し、雑誌を創刊することは難しい時期にな

った。それにもかかわらず、表紙は全面カラー、続く数

十頁も色刷りであったため、朝鮮在住日本人は「朝鮮随

一の豪華な装幀」と認識していたようである(岡田, 1954)。

雑誌づくりに対する姿勢から、発行主体の朝鮮総督府鉄

道局が朝鮮観光にかけていた期待をうかがえる。 

 

ⅢⅢ..  植植民民地地朝朝鮮鮮ををめめぐぐるる観観光光政政策策  

なぜ戦時期において朝鮮総督府は『観光朝鮮』を創刊

したのだろうか。すなわち、なぜ朝鮮観光を奨励し、観

光客を呼び込もうとしていたのだろうか。以下は、『観光

朝鮮』の創刊背景を跡づける過程で得られた成果である。 

背景には第一に、帝国本国での観光政策の影響、第二

に、朝鮮総督府の政策方針転換、第三に、植民地社会で

の観光事業組織化という３つの要因が挙げられる。 

帝国本国では、海外から日本を訪れる観光客に対して

観光政策を推進する国際観光局が1930年に設立された。

翌年には、観光宣伝を担当する財団法人国際観光協会を

設立し、日本の観光を活性化させる体制を整えていった。 

他方で同時期の欧米では、ソ連共産主義体制への脅威

および世界恐慌からの復帰を図る各国がそれぞれ国民を

戦争へと動員させる総力戦体制を形成しつつあった。総

力戦体制とは一般的には諸個人の欲望が抑制されるよう

にみられているが、国家からすれば戦争遂行のために個

人の労働生産性をいかに向上させるかが重要であり、そ

のためには労働だけでなく余暇を充実させる必要があっ
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表1 訪沖外国人一般観光客と空手愛好家の比較 

（沖縄県（2018、2019b）より筆者作成） 

 

表1のように、訪沖外国人空手愛好家と外国人一般観

光客の違いは一目瞭然である。まず、外国人一般観光客

では観光や買い物が主な活動に対して外国人空手愛好家

は空手稽古への参加や聖地の訪問を主に行っている。次

に、外国人一般観光客の平均滞在日数は4.77日に対して

外国人空手愛好家は11日と二倍以上長い。そして、1人

あたりの県内消費額においても、外国人一般観光客の

90,119円に対して外国人空手愛好家は153,000円とだい

ぶ多い。また、旅行に「大変満足」の外国人一般観光客

は34.5％に対して外国人空手愛好家は96%とかなり高

い。さらに、外国人一般観光客は殆どアジア出身に対し

て、外国人空手愛好家の半数以上は欧米出身である。 

このように、訪沖外国人空手愛好家旅行は沖縄を訪問

する一般的なインバウンドツーリズムと違い、空手が旅

行の目的という特殊な旅行形態である。 

そして沖縄調査（インタビュー）の中でも、外国人空

手愛好家は自分のことを「観光客」と思わず、生涯をか

けて沖縄での空手旅行を繰り返し、空手を初めとする沖

縄伝統・文化・自然を愛し、守っていきたいと答えた。 

2. 訪沖外国人空手愛好家旅行の可能性 

 

図2 沖縄空手愛好家旅行の可能性 

図2のように、訪沖外国人空手愛好家旅行は様々な面

での貢献が期待できる。まず、空手を始めとする沖縄伝

統・文化の保存・継承に繋がるだろう。そして、高い満

足度及びリピート率による安定した雇用等で持続可能な

地域発展にも貢献できるだろう。また、外国人一般観光

客では少ない欧米人観光客の確保や空手を通しての国際

交流・平和の促進にも有効と言える。さらに、このモデ

ルは他の武道の活用にもヒントを与えるであろう。 

  

ⅢⅢ..  おおわわりりにに  

本報告では、訪沖外国人空手愛好家旅行の諸特徴を明

らかにした。訪沖外国人空手愛好家旅行は一般的なイン

バウンドツーリズムと違い、旅行の主な活動や目的は空

手にフォーカスした特殊な旅行である。そして、滞在日

数が長く、消費額が多い、旅行への満足度もリピート率

も高い旅行形態である。さらに、外国人一般観光客では

少ない欧米客が半数以上を占める旅行である。しかし、

どうやってこれらの特徴を生かし、より多くの訪沖外国

人空手愛好家を誘致するのかはまだ明らかになっていな

い。従って、今後は武道観光の「旗艦」である少林カン

フーの事例を参考しながら訪沖外国人空手愛好家旅行の

あるべき姿を模索していきたい。 
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訪訪沖沖外外国国人人空空手手愛愛好好家家旅旅行行ににつついいてて  

――沖沖縄縄調調査査のの分分析析をを中中心心にに  

  

About the Journey of Foreigner Karate Enthusiasts in Okinawa: 
Focusing on the Analysis of the Research Conducted in Okinawa 
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ⅠⅠ..  ははじじめめにに  

武道の研究に関連する観光は独特の現象であり、そし

て、「発祥の地」を訪れることは武道の文化的背景を学

ぶため特に価値がある(Cynarski,2012)。高宮城

（2007）によれば、空手発祥の地・沖縄には空手の修

行・観光目的で訪れる外国人空手愛好家は後を絶たな

い。沖縄観光における彼らの割合は無視できないもので

あり、その経済的波及効果も大きいと指摘する。また、

この旅行（訪沖外国人空手愛好家旅行）は単なる空手の

体験ではなく、様々な文化イベントが同時に企画されて

いるため、祭りへの参加等沖縄の歴史や文化も享受でき

るものである(中挾,2019)。 

スポーツ庁（2019）は、訪沖外国人空手愛好家旅行は

沖縄にとって新たな観光エンジンになる可能性を秘めて

いるが、来沖する彼らのニーズに合った旅行コンテンツ

開発や受入環境整備などがまだ今後の課題だと挙げてい

る。また、沖縄県（2019a）によれば、2016年度沖縄県

外における「空手発祥の地・沖縄」の認知率は34%と低

く、そして2017年度県外・海外からの空手愛好家は

6,453人とまだ少ないと指摘する。 

訪沖外国人空手愛好家を誘致し、彼らの旅行を推進す

るためにその旅行形態の特徴を把握する必要があると思

われる。しかし、訪沖外国人空手愛好家旅行の可能性を

示す研究があるものの、その旅行形態の特徴を明らかに

した研究はなかった。従って、本稿では訪沖外国人空手

愛好家旅行の特徴等について考察する。 

筆者は2019年10月に、沖縄那覇市にて訪沖外国人空手

愛好家旅行の各関係者を対象に調査を行った。参与観察

法と深層面接法（Depth interview）が主な調査方法で

ある。まず、筆者は空手愛好家と共に空手稽古や空手イ

ベントに参加した。また、空手聖地となる空手会館、空

手博物館、守礼堂（空手グッズショップ）、DOJOバー

（空手テーマのバー）等にも訪れ、愛好家の様子を観察

した。次は沖縄県庁、OTS (沖縄ローカル旅行会社) 等

の関係者を訪問し、道場の先生、空手愛好家たちにも話

を伺った。 

図1 沖縄空手観光の構成 

 

図1のように、沖縄空手観光は、一般観光客が対象で

物見遊山的な「空手ツーリズム」と空手稽古への参加や

聖地の訪問にフォーカスした「空手愛好家旅行」の二つ

観光形態から構成され、そして本稿の研究対象は後者で

ある。 

 

ⅡⅡ..  調調査査結結果果  

1. 訪沖外国人空手愛好家旅行の特徴 

 

空手ツーリズム

空手

愛好家旅行
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表1 訪沖外国人一般観光客と空手愛好家の比較 

（沖縄県（2018、2019b）より筆者作成） 

 

表1のように、訪沖外国人空手愛好家と外国人一般観

光客の違いは一目瞭然である。まず、外国人一般観光客

では観光や買い物が主な活動に対して外国人空手愛好家

は空手稽古への参加や聖地の訪問を主に行っている。次

に、外国人一般観光客の平均滞在日数は4.77日に対して

外国人空手愛好家は11日と二倍以上長い。そして、1人

あたりの県内消費額においても、外国人一般観光客の

90,119円に対して外国人空手愛好家は153,000円とだい

ぶ多い。また、旅行に「大変満足」の外国人一般観光客

は34.5％に対して外国人空手愛好家は96%とかなり高

い。さらに、外国人一般観光客は殆どアジア出身に対し

て、外国人空手愛好家の半数以上は欧米出身である。 

このように、訪沖外国人空手愛好家旅行は沖縄を訪問

する一般的なインバウンドツーリズムと違い、空手が旅

行の目的という特殊な旅行形態である。 

そして沖縄調査（インタビュー）の中でも、外国人空

手愛好家は自分のことを「観光客」と思わず、生涯をか

けて沖縄での空手旅行を繰り返し、空手を初めとする沖

縄伝統・文化・自然を愛し、守っていきたいと答えた。 

2. 訪沖外国人空手愛好家旅行の可能性 

 

図2 沖縄空手愛好家旅行の可能性 

図2のように、訪沖外国人空手愛好家旅行は様々な面

での貢献が期待できる。まず、空手を始めとする沖縄伝

統・文化の保存・継承に繋がるだろう。そして、高い満

足度及びリピート率による安定した雇用等で持続可能な

地域発展にも貢献できるだろう。また、外国人一般観光

客では少ない欧米人観光客の確保や空手を通しての国際

交流・平和の促進にも有効と言える。さらに、このモデ

ルは他の武道の活用にもヒントを与えるであろう。 

  

ⅢⅢ..  おおわわりりにに  

本報告では、訪沖外国人空手愛好家旅行の諸特徴を明

らかにした。訪沖外国人空手愛好家旅行は一般的なイン

バウンドツーリズムと違い、旅行の主な活動や目的は空

手にフォーカスした特殊な旅行である。そして、滞在日

数が長く、消費額が多い、旅行への満足度もリピート率

も高い旅行形態である。さらに、外国人一般観光客では

少ない欧米客が半数以上を占める旅行である。しかし、

どうやってこれらの特徴を生かし、より多くの訪沖外国

人空手愛好家を誘致するのかはまだ明らかになっていな

い。従って、今後は武道観光の「旗艦」である少林カン

フーの事例を参考しながら訪沖外国人空手愛好家旅行の

あるべき姿を模索していきたい。 
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ⅠⅠ..  ははじじめめにに  

武道の研究に関連する観光は独特の現象であり、そし

て、「発祥の地」を訪れることは武道の文化的背景を学

ぶため特に価値がある(Cynarski,2012)。高宮城

（2007）によれば、空手発祥の地・沖縄には空手の修

行・観光目的で訪れる外国人空手愛好家は後を絶たな

い。沖縄観光における彼らの割合は無視できないもので

あり、その経済的波及効果も大きいと指摘する。また、

この旅行（訪沖外国人空手愛好家旅行）は単なる空手の

体験ではなく、様々な文化イベントが同時に企画されて

いるため、祭りへの参加等沖縄の歴史や文化も享受でき

るものである(中挾,2019)。 

スポーツ庁（2019）は、訪沖外国人空手愛好家旅行は

沖縄にとって新たな観光エンジンになる可能性を秘めて

いるが、来沖する彼らのニーズに合った旅行コンテンツ

開発や受入環境整備などがまだ今後の課題だと挙げてい

る。また、沖縄県（2019a）によれば、2016年度沖縄県

外における「空手発祥の地・沖縄」の認知率は34%と低

く、そして2017年度県外・海外からの空手愛好家は

6,453人とまだ少ないと指摘する。 

訪沖外国人空手愛好家を誘致し、彼らの旅行を推進す

るためにその旅行形態の特徴を把握する必要があると思

われる。しかし、訪沖外国人空手愛好家旅行の可能性を

示す研究があるものの、その旅行形態の特徴を明らかに

した研究はなかった。従って、本稿では訪沖外国人空手

愛好家旅行の特徴等について考察する。 

筆者は2019年10月に、沖縄那覇市にて訪沖外国人空手

愛好家旅行の各関係者を対象に調査を行った。参与観察

法と深層面接法（Depth interview）が主な調査方法で

ある。まず、筆者は空手愛好家と共に空手稽古や空手イ

ベントに参加した。また、空手聖地となる空手会館、空

手博物館、守礼堂（空手グッズショップ）、DOJOバー

（空手テーマのバー）等にも訪れ、愛好家の様子を観察

した。次は沖縄県庁、OTS (沖縄ローカル旅行会社) 等

の関係者を訪問し、道場の先生、空手愛好家たちにも話

を伺った。 

図1 沖縄空手観光の構成 

 

図1のように、沖縄空手観光は、一般観光客が対象で

物見遊山的な「空手ツーリズム」と空手稽古への参加や

聖地の訪問にフォーカスした「空手愛好家旅行」の二つ

観光形態から構成され、そして本稿の研究対象は後者で

ある。 

 

ⅡⅡ..  調調査査結結果果  

1. 訪沖外国人空手愛好家旅行の特徴 

 

空手ツーリズム

空手

愛好家旅行
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図図 1 利利用用者者のの分分類類とと交交流流のの性性質質（（筆筆者者作作成成）） 

 

り、交流の機会である観光や外食に同行したりすること

も少ない。しかしゲストハウスに通っているのは a.と同

様であり、既知の人びととは会話をする。 

訪問回数が多い a.と b.にとって、ゲストハウスは「自

分を出せる」居場所として認識されている。彼らは Aに

来ればスタッフや見知らぬ人と交流できることをあらか

じめ知っている。a.と b.が主体的に現地の一般的な観光

地を再訪しない点を踏まえれば、常連はゲストハウスに

おける交流自体を重視していることが分かる。 

他方、以下は Aに初めて訪れる観光者である。彼らは

繁忙期である 2～3 月、8～9 月に訪れることが多く、現

地の一般的な観光地を訪問する。 

新規－積極型 c.の観光者は交流に対して熱狂的な

態度をとるが、他方でゲストハウスに対する思い入れは

強くなく、通過点としてのゲストハウスの位置づけが強

い。通過点というのは手段的であるという意味で、A に

積極的に意味づけをする a.や b.とは異なっている。人び

とは「たまたま」ゲストハウス特有の密度の濃いコミュ

ニケーションに遭遇するのだ。c.は繁忙期だからこそ経

験できるほかの観光者との交流を楽しみ、宿が提供する

イベントにも積極的に参与する。 

新規－消極型 d.の観光者は交流に対して沈静的な

態度をとり、c.と同様ゲストハウスは通過点としての位

置づけが強い。人びとは繁忙期に c.と同席するが、コミ

ュニケーションの過熱に対する目はやや冷ややかである。

ほかの宿泊者との交流を拒否しているわけではないもの

の、観光に関する情報収集や安価な宿泊料金を目的に A

を選んでいることも多く、c.がゲストハウス特有のムー

ドに馴染む（むしろ同時に生成している）のに対し、d.は

そうではない。なかにはゲストハウスのムードに合わず、

途中で宿を変更する人もいる。 

以上の 2 つの観光者に共通するのは、a.や b.とは異な

り、ゲストハウスを通過点として位置づけていることで

ある。ただし、c.も d.も将来的な関わり方次第では、それ

ぞれ隣接する a.や b.に移行する可能性をもっている。 

ⅢⅢ 交交流流のの多多様様性性とと入入れれ子子状状ののココミミュュニニケケーーシショョンン

本稿ではゲストハウスの交流の性質を、観光者の交流

に対する熱狂的－沈静的態度のばらつきと、居場所－通

過点というゲストハウスへの意味づけの強度から整理し

た。ゲストハウスでは通年、同質のコミュニケーション

が行われているわけではなく、時期や利用者の性質によ

りその様相を大きく変える点は特筆すべきである。 

また、コミュニケーションの分析視点として前述した

一時性や熱狂性、自己目的性については、それぞれ相反

する性質が存在していることが分かった。 

とりわけ、a.や b.の存在から明らかになったゲストハ

ウスのコミュニケーションの継続可能性、および一時性

と継続性の両立については今後さらなる検討が必要であ

る。ゲストハウスのコミュニケーションは一見すればそ

の場限りのものだが、本稿では、観光者の再訪による「一

時的なコミュニケーションの反復可能性」が示唆された。

今後の研究では＜断＞と＜続＞が入れ子状になる関係性

（堀内・西尾編, 2015）に注目して分析を進め、観光の場

のコミュニケーションに関する理論的検討を行う。 

注注

1） 本稿では言語を通して交わされる身体的・非身体的

な情報のやりとりをコミュニケーションとする。交

流はコミュニケーションのなかでも、二者以上が場

に集い直接会話をしている状態を指すこととする。 

2） 本稿のデータは 2019年 10月～2020年 3月に筆者が

カンボジア・シェムリアップの日本人ゲストハウス

Aで行った参与観察および聞き取り調査による。 

参参考考文文献献

堀内正樹・西尾哲夫編（2015）『＜断＞と＜続＞の中東―

―非境界的世界を游ぐ』悠書館 

鍋倉咲希（2019）「『観光的つながり』に関する社会学的

研究――東南アジアの日本人ゲストハウスにおける

交流を事例に」『観光学術学会第 8 回大会発表要旨

集』46-47. 

大野哲也（2012）「標準化する『放浪』――ネパール・カ

トマンズにおける日本人宿の形成過程から」『立命

館大学人文科学研究所紀要』98, 173-207. 

訪問回数

交流への参与度

常連－積極型

・交流への熱狂的態度
・居場所としての
ゲストハウス

常連－消極型

・見知らぬ人との
交流への沈静的態度

・居場所としての
ゲストハウス

新規－積極型

・交流への熱狂的態度
・通過点としての
ゲストハウス

新規－消極型

・交流への沈静的態度
・通過点としての
ゲストハウス

日日本本人人ゲゲスストトハハウウススをを訪訪れれるる観観光光者者のの分分類類 
―観観光光のの場場ののココミミュュニニケケーーシショョンン分分析析にに向向けけてて 
 
Categorizing a Tendency for Tourist Interaction in Hostels for Japanese Tourists:  
Toward a Theoretical Research on Tourism Communication 

 
鍋鍋倉倉 咲咲希希 
立立教教大大学学大大学学院院 観観光光学学研研究究科科 
Saki NABEKURA 
Graduate School of Tourism, Rikkyo University 

  
キーワード : 観光者、コミュニケーション、交流、日本人ゲストハウス 

Keywords : Tourist, Communication, Interaction, Hostels for Japanese Tourists 

 

 

ⅠⅠ 「「交交流流」」とといいうう価価値値

観光者が流動的に入れ替わる日本人ゲストハウスにお

いては、観光者や宿のスタッフによる短期的で密度の濃

いコミュニケーションが行われている。いわばコミュニ

ケーションの沸騰ともいえるゲストハウスの光景は、身

体的な移動を前提として生成される観光特有のコミュニ

ケーションを端的に示している。

これまで低価格な宿泊料金を強みとするゲストハウス

の主な利用者は、長期間、最低限の予算で、行きあたり

ばったりに、現地の生活に浸りながら旅をするバックパ

ッカー（大野, 2012）のような特徴的な観光者像が想定さ

れてきた。しかし現在、国内外のゲストハウスでは利用

者の多様化が生じている。観光者は必ずしも従来のバッ

クパッカーのような特徴をもっておらず、週末の短期旅

行でゲストハウスに宿泊したり、ほかの低価格な宿泊施

設ではなくあえてゲストハウスを選んだり、現地の観光

には行かず、ゲストハウスで滞在時間の大半を過ごすよ

うな新たな志向性がみられるのである。

こうした新しいゲストハウスの利用のされ方、言いか

えれば観光者にとってのゲストハウスの位置づけの変化

には、バックパッカーを惹きつけてきた従来の価値では

なく、冒頭に示したような他者との「交流」という別様

の価値が関係している。本稿ではゲストハウスの新たな

価値として台頭している交流に焦点をあてたい 1)。

筆者はこれまで、ゲストハウスのコミュニケーション

の特徴として主に一時性、熱狂性、自己目的性に言及し

分析を進めてきた（鍋倉, 2019）。しかし、ゲストハウス

のコミュニケーションの性質は、ゲストハウス利用者の

多様性とともに把握されなければならない。本稿では観

光とコミュニケーションとの関係を理論的に分析してい

くための土壌として、利用者の志向性を考慮しながらそ

こで交わされる交流の様態を描き出す。

ⅡⅡ 利利用用者者のの分分類類

図 1 は利用者の属性をゲストハウスへの訪問回数と交

流への参与度を軸に 4 つに分類し、ゲストハウスにおけ

る交流の性質を明らかにしたものである 2)。 

a.と b.には訪問回数の多い観光者が分類される。筆者

の調査対象である日本人ゲストハウス Aでは、観光者が

短期間に 2 回以上来訪し、スタッフと親しくなると「常

連」として扱われる。常連は日本人ゲストハウスの閑散

期である 4～7月、10～1月に訪れることが多い。 

常連－積極型 a.の観光者はゲストハウスの交流に

対して熱狂的であることと、ゲストハウスを居場所とし

て位置づけていることが特徴である。人びとはスタッフ

との再会を楽しみにしつつも、ここに来れば常に新しい

出会いがあることを知りながらゲストハウスを訪れる。

滞在中は既知の仲を楽しむだけでなく、常に見知らぬ人

と交流することに重きを置いている。 

常連－消極型 b.の観光者はゲストハウスの交流に

対して沈静的な態度をとるが、ゲストハウスを居場所と

位置づけている点は a.と同様である。人びとは基本的に

スタッフとの再会やゲストハウスでリラックスすること

を目的に来訪しており、自らほかの観光者に話しかけた 
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繁忙期である 2～3 月、8～9 月に訪れることが多く、現

地の一般的な観光地を訪問する。 

新規－積極型 c.の観光者は交流に対して熱狂的な

態度をとるが、他方でゲストハウスに対する思い入れは

強くなく、通過点としてのゲストハウスの位置づけが強

い。通過点というのは手段的であるという意味で、A に

積極的に意味づけをする a.や b.とは異なっている。人び

とは「たまたま」ゲストハウス特有の密度の濃いコミュ

ニケーションに遭遇するのだ。c.は繁忙期だからこそ経

験できるほかの観光者との交流を楽しみ、宿が提供する

イベントにも積極的に参与する。 

新規－消極型 d.の観光者は交流に対して沈静的な

態度をとり、c.と同様ゲストハウスは通過点としての位

置づけが強い。人びとは繁忙期に c.と同席するが、コミ

ュニケーションの過熱に対する目はやや冷ややかである。

ほかの宿泊者との交流を拒否しているわけではないもの

の、観光に関する情報収集や安価な宿泊料金を目的に A

を選んでいることも多く、c.がゲストハウス特有のムー

ドに馴染む（むしろ同時に生成している）のに対し、d.は

そうではない。なかにはゲストハウスのムードに合わず、

途中で宿を変更する人もいる。 

以上の 2 つの観光者に共通するのは、a.や b.とは異な

り、ゲストハウスを通過点として位置づけていることで

ある。ただし、c.も d.も将来的な関わり方次第では、それ

ぞれ隣接する a.や b.に移行する可能性をもっている。 

ⅢⅢ 交交流流のの多多様様性性とと入入れれ子子状状ののココミミュュニニケケーーシショョンン

本稿ではゲストハウスの交流の性質を、観光者の交流

に対する熱狂的－沈静的態度のばらつきと、居場所－通

過点というゲストハウスへの意味づけの強度から整理し

た。ゲストハウスでは通年、同質のコミュニケーション

が行われているわけではなく、時期や利用者の性質によ

りその様相を大きく変える点は特筆すべきである。 

また、コミュニケーションの分析視点として前述した

一時性や熱狂性、自己目的性については、それぞれ相反

する性質が存在していることが分かった。 

とりわけ、a.や b.の存在から明らかになったゲストハ

ウスのコミュニケーションの継続可能性、および一時性

と継続性の両立については今後さらなる検討が必要であ

る。ゲストハウスのコミュニケーションは一見すればそ

の場限りのものだが、本稿では、観光者の再訪による「一

時的なコミュニケーションの反復可能性」が示唆された。

今後の研究では＜断＞と＜続＞が入れ子状になる関係性

（堀内・西尾編, 2015）に注目して分析を進め、観光の場

のコミュニケーションに関する理論的検討を行う。 

注注

1） 本稿では言語を通して交わされる身体的・非身体的

な情報のやりとりをコミュニケーションとする。交

流はコミュニケーションのなかでも、二者以上が場

に集い直接会話をしている状態を指すこととする。 

2） 本稿のデータは 2019年 10月～2020年 3月に筆者が

カンボジア・シェムリアップの日本人ゲストハウス

Aで行った参与観察および聞き取り調査による。 
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ⅠⅠ 「「交交流流」」とといいうう価価値値

観光者が流動的に入れ替わる日本人ゲストハウスにお

いては、観光者や宿のスタッフによる短期的で密度の濃

いコミュニケーションが行われている。いわばコミュニ

ケーションの沸騰ともいえるゲストハウスの光景は、身

体的な移動を前提として生成される観光特有のコミュニ

ケーションを端的に示している。

これまで低価格な宿泊料金を強みとするゲストハウス

の主な利用者は、長期間、最低限の予算で、行きあたり

ばったりに、現地の生活に浸りながら旅をするバックパ

ッカー（大野, 2012）のような特徴的な観光者像が想定さ

れてきた。しかし現在、国内外のゲストハウスでは利用

者の多様化が生じている。観光者は必ずしも従来のバッ

クパッカーのような特徴をもっておらず、週末の短期旅

行でゲストハウスに宿泊したり、ほかの低価格な宿泊施

設ではなくあえてゲストハウスを選んだり、現地の観光

には行かず、ゲストハウスで滞在時間の大半を過ごすよ

うな新たな志向性がみられるのである。

こうした新しいゲストハウスの利用のされ方、言いか

えれば観光者にとってのゲストハウスの位置づけの変化

には、バックパッカーを惹きつけてきた従来の価値では

なく、冒頭に示したような他者との「交流」という別様

の価値が関係している。本稿ではゲストハウスの新たな

価値として台頭している交流に焦点をあてたい 1)。

筆者はこれまで、ゲストハウスのコミュニケーション

の特徴として主に一時性、熱狂性、自己目的性に言及し

分析を進めてきた（鍋倉, 2019）。しかし、ゲストハウス

のコミュニケーションの性質は、ゲストハウス利用者の

多様性とともに把握されなければならない。本稿では観

光とコミュニケーションとの関係を理論的に分析してい

くための土壌として、利用者の志向性を考慮しながらそ

こで交わされる交流の様態を描き出す。

ⅡⅡ 利利用用者者のの分分類類

図 1 は利用者の属性をゲストハウスへの訪問回数と交

流への参与度を軸に 4 つに分類し、ゲストハウスにおけ

る交流の性質を明らかにしたものである 2)。 

a.と b.には訪問回数の多い観光者が分類される。筆者

の調査対象である日本人ゲストハウス Aでは、観光者が

短期間に 2 回以上来訪し、スタッフと親しくなると「常

連」として扱われる。常連は日本人ゲストハウスの閑散

期である 4～7月、10～1月に訪れることが多い。 

常連－積極型 a.の観光者はゲストハウスの交流に

対して熱狂的であることと、ゲストハウスを居場所とし

て位置づけていることが特徴である。人びとはスタッフ

との再会を楽しみにしつつも、ここに来れば常に新しい

出会いがあることを知りながらゲストハウスを訪れる。

滞在中は既知の仲を楽しむだけでなく、常に見知らぬ人

と交流することに重きを置いている。 

常連－消極型 b.の観光者はゲストハウスの交流に

対して沈静的な態度をとるが、ゲストハウスを居場所と

位置づけている点は a.と同様である。人びとは基本的に

スタッフとの再会やゲストハウスでリラックスすること

を目的に来訪しており、自らほかの観光者に話しかけた 
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話分析の手法を使って書き起こしたものである。記号の

[ は、発話の重なりを、.hhhは笑いを示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 観光ワークショップの様子 

 

【20181214 ワークショップ 神楽グループ】 

1 学３：えー○○大学の○○学部の学３と言います.えー

ゼミが○○先生のゼミで主に社会学系とーインバ

ウンド観光についてやらさせて頂いてます. 

2 産１：んー 

3 学３：[宜しくお願いします((頭を下げる)) 

4 官２：[あっダブルで((産１を見ながら笑顔)) 

5 産１：ダブル森で 

6 官２：[頑張ります 

7 学１：[.hhh 

8 官３：すいません自己紹介の途中で 

 

33..  相相互互行行為為かからら見見ええててくくるるこことと    

 ここでは簡略的ではあるが、会話分析の手法を使って

どのように会話のルールがどのタイミングで壊されてい

るのかを追っていきたい。図１から見て取れる通り、学

３は自分の自己紹介を終え、宜しくお願いしますと頭を

下げることで、自分の発話の順番を終えようとしてい

る。この場面における学３の挨拶は、実は単純な挨拶で

はなく、会話の順番取りルールの視点から見れば、この

挨拶の終わり部分は、話者移行適格場であり、次の人の

自己紹介へ移りますという合図になっている。そして、

挨拶は挨拶で返されるという隣接対のルールの視点から

見れば、挨拶の返しが欠如していることがわかる。明ら

かに学３は一人頭を下げているのに、他の参加者は皆別

の方を向いている。ここで何が起きているかと言うと、

産１による割り込みで、官３のグループ参加を促してい

る。ここでは、他の参加者にとって少なくとも２つの選

択肢がある：１）挨拶返しをすることで学３の行為に対

応する。２）産１の行為に対応する。４行目の官２は発

話をもって、他の参加者は視線を産１に向けることによ

って２）の選択肢を選ぶため、学３は一人頭を下げるこ

とになったのである（図１）。８行目の発話で、産１は

挨拶返しがされるべきであった場所を自分が横取りして

いることを示しており、相互行為的に問題があったこと

の認識が共有されていることがわかる。 

 産１はどのタイミングでも割り込みが出来たが、あえ

て学生の自己紹介が終わったタイミングを選んでいる。

４行目の「ダブル森で」というのは、官２と官３の苗字

が同じであり、ダブルで参加という意味だが、官３が自

己紹介をする前だったことを考えれば、その発話はお互

いを知っているという社会的関係性の表示でもある。そ

の表示もここでは有意義に活用され、自然な形で産１は

官３をグループに入れることが出来ている。 

 連携事業では、産学官の肩書きを脱ぎ捨てて素の状態

で連携するのが好ましいとの指摘もあるが、この場面で

はあえて学生の挨拶部分の会話ルールが壊された上に、

産官の近しい関係性が示されている。一瞬に起こる些細

な行為であるが、学生の立場の弱さを相互行為の中にお

いて作り上げている場面と捉えることも出来る。 

  

ⅢⅢ..  おおわわりりにに    

 産学官連携事業において、文系の学としてどんな貢献

が可能なのか模索中ではあるが、例えばそこで起こる相

互行為を、学術的な方法論を使って詳細に見つめて明ら

かにすることも、一つの可能性なのではないかと考え

る。地域観光推進には膨大な数の関係組織や肩書きを持

った人がコミュニケーションを取り協働することが必須

であることは明らかであるが、中々その実態を掴むこと

は難しい。例えば、事業関係者は若者の参加を奨励する

一方で、どこかで線引きをし、学生とは学生というラベ

ルを貼った上で連携しようとする。そこでは、学生は与

えられた役割である学生としての振る舞いに束縛される

ため、生産性のある学としての参加に歯止めがかかって

いるのかもしれない。学生にとって、連携事業への参加

は貴重な学びの場であることに疑問の余地はないが、人

材育成の場として参加させて貰うばかりではなく、積極

的な貢献ができる仕組みがあれば、更に産学官連携の相

乗効果は高まるかもしれない。 
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ⅠⅠ..  ははじじめめにに  

11..  背背景景：：産産学学官官連連携携にに関関わわるる大大学学のの役役割割  

産学官連携事業では、「学」としては自然科学分野が注

目される傾向にあるが、人文・社会科学分野での連携も

増えている。多くの大学はCOC や COC+事業などを通して

地域や自治体と連携するプラットフォームの強化をして

きており、いわゆる文系の学部でも、産学官が連携した

実践的な教育は「持続可能な地域社会を活性化する人材

育成」に繋がるとされている（小川 2014: 83）。しかし、

人材育成だけが産学官連携における文系の「学」として

の関わり方ではないはずである。その問いを模索するた

めに、まずは連携事業の会議場面で実際にどんな相互行

為が起こっているのかを見つめ直すことで、何らかの足

がかりが得られるのではないかと考える。 

 

22..  相相互互行行為為かかららのの視視点点 

多様な社会的背景を持つ多人数が協働する産学官連携

事業では、それぞれの参与者が、それぞれの目的を持ち

つつ、大きな一つの目的を共有し、課題解決に向け活動

をするという複雑な構造が存在する。そんな中、例えば、

肩書きや立場を脱ぎ去って事業にフラットな立場で参加

する態度を奨励することは複雑さを回避する一つの解決

策かもしれない（関西ネットワークシステム編 2011）。

一方で、自治体、民間企業、学生がそれぞれの立場で参

加する会議場面においては、彼らの社会的背景、社会的

関係性は冒頭の自己紹介の中で顕著に現れる。 

会議に参加する人びとは、観光を使った地方創生とい

う目的を達成するための連携にも関わらず、連携をする

がゆえに存在する、壁ともなり得る見えない境界を、各々

の役割を演じることで、自ら作り出してしまうのである。

ここでは、会話分析を方法論とし会議場面を分析するこ

とで、産学官連携観光事業の現場において、「学」の立場

で参加する学生の現場の一例を見てみたい。 

  

ⅡⅡ..  会会議議（（ワワーーククシショョッッププ））場場面面のの分分析析    

11..  ワワーーククシショョッッププのの目目的的ととデデーータタ  

 本産学官連携事業の目的は、宮崎への台湾からの個人

観光客数増加を目指し、新たな観光体験メニューを開発

することにある。その目的達成のために、会議を重ね、

台湾留学生や宮崎大学の学生と一緒にフィールドワーク

を行ったり、市内の関連事業者を招きフィールドワーク

での経験や発見を報告しながら、それぞれの立場から商

品化に向けた意見交換を行ってきている。 

本事業は、2017 年度から発足し現在に至るが、概ね半

期に２回程度のフィールドワーク、１回のワークショッ

プ、年度終わりに報告会を行なっており、その間には複

数の会議を重ねている。ワークショップを含む会議場面

は可能な限りビデオ録画してきており、今回のデータは、

2018 年 12 月 14 日に行われたワークショップの冒頭で、

グループごとに自己紹介の挨拶をしている場面である。

この場面の構成メンバーは、学生 3 名、自治体関係者 3

名、民間旅行会社社員 1 名である。図１は、学生参加者

３（学３）が自己紹介を終え、宜しくお願いしますと頭

を下げて挨拶をしている場面である（３行目）。以下、会
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話分析の手法を使って書き起こしたものである。記号の

[ は、発話の重なりを、.hhhは笑いを示している。

図1 観光ワークショップの様子

【20181214 ワークショップ 神楽グループ】

1 学３：えー○○大学の○○学部の学３と言います.えー

ゼミが○○先生のゼミで主に社会学系とーインバ

ウンド観光についてやらさせて頂いてます.

2 産１：んー

3 学３：[宜しくお願いします((頭を下げる))

4 官２：[あっダブルで((産１を見ながら笑顔))

5 産１：ダブル森で

6 官２：[頑張ります

7 学１：[.hhh

8 官３：すいません自己紹介の途中で

33.. 相相互互行行為為かからら見見ええててくくるるこことと  

ここでは簡略的ではあるが、会話分析の手法を使って

どのように会話のルールがどのタイミングで壊されてい

るのかを追っていきたい。図１から見て取れる通り、学

３は自分の自己紹介を終え、宜しくお願いしますと頭を

下げることで、自分の発話の順番を終えようとしてい

る。この場面における学３の挨拶は、実は単純な挨拶で

はなく、会話の順番取りルールの視点から見れば、この

挨拶の終わり部分は、話者移行適格場であり、次の人の

自己紹介へ移りますという合図になっている。そして、

挨拶は挨拶で返されるという隣接対のルールの視点から

見れば、挨拶の返しが欠如していることがわかる。明ら

かに学３は一人頭を下げているのに、他の参加者は皆別

の方を向いている。ここで何が起きているかと言うと、

産１による割り込みで、官３のグループ参加を促してい

る。ここでは、他の参加者にとって少なくとも２つの選

択肢がある：１）挨拶返しをすることで学３の行為に対

応する。２）産１の行為に対応する。４行目の官２は発

話をもって、他の参加者は視線を産１に向けることによ

って２）の選択肢を選ぶため、学３は一人頭を下げるこ

とになったのである（図１）。８行目の発話で、産１は

挨拶返しがされるべきであった場所を自分が横取りして

いることを示しており、相互行為的に問題があったこと

の認識が共有されていることがわかる。

産１はどのタイミングでも割り込みが出来たが、あえ

て学生の自己紹介が終わったタイミングを選んでいる。

４行目の「ダブル森で」というのは、官２と官３の苗字

が同じであり、ダブルで参加という意味だが、官３が自

己紹介をする前だったことを考えれば、その発話はお互

いを知っているという社会的関係性の表示でもある。そ

の表示もここでは有意義に活用され、自然な形で産１は

官３をグループに入れることが出来ている。

連携事業では、産学官の肩書きを脱ぎ捨てて素の状態

で連携するのが好ましいとの指摘もあるが、この場面で

はあえて学生の挨拶部分の会話ルールが壊された上に、

産官の近しい関係性が示されている。一瞬に起こる些細

な行為であるが、学生の立場の弱さを相互行為の中にお

いて作り上げている場面と捉えることも出来る。

 

ⅢⅢ.. おおわわりりにに  

産学官連携事業において、文系の学としてどんな貢献

が可能なのか模索中ではあるが、例えばそこで起こる相

互行為を、学術的な方法論を使って詳細に見つめて明ら

かにすることも、一つの可能性なのではないかと考え

る。地域観光推進には膨大な数の関係組織や肩書きを持

った人がコミュニケーションを取り協働することが必須

であることは明らかであるが、中々その実態を掴むこと

は難しい。例えば、事業関係者は若者の参加を奨励する

一方で、どこかで線引きをし、学生とは学生というラベ

ルを貼った上で連携しようとする。そこでは、学生は与

えられた役割である学生としての振る舞いに束縛される

ため、生産性のある学としての参加に歯止めがかかって

いるのかもしれない。学生にとって、連携事業への参加

は貴重な学びの場であることに疑問の余地はないが、人

材育成の場として参加させて貰うばかりではなく、積極

的な貢献ができる仕組みがあれば、更に産学官連携の相

乗効果は高まるかもしれない。
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ⅠⅠ..  ははじじめめにに  

11..  背背景景：：産産学学官官連連携携にに関関わわるる大大学学のの役役割割  

産学官連携事業では、「学」としては自然科学分野が注

目される傾向にあるが、人文・社会科学分野での連携も

増えている。多くの大学はCOC や COC+事業などを通して

地域や自治体と連携するプラットフォームの強化をして

きており、いわゆる文系の学部でも、産学官が連携した

実践的な教育は「持続可能な地域社会を活性化する人材

育成」に繋がるとされている（小川 2014: 83）。しかし、

人材育成だけが産学官連携における文系の「学」として

の関わり方ではないはずである。その問いを模索するた

めに、まずは連携事業の会議場面で実際にどんな相互行

為が起こっているのかを見つめ直すことで、何らかの足

がかりが得られるのではないかと考える。 

 

22..  相相互互行行為為かかららのの視視点点 

多様な社会的背景を持つ多人数が協働する産学官連携

事業では、それぞれの参与者が、それぞれの目的を持ち

つつ、大きな一つの目的を共有し、課題解決に向け活動

をするという複雑な構造が存在する。そんな中、例えば、

肩書きや立場を脱ぎ去って事業にフラットな立場で参加

する態度を奨励することは複雑さを回避する一つの解決

策かもしれない（関西ネットワークシステム編 2011）。

一方で、自治体、民間企業、学生がそれぞれの立場で参

加する会議場面においては、彼らの社会的背景、社会的

関係性は冒頭の自己紹介の中で顕著に現れる。 

会議に参加する人びとは、観光を使った地方創生とい

う目的を達成するための連携にも関わらず、連携をする

がゆえに存在する、壁ともなり得る見えない境界を、各々

の役割を演じることで、自ら作り出してしまうのである。

ここでは、会話分析を方法論とし会議場面を分析するこ

とで、産学官連携観光事業の現場において、「学」の立場

で参加する学生の現場の一例を見てみたい。 

  

ⅡⅡ..  会会議議（（ワワーーククシショョッッププ））場場面面のの分分析析    

11..  ワワーーククシショョッッププのの目目的的ととデデーータタ  

 本産学官連携事業の目的は、宮崎への台湾からの個人

観光客数増加を目指し、新たな観光体験メニューを開発

することにある。その目的達成のために、会議を重ね、

台湾留学生や宮崎大学の学生と一緒にフィールドワーク

を行ったり、市内の関連事業者を招きフィールドワーク

での経験や発見を報告しながら、それぞれの立場から商

品化に向けた意見交換を行ってきている。 

本事業は、2017 年度から発足し現在に至るが、概ね半

期に２回程度のフィールドワーク、１回のワークショッ

プ、年度終わりに報告会を行なっており、その間には複

数の会議を重ねている。ワークショップを含む会議場面

は可能な限りビデオ録画してきており、今回のデータは、

2018 年 12 月 14 日に行われたワークショップの冒頭で、

グループごとに自己紹介の挨拶をしている場面である。

この場面の構成メンバーは、学生 3 名、自治体関係者 3

名、民間旅行会社社員 1 名である。図１は、学生参加者

３（学３）が自己紹介を終え、宜しくお願いしますと頭

を下げて挨拶をしている場面である（３行目）。以下、会
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うギャラリーらが企画・運営し、各ギャラリーに誘客を

することを目的としたイベントである。 

前者の代表的な例は東京国際フォーラムで開催される

「アートフェア東京」で、「一般社団法人アート東京」が

主催、毎年春に連続4日間約160のギャラリーが作品を紹

介する。2020年で15年目になる日本最大級の国際的なア

ートイベントで、入場料は5,000円である。後者の例は数

多く存在するが、東京の銀座のギャラリー36軒構成され

た任意団体である「銀座ギャラリーズ」が主催する「画

廊の夜会」が有名で、ギャラリーツアーなどを企画して

いる。 

 

ⅢⅢ..  大大阪阪ののアアーートトイイベベンントトのの事事例例  

  以下、2020年4月に大阪北船場周辺の6軒のギャラリー

のオーナーにヒアリング調査を行った。 

11..  「「AARRTT  OOSSAAKKAA」」  

 ART OSAKA は、1つの会場を使用するイベントで、現

代美術に特化したアートフェアとして、長く支持されて

きた定評のあるイベントである。2002年に地元大阪の16

のギャラリーが中心となり、現代美術の普及とそのマー

ケットの創出を目指し「ART in CASO」をスタート、5日

間で4,000名を集客した。その後毎年着実に参加ギャラ

リーを増やし、第5回目からは会場を大阪梅田地区のホ

テルに移し、ワンフロア全ての客室を使用して、各ギャ

ラリーが展示を行う。現在では一般社団法人日本現代美

術振興協会（APCA）が運営を行い、第17回となる2019年

度は、54のギャラリーが参加（半数は大阪のギャラリ

ー）、ブースは69に及んだ。3日間開催で約3,100名を集

客した。当初、入場料は1,000円で、現在では1,800円を

徴収している。同様のイベント「ART IN PARK HOTEL 

TOKYO」を2016年から東京のホテルで開催し、2019年に

は42のギャラリーのブースを2,200名が楽しんだ。これ

らのイベントは安定した集客があり、ファンができてい

る。また若いアーティストの作品発表と販売の良い機会

になっている。 

APCAは、イベントやシンポジウムの開催、アーティス

トの育成、アートマネジメントの支援目的としている。

大阪周辺のアートイベントやまちあるきを楽しむビジタ

ーのために、「Kansai Gallery Map」を作成し、スマ-ト

フォンでイベント情報や地域のギャラリーの展示などの

情報を提供している。しかしファン以外へのこのツール

の紹介が難しく、さらなる利用促進を思案している。 

22..  「「FFEESSTTAARRTT  OOSSAAKKAA」」    

 FESTART OSAKA は、大阪の西天満、肥後橋、淀屋橋、北

浜エリアの個々のギャラリーを訪問してもらうアートイ

ベントである。期間は 2週間で、約 15 軒が参加し、トー

クショーやギャラリー廻りのツアーも実施する。2009 年

にそのエリア内のギャラリーのオーナーたちがイベント

のための実行委員会を立ち上げ、2020 年で 12 回目の開

催となった。ギャラリーの認知度向上、誘客が主な目的

である。イベントのプロに依頼せず、各ギャラリーが参

加費を出し合い、手作りで毎年継続してきた。当初は現

代アートを扱うギャラリーのみの参加であったが、途中

からその地域で古くから経営をする茶道具や骨董を扱う

ギャラリーも参加し、バラエティに富む顔ぶれとなり、

一定の成果を収めていた。しかし 5 年ほど前からこのイ

ベントでの誘客が難しくなり、一部のギャラリーから不

満を聞くことも出てきた。あるオーナーは PR 不足とマン

ネリ化が原因ではないかと分析していた。その影響か、

実行委員会のメンバーが変わり、2 年前にはもう中止し

てはどうかとの声もあったが、実行委員長の交代により

継続している。来年継続できるか分からないが、若手の

発表の場として貴重な機会であるとの声もある。 

33..  ヒヒアアリリンンググ調調査査かかららのの考考察察  

 大阪のギャラリーが参画する2つのアートイベントを

対象に、オーナーへのヒアリング調査から抽出した課題

のひとつに関して言及する。地域にビジターを誘客する

イベントに関して、各ギャラリーのオーナーは集客とＰ

Ｒ、そして若手作家の紹介の機会としてイベントに期待

しているが、ギャラリー関係者だけでイベントを運営し

ており、新たな顧客に訴求するチャネルが現状では見つ

からない。ヒアリング調査から、その地域で活動するま

ちづくり団体などとの関係性を持っていないこともわか

った。まちあるきイベントも実施しており、地域との関

係性を構築していくことが、地域のギャラリーの今後の

鍵になるのではと考える。 

 今回は一部の課題について考察を行ったので、今後も

調査を継続していく予定である。 
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ⅠⅠ..  ははじじめめにに  

 現在、地域活性化を目的のひとつに各都市で観光振興

が進められているが、そのような中でアート市場に注目

する動きが出てきている。たとえば、芸術祭を始めとす

るアートイベントは各地で多くの来場者を誘致し、継続

的にイベントを開催し、成功を収めているものも少なく

ない。文化庁は2018年に「アート市場の活性化に向けて」

の報告書で、日本のアート市場は成長の余地があるとし

ているが、反面その脆弱な基盤やサポート体制にも言及

している。その動きを支援する政策として、翌年から「ア

ートプラットフォーム事業」を開始した。日本のアート

市場を活発化、拡大し、現代アートの持続的発展を目指

し、作家と作品が国際的に評価を高めていく取組である。

一方、まだ知られていない作家が作品を作成、発表し、

知名度を上げていく段階を支えていく場として、地域の

ギャラリーの存在は重要である。またその地域のギャラ

リーは地域の芸術文化発信の場でもあり、観光コンテン

ツとしても位置づけられる。そこで今回の報告要旨では、

大阪のギャラリーが参画するアートイベントに注目し、

その企画・運営また誘客に関して、その成果や課題を探

ることを目的とし、大阪北船場周辺のギャラリーのオー

ナーにヒアリング調査を行った。その報告を行う。 

  

ⅡⅡ..  アアーートト市市場場ととギギャャララリリーーのの位位置置づづけけ  

11..  アアーートト市市場場のの動動向向  

 「日本のアート産業に関する市場レポート2019」によ

ると、アート産業の市場の種類は、①美術品市場（美術

品の購入）、②美術関連品市場（美術関連品の購入）、③

美術関連サービス市場（美術館等への入場料、アートプ

ロジェクトへの訪問に係る消費）に分類される。2019年

のアート産業の市場規模は3,590億円（①2,580億円、②

491億円、③519億円）で、データ調査を開始した2016年

は3,341億円であったので、微増していることが確認でき

る。このうち①の美術品市場でのギャラリーにおける市

場が982億円（2018年の34％増加）であり、百貨店の567

億円（2018年の12％減）を大きく離して、一番の購入場

所となっている。 

22..  アアーートトギギャャララリリーーととアアーートトイイベベンントト  

((11))  アアーートトギギャャララリリーーととはは  

  美術作品を展示する空間や施設を広く「（アート）ギャ

ラリー」と呼ぶ。（中略）現代の作家の主に新作を扱う企

画画廊の場合、契約を結んだ特定のアーティストの作品

を企画・展示・販売し、作品の価格決定、広報、マネジメ

ントなどアーティストに対する各種のサポートを担う。

店舗に限らずアートフェアに参加して企画および販売も

行なう。 

((22))  アアーートトギギャャララリリーーがが参参画画すするるアアーートトイイベベンントトのの種種類類  

ギャラリーが参画するイベントは大きく２つに分かれ

る。ひとつは公的なアート関連団体等が大都市の大型施

設を会場としてアートイベントを開催し、各ギャラリー

が参画するイベント、もうひとつは同じ地域で経営を行
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うギャラリーらが企画・運営し、各ギャラリーに誘客を

することを目的としたイベントである。 

前者の代表的な例は東京国際フォーラムで開催される

「アートフェア東京」で、「一般社団法人アート東京」が

主催、毎年春に連続4日間約160のギャラリーが作品を紹

介する。2020年で15年目になる日本最大級の国際的なア

ートイベントで、入場料は5,000円である。後者の例は数

多く存在するが、東京の銀座のギャラリー36軒構成され

た任意団体である「銀座ギャラリーズ」が主催する「画

廊の夜会」が有名で、ギャラリーツアーなどを企画して

いる。 

 

ⅢⅢ..  大大阪阪ののアアーートトイイベベンントトのの事事例例  

  以下、2020年4月に大阪北船場周辺の6軒のギャラリー

のオーナーにヒアリング調査を行った。 

11..  「「AARRTT  OOSSAAKKAA」」  

 ART OSAKA は、1つの会場を使用するイベントで、現

代美術に特化したアートフェアとして、長く支持されて

きた定評のあるイベントである。2002年に地元大阪の16

のギャラリーが中心となり、現代美術の普及とそのマー

ケットの創出を目指し「ART in CASO」をスタート、5日

間で4,000名を集客した。その後毎年着実に参加ギャラ

リーを増やし、第5回目からは会場を大阪梅田地区のホ

テルに移し、ワンフロア全ての客室を使用して、各ギャ

ラリーが展示を行う。現在では一般社団法人日本現代美

術振興協会（APCA）が運営を行い、第17回となる2019年

度は、54のギャラリーが参加（半数は大阪のギャラリ

ー）、ブースは69に及んだ。3日間開催で約3,100名を集

客した。当初、入場料は1,000円で、現在では1,800円を

徴収している。同様のイベント「ART IN PARK HOTEL 

TOKYO」を2016年から東京のホテルで開催し、2019年に

は42のギャラリーのブースを2,200名が楽しんだ。これ

らのイベントは安定した集客があり、ファンができてい

る。また若いアーティストの作品発表と販売の良い機会

になっている。 

APCAは、イベントやシンポジウムの開催、アーティス

トの育成、アートマネジメントの支援目的としている。

大阪周辺のアートイベントやまちあるきを楽しむビジタ

ーのために、「Kansai Gallery Map」を作成し、スマ-ト

フォンでイベント情報や地域のギャラリーの展示などの

情報を提供している。しかしファン以外へのこのツール

の紹介が難しく、さらなる利用促進を思案している。 

22..  「「FFEESSTTAARRTT  OOSSAAKKAA」」    

 FESTART OSAKA は、大阪の西天満、肥後橋、淀屋橋、北

浜エリアの個々のギャラリーを訪問してもらうアートイ

ベントである。期間は 2週間で、約 15 軒が参加し、トー

クショーやギャラリー廻りのツアーも実施する。2009 年

にそのエリア内のギャラリーのオーナーたちがイベント

のための実行委員会を立ち上げ、2020 年で 12 回目の開

催となった。ギャラリーの認知度向上、誘客が主な目的

である。イベントのプロに依頼せず、各ギャラリーが参

加費を出し合い、手作りで毎年継続してきた。当初は現

代アートを扱うギャラリーのみの参加であったが、途中

からその地域で古くから経営をする茶道具や骨董を扱う

ギャラリーも参加し、バラエティに富む顔ぶれとなり、

一定の成果を収めていた。しかし 5 年ほど前からこのイ

ベントでの誘客が難しくなり、一部のギャラリーから不

満を聞くことも出てきた。あるオーナーは PR 不足とマン

ネリ化が原因ではないかと分析していた。その影響か、

実行委員会のメンバーが変わり、2 年前にはもう中止し

てはどうかとの声もあったが、実行委員長の交代により

継続している。来年継続できるか分からないが、若手の

発表の場として貴重な機会であるとの声もある。 

33..  ヒヒアアリリンンググ調調査査かかららのの考考察察  

 大阪のギャラリーが参画する2つのアートイベントを

対象に、オーナーへのヒアリング調査から抽出した課題

のひとつに関して言及する。地域にビジターを誘客する

イベントに関して、各ギャラリーのオーナーは集客とＰ

Ｒ、そして若手作家の紹介の機会としてイベントに期待

しているが、ギャラリー関係者だけでイベントを運営し

ており、新たな顧客に訴求するチャネルが現状では見つ

からない。ヒアリング調査から、その地域で活動するま

ちづくり団体などとの関係性を持っていないこともわか

った。まちあるきイベントも実施しており、地域との関

係性を構築していくことが、地域のギャラリーの今後の

鍵になるのではと考える。 

 今回は一部の課題について考察を行ったので、今後も

調査を継続していく予定である。 
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ⅠⅠ..  ははじじめめにに  

 現在、地域活性化を目的のひとつに各都市で観光振興

が進められているが、そのような中でアート市場に注目

する動きが出てきている。たとえば、芸術祭を始めとす

るアートイベントは各地で多くの来場者を誘致し、継続

的にイベントを開催し、成功を収めているものも少なく

ない。文化庁は2018年に「アート市場の活性化に向けて」

の報告書で、日本のアート市場は成長の余地があるとし

ているが、反面その脆弱な基盤やサポート体制にも言及

している。その動きを支援する政策として、翌年から「ア

ートプラットフォーム事業」を開始した。日本のアート

市場を活発化、拡大し、現代アートの持続的発展を目指

し、作家と作品が国際的に評価を高めていく取組である。

一方、まだ知られていない作家が作品を作成、発表し、

知名度を上げていく段階を支えていく場として、地域の

ギャラリーの存在は重要である。またその地域のギャラ

リーは地域の芸術文化発信の場でもあり、観光コンテン

ツとしても位置づけられる。そこで今回の報告要旨では、

大阪のギャラリーが参画するアートイベントに注目し、

その企画・運営また誘客に関して、その成果や課題を探

ることを目的とし、大阪北船場周辺のギャラリーのオー

ナーにヒアリング調査を行った。その報告を行う。 

  

ⅡⅡ..  アアーートト市市場場ととギギャャララリリーーのの位位置置づづけけ  

11..  アアーートト市市場場のの動動向向  

 「日本のアート産業に関する市場レポート2019」によ

ると、アート産業の市場の種類は、①美術品市場（美術

品の購入）、②美術関連品市場（美術関連品の購入）、③

美術関連サービス市場（美術館等への入場料、アートプ

ロジェクトへの訪問に係る消費）に分類される。2019年

のアート産業の市場規模は3,590億円（①2,580億円、②

491億円、③519億円）で、データ調査を開始した2016年

は3,341億円であったので、微増していることが確認でき

る。このうち①の美術品市場でのギャラリーにおける市

場が982億円（2018年の34％増加）であり、百貨店の567

億円（2018年の12％減）を大きく離して、一番の購入場

所となっている。 

22..  アアーートトギギャャララリリーーととアアーートトイイベベンントト  

((11))  アアーートトギギャャララリリーーととはは  

  美術作品を展示する空間や施設を広く「（アート）ギャ

ラリー」と呼ぶ。（中略）現代の作家の主に新作を扱う企

画画廊の場合、契約を結んだ特定のアーティストの作品

を企画・展示・販売し、作品の価格決定、広報、マネジメ

ントなどアーティストに対する各種のサポートを担う。

店舗に限らずアートフェアに参加して企画および販売も

行なう。 

((22))  アアーートトギギャャララリリーーがが参参画画すするるアアーートトイイベベンントトのの種種類類  

ギャラリーが参画するイベントは大きく２つに分かれ

る。ひとつは公的なアート関連団体等が大都市の大型施

設を会場としてアートイベントを開催し、各ギャラリー

が参画するイベント、もうひとつは同じ地域で経営を行
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図１ 車両利用に関する新規制に基づく図表（５月上

旬イタリア地方車会社作成資料） 

の装着を搭乗条件とした。この措置も 8 月末までの期限

付きで導入した。しかし、スウェーデンのように経済優

先で規制をしていない国もあれば、オーストリアのよう

に比較的感染者が多くなかったために、いち早く規制解

除に乗り出した国もある。規制解除はどの国も段階的、

部分的に行うような指針を策定。ポルトガルは 4）、社会

生活が通常に戻るように 3 段階に分けて徐々に緩和する

方針で進められている。これは、イギリス、ドイツ、フ

ランス、イタリアは、詳細は異なるがほぼ同じである。 

空港のような公共の場所でも、出入国の規制を撤廃す

ることを進めることの中で、マスクをつけることを義務

付けている。オーストリアでは、PCR 検査が入国要件に

なることで、入国を認める代わりに検査することにより

安全性を高めることを行っている。これは、新基準にな

るのではないか。空港で、有料で PCR 検査を受け、検査

結果が陰性であれば、２週間の隔離を免除するといった

具体的な案まで議論されている。5）レストランでは、席

の間隔をあけることで安全を確保できないか検討を始め

ている。観光名所についても、人が多く同時に集まるこ

とを避けるような対策を考え始めているが、具体的に発

表されていない。欧州 5か国の 2020年 5月 2日の 

 

図２ 5月 2日に各国のデータから著者作成の表 

状況が図２で、観光を自由にできる状況にはない。一つ

の国だけが新しいリスクから解放されても問題が解決で

きない。世界のすべての国がリスクから解決されない限

り、次のステージにはすすめない。 

ⅤⅤ..  情情報報環環境境のの変変化化  

２１世紀に入り、２０世紀に出現したコンピューター

は、オフィスにあるものから個人が所有するものになっ

た。誰も便利に使えるようになり、情報へのアクセスも

手軽にできるため、旅行をする際には、検索で簡単に乗

物や宿泊施設を調べて予約できる。人々は、旅行会社の

カウンターを訪問する必要はなく、２４時間受付可能な

ネットの世界で予約することができる。ネットの世界は、

確実に人々に浸透して、生活スタイルを変化させた。 

ⅥⅥ..  考考察察  

第 4 番目のリスクは、リアルからネットに移行するこ

とを更に後押している。旅行や出張にいけなくなって、

できないことが実際に行かずともネットの世界で実現で

きることがあることを認識した。これは、実際にリアル

に体験しなくても人々が満足できてしまう環境が整いつ

つあることである。このことは観光産業にとって最も恐

れていた。それだけに、安心して観光や出張に出かける

ことができる環境を用意しなければ、リアルに戻ってく

ることが難しい。そのための新基準の策定が急務である。 

150 年前以前、日本は幕末から明治維新に新しい価値

が国民全体に浸透していく時代を我々の先祖世代は経験

した。このころの世界は、伝統を守りながらも、あらゆ

る分野で技術革新が起こり、生活スタイルが変化してい

る。当時の社会で不可能と考えられていたことが可能に

なった。2020年は、生活スタイルが変わる時代の初年度

を迎えた。観光業界も、技術革新の時期を迎え新しい価

値を創造し、消費者に提供することが必要である。欧州

では、各分野で時代に適合する新基準を模索している。

日本もこの取り組みに乗り遅れることなく、これからす

すんでいかなければならない。観光産業の将来が、消費

者とともに進化し、持続可能な新しいライフスタイル模

索し、新しい世界基準を提案できる研究を続ける。 

注注  

１）2019年 12月,「2030年に向けて新しい観光戦略を発

表しオランダの住民および都市に恩恵をもたらサス

テナブルなツーリズムを目指す業務に注力すること

を発表し,2020年３月に事務所撤退を発表した。

Retrieved Jan 09, 2020,www.holland.com/jp 

２）https://www.lufthansa.com/xx/en/social-distan 

cing Retrieved MAY09, 2020, from http://www.couri 

ermail.com.au/ 

３）https://www.airfrance.co.jp/JP/en/common/ 

page_flottante/information/coronavirusttp.htm 

Retrieved MAY09, 2020, from http://www.couri 

ermail.com.au/ 

４）在ポルトガル日本国大使館 領事班(4月 30日発信)

発信 https://www.pt.emb-japan.go.jp/files/ 

100051154.pdf 

５）VIE空港での PCR検査申込サイトhttps://www.vienna 

airport.com/pcrtest 

観観光光産産業業のの新新ししいいリリススククかかららのの回回復復ににははななににがが必必要要かか  

――欧欧州州のの対対応応かからら学学ぶぶ  
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キーワード : 新しいリスク、新型コロナウィルス、世界基準 

Keywords: New risk, Covid-19, World standard 

 

 

ⅠⅠ..  ははじじめめにに  

オリンピックが開催される 2020年は、日本への来訪者

が過去最高を記録し、一方で、「オーバーツーリズム」対

策を本格的に行わなければならないと考えられていた。

2019 年 12 月に、観光政策に力をいれていたオランダ政

府観光局は、日本、スペインとイタリア 3支社を 3月に

閉鎖 1）すると発表された。これが意味することは、観光

が、持続可能性がある産業になり、同時に観光地への配

慮も考えなければならないステージに立つことになった。 

ⅡⅡ..  観観光光産産業業がが受受けけたたリリススクク 

観光産業は、過去に 3 種類の異なる原因からのリスク

に直面している。第 1 番目は、「湾岸戦争」「アメリカ同

時多発テロ」に代表されるよう戦争状態。平和が担保さ

れないと旅行しない。第 2番目は、「阪神淡路大震災」「東

日本大震災」のような大きな自然災害のため、国民全体

が旅行することを自粛する。最近は、自粛後に「復興割

り」という政府支援の補助金を使ってその地域の経済復

興を図っている。第 3番目は、「リーマンショック」、「バ

ブル経済の崩壊」のような経済的なダメージにより、会

社の経営状態の悪化や個人収入が減ることにより、仕事

や個人旅行が減少する。観光産業を襲うリスクは、この

3 種類に大別できた。2020 年のリスクは、ある地域や分

野だけに発生したものとは違い、全世界に対して、すべ

ての人に対して起きている。かつての 3 種類のリスクに

対処してきた戦略ではどうにも太刀打ちできない。解決

策がみえないまま時が過ぎている。これは、第 4 番目の

リスクと分類して考えてよい。見えないリスクを前に、

観光産業は、なにもすることができないのだろうか。新

コロナウィルスが消え去るのをじっとまつしかないので

あろうか。欧州では対応を考え始めている。 

ⅢⅢ..  第 4番目のリスク 

いままで観光産業が打撃を受けたイベントリスクは 3

種類ある。何れの場合も、一時的に観光や出張などの需

要は落ち込むが、産業全体がストップすることはなかっ

た。かならず他の旅行分野を好調にすることで、補完す

る。海外がだめなら国内。北海道がだめなら沖縄、影響

を受けていない分野あるため、リスクから抜け出ようと

した。しかし、第 4 番目のリスクは、平和、災害、経済

のリスクとは性質が異なる。このリスクは、「生存の危機」

である。観光産業の一番魅力である知らない場所で初め

ての体験をすることが容易にはできない。魅力を完全に

打ち消している状態にしている。そのため、この魅力を

違う形で人々に体験できるような仕組みが必要になる。 

ⅣⅣ..  欧欧州州各各国国のの対対応応  

当初リスクに直面して欧州各国は、まず感染拡大を抑

止することに集中した。北イタリアから始まったが、全

地域でウィルス感染が拡大するとは考えてなかった。 

感染が最初に拡大したイタリアでは、5 月初めに「車

両利用に関する新規制」が策定された。車を観光時に使

う際のルールである。マスクの装着や、助手席に座らな

いことなど細かなルールが作られている。欧州の初めて

基準になり、欧州全体に基準として一般化するのも近い。

下記の図 1は、基本的な座り方を表している。 

5月 4日からルフトハンザドイツ航空 2）が、5月 11日

からエアーフランス 3）が機内において、フェイスマスク 
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図１ 車両利用に関する新規制に基づく図表（５月上

旬イタリア地方車会社作成資料） 

の装着を搭乗条件とした。この措置も 8 月末までの期限

付きで導入した。しかし、スウェーデンのように経済優

先で規制をしていない国もあれば、オーストリアのよう

に比較的感染者が多くなかったために、いち早く規制解

除に乗り出した国もある。規制解除はどの国も段階的、

部分的に行うような指針を策定。ポルトガルは 4）、社会

生活が通常に戻るように 3 段階に分けて徐々に緩和する

方針で進められている。これは、イギリス、ドイツ、フ

ランス、イタリアは、詳細は異なるがほぼ同じである。 

空港のような公共の場所でも、出入国の規制を撤廃す

ることを進めることの中で、マスクをつけることを義務

付けている。オーストリアでは、PCR 検査が入国要件に

なることで、入国を認める代わりに検査することにより

安全性を高めることを行っている。これは、新基準にな

るのではないか。空港で、有料で PCR 検査を受け、検査

結果が陰性であれば、２週間の隔離を免除するといった

具体的な案まで議論されている。5）レストランでは、席

の間隔をあけることで安全を確保できないか検討を始め

ている。観光名所についても、人が多く同時に集まるこ

とを避けるような対策を考え始めているが、具体的に発

表されていない。欧州 5か国の 2020年 5月 2日の 

 

図２ 5月 2日に各国のデータから著者作成の表 

状況が図２で、観光を自由にできる状況にはない。一つ

の国だけが新しいリスクから解放されても問題が解決で

きない。世界のすべての国がリスクから解決されない限

り、次のステージにはすすめない。 

ⅤⅤ..  情情報報環環境境のの変変化化  

２１世紀に入り、２０世紀に出現したコンピューター

は、オフィスにあるものから個人が所有するものになっ

た。誰も便利に使えるようになり、情報へのアクセスも

手軽にできるため、旅行をする際には、検索で簡単に乗

物や宿泊施設を調べて予約できる。人々は、旅行会社の

カウンターを訪問する必要はなく、２４時間受付可能な

ネットの世界で予約することができる。ネットの世界は、

確実に人々に浸透して、生活スタイルを変化させた。 

ⅥⅥ..  考考察察  

第 4 番目のリスクは、リアルからネットに移行するこ

とを更に後押している。旅行や出張にいけなくなって、

できないことが実際に行かずともネットの世界で実現で

きることがあることを認識した。これは、実際にリアル

に体験しなくても人々が満足できてしまう環境が整いつ

つあることである。このことは観光産業にとって最も恐

れていた。それだけに、安心して観光や出張に出かける

ことができる環境を用意しなければ、リアルに戻ってく

ることが難しい。そのための新基準の策定が急務である。 

150 年前以前、日本は幕末から明治維新に新しい価値

が国民全体に浸透していく時代を我々の先祖世代は経験

した。このころの世界は、伝統を守りながらも、あらゆ

る分野で技術革新が起こり、生活スタイルが変化してい

る。当時の社会で不可能と考えられていたことが可能に

なった。2020年は、生活スタイルが変わる時代の初年度

を迎えた。観光業界も、技術革新の時期を迎え新しい価

値を創造し、消費者に提供することが必要である。欧州

では、各分野で時代に適合する新基準を模索している。

日本もこの取り組みに乗り遅れることなく、これからす

すんでいかなければならない。観光産業の将来が、消費

者とともに進化し、持続可能な新しいライフスタイル模

索し、新しい世界基準を提案できる研究を続ける。 

注注  

１）2019年 12月,「2030年に向けて新しい観光戦略を発

表しオランダの住民および都市に恩恵をもたらサス

テナブルなツーリズムを目指す業務に注力すること

を発表し,2020年３月に事務所撤退を発表した。

Retrieved Jan 09, 2020,www.holland.com/jp 

２）https://www.lufthansa.com/xx/en/social-distan 

cing Retrieved MAY09, 2020, from http://www.couri 

ermail.com.au/ 

３）https://www.airfrance.co.jp/JP/en/common/ 

page_flottante/information/coronavirusttp.htm 

Retrieved MAY09, 2020, from http://www.couri 

ermail.com.au/ 

４）在ポルトガル日本国大使館 領事班(4月 30日発信)

発信 https://www.pt.emb-japan.go.jp/files/ 

100051154.pdf 

５）VIE空港での PCR検査申込サイトhttps://www.vienna 

airport.com/pcrtest 

観観光光産産業業のの新新ししいいリリススククかかららのの回回復復ににははななににがが必必要要かか  

――欧欧州州のの対対応応かからら学学ぶぶ  

What Is Needed to Recover From New Risks of Tourism Industry: 
Learn From European Correspondence 
  

飯飯田田  誠誠一一  

株株式式会会社社ジジャャルルパパッックク  

Seiichi IIDA 
Jalpak Co.Ltd.  
  

キーワード : 新しいリスク、新型コロナウィルス、世界基準 

Keywords: New risk, Covid-19, World standard 

 

 

ⅠⅠ..  ははじじめめにに  

オリンピックが開催される 2020年は、日本への来訪者

が過去最高を記録し、一方で、「オーバーツーリズム」対

策を本格的に行わなければならないと考えられていた。

2019 年 12 月に、観光政策に力をいれていたオランダ政

府観光局は、日本、スペインとイタリア 3支社を 3月に

閉鎖 1）すると発表された。これが意味することは、観光

が、持続可能性がある産業になり、同時に観光地への配

慮も考えなければならないステージに立つことになった。 

ⅡⅡ..  観観光光産産業業がが受受けけたたリリススクク 

観光産業は、過去に 3 種類の異なる原因からのリスク

に直面している。第 1 番目は、「湾岸戦争」「アメリカ同

時多発テロ」に代表されるよう戦争状態。平和が担保さ

れないと旅行しない。第 2番目は、「阪神淡路大震災」「東

日本大震災」のような大きな自然災害のため、国民全体

が旅行することを自粛する。最近は、自粛後に「復興割

り」という政府支援の補助金を使ってその地域の経済復

興を図っている。第 3番目は、「リーマンショック」、「バ

ブル経済の崩壊」のような経済的なダメージにより、会

社の経営状態の悪化や個人収入が減ることにより、仕事

や個人旅行が減少する。観光産業を襲うリスクは、この

3 種類に大別できた。2020 年のリスクは、ある地域や分

野だけに発生したものとは違い、全世界に対して、すべ

ての人に対して起きている。かつての 3 種類のリスクに

対処してきた戦略ではどうにも太刀打ちできない。解決

策がみえないまま時が過ぎている。これは、第 4 番目の

リスクと分類して考えてよい。見えないリスクを前に、

観光産業は、なにもすることができないのだろうか。新

コロナウィルスが消え去るのをじっとまつしかないので

あろうか。欧州では対応を考え始めている。 

ⅢⅢ..  第 4番目のリスク 

いままで観光産業が打撃を受けたイベントリスクは 3

種類ある。何れの場合も、一時的に観光や出張などの需

要は落ち込むが、産業全体がストップすることはなかっ

た。かならず他の旅行分野を好調にすることで、補完す

る。海外がだめなら国内。北海道がだめなら沖縄、影響

を受けていない分野あるため、リスクから抜け出ようと

した。しかし、第 4 番目のリスクは、平和、災害、経済

のリスクとは性質が異なる。このリスクは、「生存の危機」

である。観光産業の一番魅力である知らない場所で初め

ての体験をすることが容易にはできない。魅力を完全に

打ち消している状態にしている。そのため、この魅力を

違う形で人々に体験できるような仕組みが必要になる。 

ⅣⅣ..  欧欧州州各各国国のの対対応応  

当初リスクに直面して欧州各国は、まず感染拡大を抑

止することに集中した。北イタリアから始まったが、全

地域でウィルス感染が拡大するとは考えてなかった。 

感染が最初に拡大したイタリアでは、5 月初めに「車

両利用に関する新規制」が策定された。車を観光時に使

う際のルールである。マスクの装着や、助手席に座らな

いことなど細かなルールが作られている。欧州の初めて

基準になり、欧州全体に基準として一般化するのも近い。

下記の図 1は、基本的な座り方を表している。 

5月 4日からルフトハンザドイツ航空 2）が、5月 11日

からエアーフランス 3）が機内において、フェイスマスク 
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についての期待度と満足度の 段階評価平均とその差異

について記したものが表１である。すべての観光体験に

おいて満足度が期待度の評価を上回る結果となった。

表１ 参加型観光体験における期待度と満足度比較

事前期待度平

均（回答者数）

事後満足度平

均（回答者数）

お母さん方と料理づくり （ ）

そば打ち体験 （ ） （ ）

じゃがいも堀体験 （ ）

じゃがいも堀体験 （ ） （ ）

歌才ブナ林ガイド （ ） （ ）

平均

（（ ））自自由由記記述述のの分分析析にによよるる意意識識変変容容

事前アンケートにおける「講話を聴いた中で、今一番

黒松内について気になることはなんですか？」という「設

問の自由記述分析を行った。樋口（ ）で開発された

ソフトウェアである を使用し、頻出語を解析

した。上位 位は観光（ ）、客（ ）ブナ、プログラム、

お話、交流、黒松内、体験（ ）となった（文書単純集計

結果は、文 、段落 、総抽出語数は 、異なり語数は

）。また、事後アンケートにおける「今現在、黒松内

のなにが魅力だと感じていますか？」という設問にも同

様の処理を行った。頻出語の上位 位は、自然（ ）、魅

力（ ）、人（ ）となっている（文書単純集計結果は、

文 、段落 、総抽出語数は 、異なり語数は ）。

これらの自由記述の共起ネットワークを調べたところ、

事前アンケート分析では、「観光」を中心にすべての言

葉がつながっている状況であるのに比べ、事後において

は、「人」と「自然」を中心として、相互に関連しあっ

ていることがわかった（図 ）。

ⅣⅣ ふふりりかかええりりワワーーククシショョッッププ

参加者の意識変容の要因の一つに考えられるのが、プロ

グラム最終日に実施された「ふりかえりワークショップ」

である。研修中の各観光体験について「自分にとってプ

ラスだったこと」「自分にとってマイナスだったこと」

について 法を用い各参加者から意見を集め、参加者視

点（ゲストの視点）と受入側視点（ホストの視点）の両

方の立場からの分類を行った。このワークショップによ

って、参加者はゲスト側の視点に加え、ホスト側の視点

を備えることができるようになったと思われる。

図 魅力対象の自由記述共起ネットワーク（事後）

ⅤⅤ おおわわりりにに

観光体験研修前にはゲストとしての意識が強かった参

加者も、研修後には地域における「人」に着目するよう

になり、ホストである地域の「人」の立場を理解し、寄

りそう意識へと変容していったことが前後実施のアンケ

ート比較から明らかになった。また、地域のホストも参

加者とともに観光体験を行ったことで、地域にある豊か

な観光資源の新たな活用価値を見出すきっかけをもった

ことが事後の聞き取り調査からもわかっている。このよ

うな共創型観光プログラムの実施によって、第四次黒松

内町総合計画基本構想のシンボルテーマのキーワードで

ある「人」と「自然」が地域観光資源の要であることが

再認識され、黒松内町の持続可能な観光まちづくりの模

索の一助となれば幸いである。

謝謝辞辞

本研究調査に協力してくださった黒松内町内の多くの

関連機関の皆様、プログラム参加者、黒松内ぶなの森自

然学校の皆様に深く感謝いたします。
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ⅠⅠ．．ははじじめめにに

北海道寿都郡黒松内町は、札幌市と函館市のほぼ中間

に位置する人口 人（ 年 月末現在）の町であ

る。主要な産業は畜産業であり、ジャガイモなどの畑作

も盛んである。こうした田園風景に合わせて、町内の約

％を森林が占めており、天然記念物でもある「自生北

限の歌才ブナ林」がまちのシンボルとなっている。黒松

内町では、豊かな生態系を観光資源とし、エコツーリズ

ムを取り入れた地域づくりを推進するために、自治体主

導で積極的に外部の力を活用してきた。高木（ ）で

言及される黒松内ぶなの森自然学校はその一例である。

本論文では、 年 月に平安女学院大学国際観光学部

で実施した国内研修活動の一環として黒松内町の人々と

ともに行った体験型観光活動を例としてとりあげる。そ

こで、ゲストである研修参加者が地元住民の方々ととも

に観光プログラムを体験したことよる意識の変容をアン

ケート調査結果から明らかにする。また、その要因を研

修プログラム内容から考察する。以上をもって、研修参

加者のホスト意識醸成のプロセスについて検討したい。

ⅡⅡ 黒黒松松内内町町第第四四次次黒黒松松内内総総合合計計画画基基本本構構想想とと観観光光

森重（ ）で指摘されるように、地域づくりの一環

としてエコツーリズムに取り組んできた黒松内町は

年に制定されたまちづくり理念「ブナ北限の里づくり構

想」を継承する形で今後の新しいビジョンをどのように

描くかが課題となってきた。第四次黒松内町総合計画基

本構想は、今後 年間のまちの目指す姿として「人と自

然が彩る なんか居心地のいいまち くろまつない」をシ

ンボルテーマとして 年 月より施行された。

観光について言及されている基本方針１の産業・観

光・自然では、『豊かな自然と資源を活かし、稼ぐ産業

で幸せをつくる』がテーマとして取り上げられている。

ⅢⅢ アアンンケケーートト調調査査概概要要

調調査査方方法法

年 月 日～ 日に実施された「平安女学院大学国際

観光学部フィールド研修 黒松内町」では、大学 ～ 年

生が参加した。プログラムには、地域の有識者による講

話、観光体験が盛り込まれた。そこで、研修参加者全員

に、研修前（初日講話終了後）と研修後（最終日黒松内

町出発後）の意識調査を行う目的で アンケートを実施

し、 名の有効回答を得た。

分分析析結結果果

（（ ））期期待待度度とと満満足足度度かかららみみるる意意識識変変容容

研修前アンケートでは、北海道訪問歴、さらには今後

のアクティビティに関する期待度（ 点評価）について回

答を求めた。北海道訪問に関しては、訪問歴があるとの

回答が 名（札幌が 名、小樽 名、函館 名、ニセコ、

富良野が 名、礼文、利尻、ルスツ、登別が各 名）、黒

松内町を訪れたことがある人はいなかった。研修後のア

ンケートでは、研修での講話、観光体験、食事、宿泊な

どの全体的な満足度（ 点評価）に加えて、その理由、黒

松内の魅力、研修での一番の学び、全体を通じた感想に

ついて回答を求めた。研修前後で比較が可能である項目
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についての期待度と満足度の 段階評価平均とその差異

について記したものが表１である。すべての観光体験に

おいて満足度が期待度の評価を上回る結果となった。

表１ 参加型観光体験における期待度と満足度比較

事前期待度平

均（回答者数）

事後満足度平

均（回答者数）

お母さん方と料理づくり （ ）

そば打ち体験 （ ） （ ）

じゃがいも堀体験 （ ）

じゃがいも堀体験 （ ） （ ）

歌才ブナ林ガイド （ ） （ ）

平均

（（ ））自自由由記記述述のの分分析析にによよるる意意識識変変容容

事前アンケートにおける「講話を聴いた中で、今一番

黒松内について気になることはなんですか？」という「設

問の自由記述分析を行った。樋口（ ）で開発された

ソフトウェアである を使用し、頻出語を解析

した。上位 位は観光（ ）、客（ ）ブナ、プログラム、

お話、交流、黒松内、体験（ ）となった（文書単純集計

結果は、文 、段落 、総抽出語数は 、異なり語数は

）。また、事後アンケートにおける「今現在、黒松内

のなにが魅力だと感じていますか？」という設問にも同

様の処理を行った。頻出語の上位 位は、自然（ ）、魅

力（ ）、人（ ）となっている（文書単純集計結果は、

文 、段落 、総抽出語数は 、異なり語数は ）。

これらの自由記述の共起ネットワークを調べたところ、

事前アンケート分析では、「観光」を中心にすべての言

葉がつながっている状況であるのに比べ、事後において

は、「人」と「自然」を中心として、相互に関連しあっ

ていることがわかった（図 ）。

ⅣⅣ ふふりりかかええりりワワーーククシショョッッププ

参加者の意識変容の要因の一つに考えられるのが、プロ

グラム最終日に実施された「ふりかえりワークショップ」

である。研修中の各観光体験について「自分にとってプ

ラスだったこと」「自分にとってマイナスだったこと」

について 法を用い各参加者から意見を集め、参加者視

点（ゲストの視点）と受入側視点（ホストの視点）の両

方の立場からの分類を行った。このワークショップによ

って、参加者はゲスト側の視点に加え、ホスト側の視点

を備えることができるようになったと思われる。

図 魅力対象の自由記述共起ネットワーク（事後）

ⅤⅤ おおわわりりにに

観光体験研修前にはゲストとしての意識が強かった参

加者も、研修後には地域における「人」に着目するよう

になり、ホストである地域の「人」の立場を理解し、寄

りそう意識へと変容していったことが前後実施のアンケ

ート比較から明らかになった。また、地域のホストも参

加者とともに観光体験を行ったことで、地域にある豊か

な観光資源の新たな活用価値を見出すきっかけをもった

ことが事後の聞き取り調査からもわかっている。このよ

うな共創型観光プログラムの実施によって、第四次黒松

内町総合計画基本構想のシンボルテーマのキーワードで

ある「人」と「自然」が地域観光資源の要であることが

再認識され、黒松内町の持続可能な観光まちづくりの模

索の一助となれば幸いである。
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ⅠⅠ．．ははじじめめにに

北海道寿都郡黒松内町は、札幌市と函館市のほぼ中間

に位置する人口 人（ 年 月末現在）の町であ

る。主要な産業は畜産業であり、ジャガイモなどの畑作

も盛んである。こうした田園風景に合わせて、町内の約

％を森林が占めており、天然記念物でもある「自生北

限の歌才ブナ林」がまちのシンボルとなっている。黒松

内町では、豊かな生態系を観光資源とし、エコツーリズ

ムを取り入れた地域づくりを推進するために、自治体主

導で積極的に外部の力を活用してきた。高木（ ）で

言及される黒松内ぶなの森自然学校はその一例である。

本論文では、 年 月に平安女学院大学国際観光学部

で実施した国内研修活動の一環として黒松内町の人々と

ともに行った体験型観光活動を例としてとりあげる。そ

こで、ゲストである研修参加者が地元住民の方々ととも

に観光プログラムを体験したことよる意識の変容をアン

ケート調査結果から明らかにする。また、その要因を研

修プログラム内容から考察する。以上をもって、研修参

加者のホスト意識醸成のプロセスについて検討したい。

ⅡⅡ 黒黒松松内内町町第第四四次次黒黒松松内内総総合合計計画画基基本本構構想想とと観観光光

森重（ ）で指摘されるように、地域づくりの一環

としてエコツーリズムに取り組んできた黒松内町は

年に制定されたまちづくり理念「ブナ北限の里づくり構

想」を継承する形で今後の新しいビジョンをどのように

描くかが課題となってきた。第四次黒松内町総合計画基

本構想は、今後 年間のまちの目指す姿として「人と自

然が彩る なんか居心地のいいまち くろまつない」をシ

ンボルテーマとして 年 月より施行された。

観光について言及されている基本方針１の産業・観

光・自然では、『豊かな自然と資源を活かし、稼ぐ産業

で幸せをつくる』がテーマとして取り上げられている。

ⅢⅢ アアンンケケーートト調調査査概概要要

調調査査方方法法

年 月 日～ 日に実施された「平安女学院大学国際

観光学部フィールド研修 黒松内町」では、大学 ～ 年

生が参加した。プログラムには、地域の有識者による講

話、観光体験が盛り込まれた。そこで、研修参加者全員

に、研修前（初日講話終了後）と研修後（最終日黒松内

町出発後）の意識調査を行う目的で アンケートを実施

し、 名の有効回答を得た。

分分析析結結果果

（（ ））期期待待度度とと満満足足度度かかららみみるる意意識識変変容容

研修前アンケートでは、北海道訪問歴、さらには今後

のアクティビティに関する期待度（ 点評価）について回

答を求めた。北海道訪問に関しては、訪問歴があるとの

回答が 名（札幌が 名、小樽 名、函館 名、ニセコ、

富良野が 名、礼文、利尻、ルスツ、登別が各 名）、黒

松内町を訪れたことがある人はいなかった。研修後のア

ンケートでは、研修での講話、観光体験、食事、宿泊な

どの全体的な満足度（ 点評価）に加えて、その理由、黒

松内の魅力、研修での一番の学び、全体を通じた感想に

ついて回答を求めた。研修前後で比較が可能である項目
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「日本に入国する全ての方」を対象に、体温測定を毎日

実施し発熱の有無を自ら確認することで「健康状態を毎

日チェック」するよう記されている。 

 移動する身体を一切の漏れなく捕捉するサーモグラフ

ィと、個人が自らの健康を把握し自身の行動を決定する

よう迫る種々の要請は、まさに生権力（ Foucault, 

2004=2007；西迫，2020）の作用点を可視化させている。

そして国家の領土内に感染症のリスクを解き放たないよ

う採られる種々の防疫措置の総体としての「バイオセキ

ュリティ」（Keck, 2010=2017）は、観光客を制御すべき

存在として設定する。国内の報道で海外帰国者の感染発

覚が取り沙汰されるのは、一定の領域内の市民全体の健

康と安全維持を目的とする公衆衛生（public health）理念

において、観光客がまさに外部からリスクを運ぶ存在2)

とされるからである。観光者は、自身の健康がかつてな

く問題化されているといえる。 

 

ⅢⅢ..  平平熱熱ででああるるこことと、、平平均均的的ででああるるこことと  

 移動する者は、あるいは観光者は自らが感染症の「運

び手」として糾弾されるリスクに直面している。そして

体温検査や問診は、移動の許可を得る場であると同時に

そのリスクを暴き出され告発される場でもある。「平熱」

であり「平均的」であることがここでは望ましく、万が

一疑いをかけられ、陽性反応が出た場合には、個人はも

はや匿名の存在ではいられない。それだけではなく、初

めて感染症を外部から持ち込んだ「運び手(carrier)」ある

いは「ペイシェント・ゼロ」（Wald, 2008）として、伝記

的に語られるおそれすらあるのである。 

 そして健康状態を把握し、移動・観光する条件を満た

したか否かを判断する作業は、サーモグラフィや問診と

いった外部的な評価だけでなく、今日の人々自身の日常

生活においても、自己モニタリングというかたちで要請

されているのである。観光するには健康でなければなら

ない、と。 

  

ⅣⅣ..  観観光光者者とと健健康康のの問問題題系系へへ――モモララルルのの発発露露  

 自身が健康であること、あるいは平均的であることを

自ら計測し、観光する／しない（あるいはどのようにす

るか）を選択する個人。これはまさに「ナッジ」3)型の生

権力が介入する対象であり結果である。だが、これを単

に生権力の問題として批判するだけでは、感染症対策の

正義や公衆の安全の論理が立ちはだかることになる。で

は、どのような語り直しの契機がありうるだろうか。 

 ここで考えられるのは、観光することをめぐる個人の

選択と判断が、自身や周囲（あるいは公共）への倫理的・

道徳的配慮の問題として、すなわちモラリティの問題と

しても記述可能でありうるという点である。むろん、こ

のモラルを手放しに評価することは、そのモラルと表裏

一体である生権力への批判性をも手放すことになる。他

者への道徳的配慮と個人の選択、そして生権力の問題を

対置させない記述方法を模索することは今後の課題であ

るが、観光者と健康をめぐる問題系を再定位する作業は、

その可能性の準備につながるものだといえよう。 

 

注注  

1) 2009年のメキシコでのH1N1インフルエンザ流行以降は、

NECなどの民間企業との連携のもと、民間企業や公共施

設の感染症対策としても普及してきた（太田，2010）。 

2）その意味で、国境封鎖や水際対策は一見ナショナルな防

疫措置であるようにみえて、「関係の遮断による連帯」

のグローバルな一形態としても考察できる側面がある。 

3) ナッジ(Nudge)とは、人々の選択の自由を侵害すること

なく、より合理的な行動選択を人々が下せるよう促す、

公衆衛生政策上の手法である（玉手，2019）。 
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――体体温温検検査査とと問問診診かかららみみるる移移動動すするる身身体体のの識識別別  
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ⅠⅠ..  ははじじめめにに―フフィィリリピピンンかかららのの帰帰国国ををめめぐぐっってて  

 フィリピン・マニラの都市封鎖(lockdown)が2020年3月

15日からはじまり、17日にはルソン島全域の封鎖と「強

化されたコミュニティ検疫」 (Enhanced Community 

Quarantine)が開始され、私のマニラ現地調査は中断され

た。公共交通機関が全停止し、緊急時や日用品購入以外

の外出が禁止されるなど様々な制限を被ったが、とりわ

け私を煩わせたのはいたる所で実施される体温検査であ

った。スーパーマーケットや薬局、さらには宿泊してい

たコンドミニアムの玄関口でも出入りの度に必ず、手の

消毒とともに非接触型の体温検査を受ける必要があった。 

 検査結果を本人に教えてくれる警備員とそうでない警

備員がいた。35.5度という一般的には「低すぎる」数値

を示した機器の画面を見せられ、「具合が悪いのか？悪

いなら通せないぞ」とコンドミニアムの玄関口で止めら

れたこともあった。そのとき私はマスクを鼻の下までお

ろし、顔色は悪くないこと、元気であること、水と弁当

を買いに行くだけで直ぐ帰ってくることを伝え、またそ

の機器の正確性が怪しいのではないかと主張してみたり

して、しぶしぶ外出を認めてもらった。 

 また帰国の際に利用したマニラ国際空港では、空港の

入り口からチェックインカウンターにたどり着くまでに

4回の体温検査を受けた。検査機器の画面に表示された私

の体温について「平熱と同じか？」「せきは出ていない

か？」「日本に帰るのか。これまで体調は崩さなかった

か？」と「問診」を受け、そのつど検査員を納得させる

必要があった。「入り口で測ってもらったからもう不要

だ」と私が述べても、次のような返事があるのみだった。

「いつ発症するかわからないだろう」と。 

 観光者が健康であることの重要性は今日、これ以上無

く可視化されている。本稿では、この「観光者と健康」

をめぐる検査と監視の問題を「体温」をてがかりに検討

し、その論点を拡げてみたい。 

 

ⅡⅡ..  体体温温ととセセキキュュリリテティィ  

 移動の「関所」で繰り広げられるこうした体温検査や

健康をめぐるやりとりは、移動する者の健康が絶えず疑

われ、確認される対象であることを示している。とりわ

け体温に紐づいた健康状態の把握は、移動する身体と感

染症をめぐるセキュリティの問題に深く結びついてきた。 

 たとえば、主に工業用途に利用されてきた赤外線サー

モグラフィ1)が空港に導入されたのは、2003年のSARS発

生が契機とされている。空港での発熱者識別は、入国者

がみな一定時間同一の航空機内に身を置いているという

環境条件ゆえに正確な測定が容易であり、世界的に導入

されてきた（太田，2010）。空港での体表温度測定によ

ってウイルスの感染者を判別し、隔離することは、国家

の領域内の安全を確保するうえで重要な水際対策となっ

ている。 

 また今日のCOVID-19をめぐる感染症対策では、個々人

が自らの体温を計測し管理する自己モニタリングが要請

されている。海外から日本に帰国する機内では健康質問

票や帰国後の滞在先申告書が配布されるが、そこに記載

されている「入国される方へ検疫所からお知らせ」では、
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「日本に入国する全ての方」を対象に、体温測定を毎日

実施し発熱の有無を自ら確認することで「健康状態を毎

日チェック」するよう記されている。 

 移動する身体を一切の漏れなく捕捉するサーモグラフ

ィと、個人が自らの健康を把握し自身の行動を決定する

よう迫る種々の要請は、まさに生権力（ Foucault, 

2004=2007；西迫，2020）の作用点を可視化させている。

そして国家の領土内に感染症のリスクを解き放たないよ

う採られる種々の防疫措置の総体としての「バイオセキ

ュリティ」（Keck, 2010=2017）は、観光客を制御すべき

存在として設定する。国内の報道で海外帰国者の感染発

覚が取り沙汰されるのは、一定の領域内の市民全体の健

康と安全維持を目的とする公衆衛生（public health）理念

において、観光客がまさに外部からリスクを運ぶ存在2)

とされるからである。観光者は、自身の健康がかつてな

く問題化されているといえる。 

 

ⅢⅢ..  平平熱熱ででああるるこことと、、平平均均的的ででああるるこことと  

 移動する者は、あるいは観光者は自らが感染症の「運

び手」として糾弾されるリスクに直面している。そして

体温検査や問診は、移動の許可を得る場であると同時に

そのリスクを暴き出され告発される場でもある。「平熱」

であり「平均的」であることがここでは望ましく、万が

一疑いをかけられ、陽性反応が出た場合には、個人はも

はや匿名の存在ではいられない。それだけではなく、初

めて感染症を外部から持ち込んだ「運び手(carrier)」ある

いは「ペイシェント・ゼロ」（Wald, 2008）として、伝記

的に語られるおそれすらあるのである。 

 そして健康状態を把握し、移動・観光する条件を満た

したか否かを判断する作業は、サーモグラフィや問診と

いった外部的な評価だけでなく、今日の人々自身の日常

生活においても、自己モニタリングというかたちで要請

されているのである。観光するには健康でなければなら

ない、と。 

  

ⅣⅣ..  観観光光者者とと健健康康のの問問題題系系へへ――モモララルルのの発発露露  

 自身が健康であること、あるいは平均的であることを

自ら計測し、観光する／しない（あるいはどのようにす

るか）を選択する個人。これはまさに「ナッジ」3)型の生

権力が介入する対象であり結果である。だが、これを単

に生権力の問題として批判するだけでは、感染症対策の

正義や公衆の安全の論理が立ちはだかることになる。で

は、どのような語り直しの契機がありうるだろうか。 

 ここで考えられるのは、観光することをめぐる個人の

選択と判断が、自身や周囲（あるいは公共）への倫理的・

道徳的配慮の問題として、すなわちモラリティの問題と

しても記述可能でありうるという点である。むろん、こ

のモラルを手放しに評価することは、そのモラルと表裏

一体である生権力への批判性をも手放すことになる。他

者への道徳的配慮と個人の選択、そして生権力の問題を

対置させない記述方法を模索することは今後の課題であ

るが、観光者と健康をめぐる問題系を再定位する作業は、

その可能性の準備につながるものだといえよう。 

 

注注  

1) 2009年のメキシコでのH1N1インフルエンザ流行以降は、

NECなどの民間企業との連携のもと、民間企業や公共施

設の感染症対策としても普及してきた（太田，2010）。 

2）その意味で、国境封鎖や水際対策は一見ナショナルな防

疫措置であるようにみえて、「関係の遮断による連帯」

のグローバルな一形態としても考察できる側面がある。 

3) ナッジ(Nudge)とは、人々の選択の自由を侵害すること

なく、より合理的な行動選択を人々が下せるよう促す、

公衆衛生政策上の手法である（玉手，2019）。 
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ⅠⅠ..  ははじじめめにに―フフィィリリピピンンかかららのの帰帰国国ををめめぐぐっってて  

 フィリピン・マニラの都市封鎖(lockdown)が2020年3月

15日からはじまり、17日にはルソン島全域の封鎖と「強

化されたコミュニティ検疫」 (Enhanced Community 

Quarantine)が開始され、私のマニラ現地調査は中断され

た。公共交通機関が全停止し、緊急時や日用品購入以外

の外出が禁止されるなど様々な制限を被ったが、とりわ

け私を煩わせたのはいたる所で実施される体温検査であ

った。スーパーマーケットや薬局、さらには宿泊してい

たコンドミニアムの玄関口でも出入りの度に必ず、手の

消毒とともに非接触型の体温検査を受ける必要があった。 

 検査結果を本人に教えてくれる警備員とそうでない警

備員がいた。35.5度という一般的には「低すぎる」数値

を示した機器の画面を見せられ、「具合が悪いのか？悪

いなら通せないぞ」とコンドミニアムの玄関口で止めら

れたこともあった。そのとき私はマスクを鼻の下までお

ろし、顔色は悪くないこと、元気であること、水と弁当

を買いに行くだけで直ぐ帰ってくることを伝え、またそ

の機器の正確性が怪しいのではないかと主張してみたり

して、しぶしぶ外出を認めてもらった。 

 また帰国の際に利用したマニラ国際空港では、空港の

入り口からチェックインカウンターにたどり着くまでに

4回の体温検査を受けた。検査機器の画面に表示された私

の体温について「平熱と同じか？」「せきは出ていない

か？」「日本に帰るのか。これまで体調は崩さなかった

か？」と「問診」を受け、そのつど検査員を納得させる

必要があった。「入り口で測ってもらったからもう不要

だ」と私が述べても、次のような返事があるのみだった。

「いつ発症するかわからないだろう」と。 

 観光者が健康であることの重要性は今日、これ以上無

く可視化されている。本稿では、この「観光者と健康」

をめぐる検査と監視の問題を「体温」をてがかりに検討

し、その論点を拡げてみたい。 

 

ⅡⅡ..  体体温温ととセセキキュュリリテティィ  

 移動の「関所」で繰り広げられるこうした体温検査や

健康をめぐるやりとりは、移動する者の健康が絶えず疑

われ、確認される対象であることを示している。とりわ

け体温に紐づいた健康状態の把握は、移動する身体と感

染症をめぐるセキュリティの問題に深く結びついてきた。 

 たとえば、主に工業用途に利用されてきた赤外線サー

モグラフィ1)が空港に導入されたのは、2003年のSARS発

生が契機とされている。空港での発熱者識別は、入国者

がみな一定時間同一の航空機内に身を置いているという

環境条件ゆえに正確な測定が容易であり、世界的に導入

されてきた（太田，2010）。空港での体表温度測定によ

ってウイルスの感染者を判別し、隔離することは、国家

の領域内の安全を確保するうえで重要な水際対策となっ

ている。 

 また今日のCOVID-19をめぐる感染症対策では、個々人

が自らの体温を計測し管理する自己モニタリングが要請

されている。海外から日本に帰国する機内では健康質問

票や帰国後の滞在先申告書が配布されるが、そこに記載

されている「入国される方へ検疫所からお知らせ」では、
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与で相互作用し、地域資源である祭りが継承されること

が価値であることをまちづくりの意義として示している。

品品川川宿宿周周辺辺ののままちちづづくくりりのの軸軸とと核核のの役役割割

（（ ））軸軸のの役役割割

このようにまちの祭りを守っていくには、地域が活性

化されなければならない。地域の氏神神社の例祭は、賑

わいをもたらす地域資源である。例年 月に旧南品川宿

エリアでは荏原神社の南天王祭、旧北品川宿エリアの品

川神社での北天王祭の両祭りには、多くの地域住民が参

加し、神輿を担ぐ。地域の人々にとっては、祭りを守り、

後世にみこしだこを伝えるという役割においては、南と

北という区分はなく、計画書にもまちづくり主体者の関

係性と役割を明確されている。南北の東海道・東西の各

通りは、タテ棒とヨコ棒の関係であり、まちづくりの構

造を神輿に見立て、タテ軸とヨコ軸の役割であると示し

た。そこには、それぞれの通りが力を出し合うことの重

要性とメインとサブの役割の存在はなく、各軸がまちづ

くりのための骨組みであることを明らかにしている。

以上のようにまちづくりは、地域資源である祭りの位

置づけを多くのひとが関わりあい、「賑わい」を創出する

価値の概念を拡張し、品川宿・宿場町のまちづくり形成

へとつなげている。

（（ ））宿宿場場町町ととししててのの核核のの役役割割

「賑わい」は、人々が関わりあうことで創出されるこ

との理解は、宿場町の歴史を振り返ることで可能にする。

過去、宿場町は、地域のひとだけでなく、新しくこのま

ちにきた人々が行き交う交流拠点として機能した。また、

宿がまちの中心・核となることで、休むことを目的とし

た人々は、まちの商店や飲食店のサービスをも利用し、

まちが賑わい、地域は開けていった。

現在は、平成 年にゲストハウス品川宿が北品川本通

りに開業し、近年、訪日外国人観光客が増加とともにこ

の地域への来訪者は、多様性に富む。同宿は、宿泊だけ

を目的とした必要最低限を設備し、それ以外に旅人が要

望するものは、旧東海道沿いの昔ながらの商店街に位置

していることから、歴史のある個人商店や飲食店を紹介

する。また、付近には神社や寺が多く、観光をも提供す

るといった問屋場として、地の利を活かす。

したがって、旅人は、宿のサービスを目的に来訪した

としても、地域の商店や飲食店のサービスに出会い、ま

た、地域にある寺社仏閣を見物した場合には、地域資源

による観光サービスの提供をうける。すなわち、旅人は、

宿場町・品川宿への来訪は、その町のサービスを享受し、

他方で、提供する側の町の商店街は、旅人にサービスす

ることで利益を享受し、活性化する。このように宿は、

旅人を呼び込む核の役割、商店街は旅人を惹き付ける軸

の役割によって、まちの活性化、すなわち、まちを賑わ

せることが可能な好循環を生み出す（図１）。

ロジックで換言すると、旅人がもつ時間やお金とい

った資源で、ひとの本質である遊び（ 高

橋訳 ）楽しむといった能力（知識・スキル）と

宿場町・品川宿に宿泊や商店もつ魅力と付近の観光資源

の力（知識やスキル）によって、相互に作用され、共創

が賑わいの価値を生み出すことが示される。

図図 品品川川宿宿周周辺辺ののままちちづづくくりりのの構構図図

ⅣⅣ おおわわりりにに

本稿は、東海道品川宿周辺まちづくり計画書を読み解

くことでまちづくりの形成を振り返り、資源統合によっ

て地域資源である祭りを「賑わい」価値として位置づけ

ることで、まちづくりが目指した次世代への歴史文化継

承の軸の役割を明示した。また、活性化という目標に「賑

わい」価値概念を拡張させることで、軸と核の役割によ

る価値共創が好循環を生み出し、まちづくりの持続性を

担保してきた理由を示すことができた。しかしながら、

これらを促進させる要素については触れることができな

かった。今後の課題にしたい。

注注

１）国土交通省「主な施策 地域振興」最終閲覧日

年 月 日
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Role of the Axis and Core and the Sustainable Value of “Liveliness in Post town”: 
Form the Regional Resource Integration and the Value Co-creation Perspective   
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ⅠⅠ ははじじめめにに

本研究は、過去 年におよぶ活動を継続している品川

宿周辺のまちづくり（以後、まちづくり）のプロセスを

捉え、サービス・マーケティングの観点から資源統合や

価値共創でアプローチしようとするものである。

まちづくりの基本的な考え方は、平成 年 月に旧東

海道川周辺まちづくり協議会が中心となり、「東海道品川

宿周辺まちづくり計画書（以後、計画書）」に収められて

いることから、同書を読み解くことで成り立ちを辿り、

活動主体の軸と核の役割を検討する。これらをもとにま

ちづくりの持続性の担保してきた理由を理論的見地から

考察し、「宿場町の賑わい」価値の探究することで、まち

づくりの価値概念の拡張の導出を試みる。

ⅡⅡ 研研究究アアププロローーチチととししててのの視視角角

地域活性化は、「多様な主体による協働」１）が求めら

れ、地域の資源を重視し、期待に高まりをみせる。こう

したことを背景にした議論は、組織経営の視点において

広がり、活動実態に注目し、活動主体の役割を認識して

論じられる。また、その範囲は、サービス・マーケティ

ングの分野に及ぶがプロセスや持続性の理論的な意義を

検討するまでには至っていない。

サービス研究は、サービス実現のプロセスの研究であ

り、客や提供者に限らず、関わるすべての参加者が「資

源の統合者」となり、便益を生み出すことを議論する。

資源は、物理的なモノだけではなく、広い概念で扱われ、

知識、スキルといった能力の適用を必要とする。

本研究においても、この分野の

（以後、 ロジック）を援用し、理論的見地から

論じる。 ロジックでは、価値共創を議論し、サービス

提供過程の資源統合によって相互作用し、価値が創出さ

れていくと主張する（ ）。

が生産プロセスにおいての資源の投入には、そ

の提供を可能にするのはサービスであると示すように、

労働を取り上げてみても、行動を通じて資源と組み合わ

せる必要があると理解できる。よって、本研究はこうし

た観点からアプローチする。

ⅢⅢ 研研究究対対象象とと範範囲囲

本研究の対象は、旧東海道品川宿の北品川宿エリアお

よび南品川宿エリアが範囲である。現在の京浜急行北品

川駅から新馬場駅および青物横丁駅までを対象とする。

このあたりは、旧東海道沿いに面した、昔ながらの商

店が立ち並び、商店街（商圏）を形成している。

ⅣⅣ 東東海海道道品品川川宿宿周周辺辺ままちちづづくくりり

１１ ままちちづづくくりりのの意意義義のの文文脈脈性性とと地地域域資資源源統統合合

計画書では、まちづくりの狙いが示されている。その

狙いには、「歴史を積み重ねてきた『祭り』がこれからも

生き続けることを願い、（中略）これからのまちづくりの

目標に、『みこしだこを伝える』」ことを掲げる。みこし

だこは、神輿を担ぎ続けることで肩にできるこぶ、これ

を象徴にした。すなわち、みこしは祭りには欠かせなく、

こぶは、みこしを担ぎ続けなればできない継続性を表す。

この意図は、祭りを守り続けるために、みこしだこを継

承していく必要があることを示す。よって、計画書は、

祭りとみこしだこの（資源）を関連づけ統合し、人の関
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与で相互作用し、地域資源である祭りが継承されること

が価値であることをまちづくりの意義として示している。

品品川川宿宿周周辺辺ののままちちづづくくりりのの軸軸とと核核のの役役割割

（（ ））軸軸のの役役割割

このようにまちの祭りを守っていくには、地域が活性

化されなければならない。地域の氏神神社の例祭は、賑

わいをもたらす地域資源である。例年 月に旧南品川宿

エリアでは荏原神社の南天王祭、旧北品川宿エリアの品

川神社での北天王祭の両祭りには、多くの地域住民が参

加し、神輿を担ぐ。地域の人々にとっては、祭りを守り、

後世にみこしだこを伝えるという役割においては、南と

北という区分はなく、計画書にもまちづくり主体者の関

係性と役割を明確されている。南北の東海道・東西の各

通りは、タテ棒とヨコ棒の関係であり、まちづくりの構

造を神輿に見立て、タテ軸とヨコ軸の役割であると示し

た。そこには、それぞれの通りが力を出し合うことの重

要性とメインとサブの役割の存在はなく、各軸がまちづ

くりのための骨組みであることを明らかにしている。

以上のようにまちづくりは、地域資源である祭りの位

置づけを多くのひとが関わりあい、「賑わい」を創出する

価値の概念を拡張し、品川宿・宿場町のまちづくり形成

へとつなげている。

（（ ））宿宿場場町町ととししててのの核核のの役役割割

「賑わい」は、人々が関わりあうことで創出されるこ

との理解は、宿場町の歴史を振り返ることで可能にする。

過去、宿場町は、地域のひとだけでなく、新しくこのま

ちにきた人々が行き交う交流拠点として機能した。また、

宿がまちの中心・核となることで、休むことを目的とし

た人々は、まちの商店や飲食店のサービスをも利用し、

まちが賑わい、地域は開けていった。

現在は、平成 年にゲストハウス品川宿が北品川本通

りに開業し、近年、訪日外国人観光客が増加とともにこ

の地域への来訪者は、多様性に富む。同宿は、宿泊だけ

を目的とした必要最低限を設備し、それ以外に旅人が要

望するものは、旧東海道沿いの昔ながらの商店街に位置

していることから、歴史のある個人商店や飲食店を紹介

する。また、付近には神社や寺が多く、観光をも提供す

るといった問屋場として、地の利を活かす。

したがって、旅人は、宿のサービスを目的に来訪した

としても、地域の商店や飲食店のサービスに出会い、ま

た、地域にある寺社仏閣を見物した場合には、地域資源

による観光サービスの提供をうける。すなわち、旅人は、

宿場町・品川宿への来訪は、その町のサービスを享受し、

他方で、提供する側の町の商店街は、旅人にサービスす

ることで利益を享受し、活性化する。このように宿は、

旅人を呼び込む核の役割、商店街は旅人を惹き付ける軸

の役割によって、まちの活性化、すなわち、まちを賑わ

せることが可能な好循環を生み出す（図１）。

ロジックで換言すると、旅人がもつ時間やお金とい

った資源で、ひとの本質である遊び（ 高

橋訳 ）楽しむといった能力（知識・スキル）と

宿場町・品川宿に宿泊や商店もつ魅力と付近の観光資源

の力（知識やスキル）によって、相互に作用され、共創

が賑わいの価値を生み出すことが示される。

図図 品品川川宿宿周周辺辺ののままちちづづくくりりのの構構図図

ⅣⅣ おおわわりりにに

本稿は、東海道品川宿周辺まちづくり計画書を読み解

くことでまちづくりの形成を振り返り、資源統合によっ

て地域資源である祭りを「賑わい」価値として位置づけ

ることで、まちづくりが目指した次世代への歴史文化継

承の軸の役割を明示した。また、活性化という目標に「賑

わい」価値概念を拡張させることで、軸と核の役割によ

る価値共創が好循環を生み出し、まちづくりの持続性を

担保してきた理由を示すことができた。しかしながら、

これらを促進させる要素については触れることができな

かった。今後の課題にしたい。

注注

１）国土交通省「主な施策 地域振興」最終閲覧日

年 月 日
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Role of the Axis and Core and the Sustainable Value of “Liveliness in Post town”: 
Form the Regional Resource Integration and the Value Co-creation Perspective   
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ⅠⅠ ははじじめめにに

本研究は、過去 年におよぶ活動を継続している品川

宿周辺のまちづくり（以後、まちづくり）のプロセスを

捉え、サービス・マーケティングの観点から資源統合や

価値共創でアプローチしようとするものである。

まちづくりの基本的な考え方は、平成 年 月に旧東

海道川周辺まちづくり協議会が中心となり、「東海道品川

宿周辺まちづくり計画書（以後、計画書）」に収められて

いることから、同書を読み解くことで成り立ちを辿り、

活動主体の軸と核の役割を検討する。これらをもとにま

ちづくりの持続性の担保してきた理由を理論的見地から

考察し、「宿場町の賑わい」価値の探究することで、まち

づくりの価値概念の拡張の導出を試みる。

ⅡⅡ 研研究究アアププロローーチチととししててのの視視角角

地域活性化は、「多様な主体による協働」１）が求めら

れ、地域の資源を重視し、期待に高まりをみせる。こう

したことを背景にした議論は、組織経営の視点において

広がり、活動実態に注目し、活動主体の役割を認識して

論じられる。また、その範囲は、サービス・マーケティ

ングの分野に及ぶがプロセスや持続性の理論的な意義を

検討するまでには至っていない。

サービス研究は、サービス実現のプロセスの研究であ

り、客や提供者に限らず、関わるすべての参加者が「資

源の統合者」となり、便益を生み出すことを議論する。

資源は、物理的なモノだけではなく、広い概念で扱われ、

知識、スキルといった能力の適用を必要とする。

本研究においても、この分野の

（以後、 ロジック）を援用し、理論的見地から

論じる。 ロジックでは、価値共創を議論し、サービス

提供過程の資源統合によって相互作用し、価値が創出さ

れていくと主張する（ ）。

が生産プロセスにおいての資源の投入には、そ

の提供を可能にするのはサービスであると示すように、

労働を取り上げてみても、行動を通じて資源と組み合わ

せる必要があると理解できる。よって、本研究はこうし

た観点からアプローチする。

ⅢⅢ 研研究究対対象象とと範範囲囲

本研究の対象は、旧東海道品川宿の北品川宿エリアお

よび南品川宿エリアが範囲である。現在の京浜急行北品

川駅から新馬場駅および青物横丁駅までを対象とする。

このあたりは、旧東海道沿いに面した、昔ながらの商

店が立ち並び、商店街（商圏）を形成している。

ⅣⅣ 東東海海道道品品川川宿宿周周辺辺ままちちづづくくりり

１１ ままちちづづくくりりのの意意義義のの文文脈脈性性とと地地域域資資源源統統合合

計画書では、まちづくりの狙いが示されている。その

狙いには、「歴史を積み重ねてきた『祭り』がこれからも

生き続けることを願い、（中略）これからのまちづくりの

目標に、『みこしだこを伝える』」ことを掲げる。みこし

だこは、神輿を担ぎ続けることで肩にできるこぶ、これ

を象徴にした。すなわち、みこしは祭りには欠かせなく、

こぶは、みこしを担ぎ続けなればできない継続性を表す。

この意図は、祭りを守り続けるために、みこしだこを継

承していく必要があることを示す。よって、計画書は、

祭りとみこしだこの（資源）を関連づけ統合し、人の関
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テージにあわせた使いかたができる点、またいつか「卒

業する」ことが前提となっている点が明らかになった。 

以上のことからジョンソンタウンとは、この地を所有

する不動産会社と、一時的に移り住み改装を行う約 130

世帯 210 人の賃貸住民、その一部がひらく店を訪れる一

時的な観光客、といった人びとの一時的な移動によって

維持されている街だといえる。 

2．．模模倣倣的的なな DIY 

なかでも、ハウス群が入間市の相場の約 1.5~2 倍の賃

貸料で貸し出されていることに注目したい。その高額さ

にも関わらず、移り住む人びとは後を絶たない。なぜ人

びとは一時的な DIY を求めた移動を行うのだろうか。 

DIY とは Do It Yourself（自分でやってみる）のことで

ある。日本でも日曜大工と呼ばれ、週末の娯楽のひとつ

として家具の組み立てを自らやってみることが楽しまれ

てきた。例えば DIY 雑誌では、DIY とは「完成すること

だけが目的ではなく、作業している工程そのものを楽し

む」ものとされ、つくる工程を楽しむためのファッショ

ンも掲載されている¹⁾。つまり、模倣しながら自分でつ

くってみるという過程が消費対象となっているのである。 

このプロセス消費体験としての DIY は、先述した唯一

無二の自己をつくりだすのではなく、「みんなと同じわた

し」という模倣的で集合的な自己をつくりだすパフォー

マンスと重なり合う。この街の賃貸住民は、DIY を通し

て模倣的な「みんなと同じわたし」を獲得しているので

ある。 

それではなぜ、わざわざ模倣的な「自己」を求めるの

だろうか。ジョンソンタウンで行う「みんなと同じわた

し」の体験消費とはどのようなものなのだろうか。 

3．．ババララババララななラライイフフススタタイイルル 

賃貸住民に移住の理由を尋ねると、アメリカの暮らし

に憧れて、愛犬の老後生活を一緒に過ごすため、こんな

暮らしがしてみたかった、新しいことをやってみる最後

のチャンスだから、子どもを育てるコミュニティが欲し

かった、自分の店を持ちたかった、などバラバラな理由

がかえってきた。加えて、この街で開かれている店の営

業形態をみていても、先述したように営業内容がバラバ

ラで、営業時間も賃貸住民たちの都合によって変更され

やすいことがわかった。つまり、この一時的な移住では、

観光客ではなく自らにあわせた憧れの生活スタイルや生

活リズムが選択されていると考えられる。 

4.  「「わわたたしし」」リリノノベベーーシショョンン 

さらに聞き取り調査を進めると、観光地化したことに

悩みながらも住み続ける人や、移住してくる住民が変化

していることに嘆きながらも住み続ける人など、縁もゆ

かりもない一時的なこの街にこだわる賃貸住民たちの姿

がみえてきた。いつでも卒業することができるはずのこ

の街に、なぜ賃貸住民が根を張ろうとするのだろうか。 

先述したように、DIY とは自ら選択する過程が重要視

されるプロセス消費体験である。ここで重要なのは、ま

だ見ぬ新しい「自己」が選択されているではなく、これ

までの「自己」の先に、憧れのライフスタイルがつくら

れているという点である。つまりこの一時的な体験では、

これまでの「わたし」ができなかったライフスタイルを

行うために、「みんな」と同じ型のなかから自らに合うス

タイルを選択し、「わたしらしい」ライフスタイルをつく

りだすことを楽しんでいるのである。賃貸住民たちは、

いわばこれまでの「わたし」をリノベーションする観光

体験を行っているからこそ、この街に固執するのである。 

 

ⅢⅢ．．後後期期近近代代観観光光とと DIY 

このように自らの生活を、既存の型を組み合わせなが

ら DIY する一時的な移住は、「自己」が問われ続ける後期

近代に特有な観光経験であると考えられる。人びとはこ

れまでの自らの経験を相対化し、その中からいまの「わ

たし」を選び取る過程に価値を見いだす。そうして再帰

的に発見されていく、個人化された「わたしらしい」ラ

イフスタイルを楽しむのである。 

以上を踏まえ、今後はジョンソンタウンがどのような

ルートをたどってきた人がたどりついた場所なのか、こ

のような一時的で模倣的な観光経験は、後期近代を生き

るわたしたちの人生のなかでどのように価値づけられ、

通過されていくのかを明らかにしてきたい。 

 

注注 

1） 枻出版社（2012）『別冊 Lightning American D.I.Y.』

117：13 を参照。 
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ⅠⅠ.  問問題題のの所所在在 

現代を生きるわたしたちは、なぜ一時的で模倣的な「観

光」を行うのだろうか。本稿の目的は、後期近代と呼ば

れる現代社会において、わたしたちが観光に求めている

価値を考察することにある。 

後期近代論とは現代社会を、再帰性の高まりを特徴と

したモダニティの帰結やモダニティの徹底として捉えた

社会理論である。U.ベックは「個人化」という概念をもち

いて後期近代社会を論じた。そして鈴木（2015）はその

概念を整理し、これまでの標準化されたライフコースが

崩壊し個人化の進んだ社会では、人びとは個人の責任で

人生に対する選択を迫られ、自らのアイデンティティを

繰り返し設計しなおすことを強いられるようになるとい

う特徴をとりあげた。つまり、個人化が進んだ後期近代

において、わたしたちは「自己」を探し続けなければな

らなくなったのである。 

このような後期近代における観光について須藤（2012）

は、個人によるアイデンティティへの希求を、観光がま

さに満たそうとしていると述べる。また山口（2017）は、

非日常で異文化の「他者」にまなざしを向けるよりも、

観光を通していかに「自己」を再発見し、パフォーマン

スすることができるかが重要視されるようになったと述

べる。 

では人びとは観光を通してどのように「自己」を構築

しようとするのだろうか。山口は「型通り」に行われる

セルフィ―という行為に着目し、人びとは唯一無二の「自

己」ではなく「個人の水準で看取される、いわば『みんな 

 

と同じわたし』を実感するような性質の自己意識（山口, 

2017: 121）」―「集合的自己」を求めていると述べる。 

以上のことから、いささか雑駁ではあるが、後期近代

においては一時的で模倣的な観光を通して、「みんなと同

じわたし」という集合的な自己を獲得しているという仮

説をたてることができる。それでは、このような「集合

的自己」を求める観光にはどのような価値があるのだろ

うか。本稿では執筆者が 2018年 7 月～2020 年 5 月まで

行った、ジョンソンタウンの賃貸住民への調査をてがか

りに、上記の問いに答えるための論点を提示したい。 

 

ⅡⅡ．．““Do It Yourself””のの街街、、ジジョョンンソソンンタタウウンン 

1．．一一時時的的なな移移動動にによよっっててつつくくらられれるる街街 

ジョンソンタウンとは、埼玉県入間市、西武池袋線入

間市駅から徒歩約 20分の場所に位置する、約 60軒のア

メリカンなハウス群が立ち並ぶ賃貸住宅地である。2003

年、かつて米軍用に建てた米軍ハウスを所有している不

動産会社がリノベーションを行った。そしてハウス内の

改装を可能としながら日本人向けに貸し出すと、DIY 好

きな人びとが移り住むようになった。移住者たちのなか

には店舗を開く人も現れ、アメリカンなハンバーガー屋

や古着屋のほかに、イギリス雑貨屋、沖縄カフェ、さら

には美容院や歯医者など様々な店が開かれはじめた。

2015年頃からマスメディアで取り上げられるようになる

と、週末には観光客も訪れ、賑わうようになっていった。 

不動産会社へ行ったインタビューの結果、DIY が可能

な賃貸住宅を一時的に貸し出すという形態は、ライフス
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テージにあわせた使いかたができる点、またいつか「卒

業する」ことが前提となっている点が明らかになった。 

以上のことからジョンソンタウンとは、この地を所有

する不動産会社と、一時的に移り住み改装を行う約 130

世帯 210 人の賃貸住民、その一部がひらく店を訪れる一

時的な観光客、といった人びとの一時的な移動によって

維持されている街だといえる。 

2．．模模倣倣的的なな DIY 

なかでも、ハウス群が入間市の相場の約 1.5~2 倍の賃

貸料で貸し出されていることに注目したい。その高額さ

にも関わらず、移り住む人びとは後を絶たない。なぜ人

びとは一時的な DIY を求めた移動を行うのだろうか。 

DIY とは Do It Yourself（自分でやってみる）のことで

ある。日本でも日曜大工と呼ばれ、週末の娯楽のひとつ

として家具の組み立てを自らやってみることが楽しまれ

てきた。例えば DIY 雑誌では、DIY とは「完成すること

だけが目的ではなく、作業している工程そのものを楽し

む」ものとされ、つくる工程を楽しむためのファッショ

ンも掲載されている¹⁾。つまり、模倣しながら自分でつ

くってみるという過程が消費対象となっているのである。 

このプロセス消費体験としての DIY は、先述した唯一

無二の自己をつくりだすのではなく、「みんなと同じわた

し」という模倣的で集合的な自己をつくりだすパフォー

マンスと重なり合う。この街の賃貸住民は、DIY を通し

て模倣的な「みんなと同じわたし」を獲得しているので

ある。 

それではなぜ、わざわざ模倣的な「自己」を求めるの

だろうか。ジョンソンタウンで行う「みんなと同じわた

し」の体験消費とはどのようなものなのだろうか。 

3．．ババララババララななラライイフフススタタイイルル 

賃貸住民に移住の理由を尋ねると、アメリカの暮らし

に憧れて、愛犬の老後生活を一緒に過ごすため、こんな

暮らしがしてみたかった、新しいことをやってみる最後

のチャンスだから、子どもを育てるコミュニティが欲し

かった、自分の店を持ちたかった、などバラバラな理由

がかえってきた。加えて、この街で開かれている店の営

業形態をみていても、先述したように営業内容がバラバ

ラで、営業時間も賃貸住民たちの都合によって変更され

やすいことがわかった。つまり、この一時的な移住では、

観光客ではなく自らにあわせた憧れの生活スタイルや生

活リズムが選択されていると考えられる。 

4.  「「わわたたしし」」リリノノベベーーシショョンン 

さらに聞き取り調査を進めると、観光地化したことに

悩みながらも住み続ける人や、移住してくる住民が変化

していることに嘆きながらも住み続ける人など、縁もゆ

かりもない一時的なこの街にこだわる賃貸住民たちの姿

がみえてきた。いつでも卒業することができるはずのこ

の街に、なぜ賃貸住民が根を張ろうとするのだろうか。 

先述したように、DIY とは自ら選択する過程が重要視

されるプロセス消費体験である。ここで重要なのは、ま

だ見ぬ新しい「自己」が選択されているではなく、これ

までの「自己」の先に、憧れのライフスタイルがつくら

れているという点である。つまりこの一時的な体験では、

これまでの「わたし」ができなかったライフスタイルを

行うために、「みんな」と同じ型のなかから自らに合うス

タイルを選択し、「わたしらしい」ライフスタイルをつく

りだすことを楽しんでいるのである。賃貸住民たちは、

いわばこれまでの「わたし」をリノベーションする観光

体験を行っているからこそ、この街に固執するのである。 

 

ⅢⅢ．．後後期期近近代代観観光光とと DIY 

このように自らの生活を、既存の型を組み合わせなが

ら DIY する一時的な移住は、「自己」が問われ続ける後期

近代に特有な観光経験であると考えられる。人びとはこ

れまでの自らの経験を相対化し、その中からいまの「わ

たし」を選び取る過程に価値を見いだす。そうして再帰

的に発見されていく、個人化された「わたしらしい」ラ

イフスタイルを楽しむのである。 

以上を踏まえ、今後はジョンソンタウンがどのような

ルートをたどってきた人がたどりついた場所なのか、こ

のような一時的で模倣的な観光経験は、後期近代を生き

るわたしたちの人生のなかでどのように価値づけられ、

通過されていくのかを明らかにしてきたい。 

 

注注 

1） 枻出版社（2012）『別冊 Lightning American D.I.Y.』

117：13 を参照。 
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ⅠⅠ.  問問題題のの所所在在 

現代を生きるわたしたちは、なぜ一時的で模倣的な「観

光」を行うのだろうか。本稿の目的は、後期近代と呼ば

れる現代社会において、わたしたちが観光に求めている

価値を考察することにある。 

後期近代論とは現代社会を、再帰性の高まりを特徴と

したモダニティの帰結やモダニティの徹底として捉えた

社会理論である。U.ベックは「個人化」という概念をもち

いて後期近代社会を論じた。そして鈴木（2015）はその

概念を整理し、これまでの標準化されたライフコースが

崩壊し個人化の進んだ社会では、人びとは個人の責任で

人生に対する選択を迫られ、自らのアイデンティティを

繰り返し設計しなおすことを強いられるようになるとい

う特徴をとりあげた。つまり、個人化が進んだ後期近代

において、わたしたちは「自己」を探し続けなければな

らなくなったのである。 

このような後期近代における観光について須藤（2012）

は、個人によるアイデンティティへの希求を、観光がま

さに満たそうとしていると述べる。また山口（2017）は、

非日常で異文化の「他者」にまなざしを向けるよりも、

観光を通していかに「自己」を再発見し、パフォーマン

スすることができるかが重要視されるようになったと述

べる。 

では人びとは観光を通してどのように「自己」を構築

しようとするのだろうか。山口は「型通り」に行われる

セルフィ―という行為に着目し、人びとは唯一無二の「自

己」ではなく「個人の水準で看取される、いわば『みんな 

 

と同じわたし』を実感するような性質の自己意識（山口, 

2017: 121）」―「集合的自己」を求めていると述べる。 

以上のことから、いささか雑駁ではあるが、後期近代

においては一時的で模倣的な観光を通して、「みんなと同

じわたし」という集合的な自己を獲得しているという仮

説をたてることができる。それでは、このような「集合

的自己」を求める観光にはどのような価値があるのだろ

うか。本稿では執筆者が 2018年 7 月～2020 年 5 月まで

行った、ジョンソンタウンの賃貸住民への調査をてがか

りに、上記の問いに答えるための論点を提示したい。 

 

ⅡⅡ．．““Do It Yourself””のの街街、、ジジョョンンソソンンタタウウンン 

1．．一一時時的的なな移移動動にによよっっててつつくくらられれるる街街 

ジョンソンタウンとは、埼玉県入間市、西武池袋線入

間市駅から徒歩約 20分の場所に位置する、約 60軒のア

メリカンなハウス群が立ち並ぶ賃貸住宅地である。2003

年、かつて米軍用に建てた米軍ハウスを所有している不

動産会社がリノベーションを行った。そしてハウス内の

改装を可能としながら日本人向けに貸し出すと、DIY 好

きな人びとが移り住むようになった。移住者たちのなか

には店舗を開く人も現れ、アメリカンなハンバーガー屋

や古着屋のほかに、イギリス雑貨屋、沖縄カフェ、さら

には美容院や歯医者など様々な店が開かれはじめた。

2015年頃からマスメディアで取り上げられるようになる

と、週末には観光客も訪れ、賑わうようになっていった。 

不動産会社へ行ったインタビューの結果、DIY が可能

な賃貸住宅を一時的に貸し出すという形態は、ライフス
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2005年に本格的に始められた中国の無形文化遺産登録

では、国家級／省級／市級／県級といった階層的な認定

システムが整備され、遺産継承者のリスト化が推進され

ている。申請主体は文化の担い手ではなく、管轄する地

方行政区画の文化機関になっている。黄山市文化局の関

係者への聞き取り調査によると、「徽州祠祭」という名

称で登録された黄山市の祖先祭祀の場合、まず県レベル

の文化機関が文献資料や文化の担い手への聞き取り調査

に基づいて登録資料を作成し、専門家の意見を聴取して

市政府に推薦したという。次に、市政府の推薦により安

徽省の無形文化遺産にランク・アップされ、最終的に国

レベルの遺産リストへの記載が果たされたという。この

ように、「徽州祠祭」の登録は政府主導で実施されてお

り、文化の担い手にあたる宗族の人々が関与できる部分

は少なく、文化遺産の価値認定や保存形態について意見

を述べる余地が限られていると思われる。 

22..  観観光光資資源源化化さされれるる「「徽徽州州祠祠祭祭」」  

「徽州祠祭」の無形文化遺産登録は、黄山市の観光戦

略の転換とも密接に関係している。1990年代半ばから加

速した国内観光の成長と文化観光への社会的関心を背景

に、黄山市政府は、それまでの自然観光中心の観光推進

戦略から方向転換し、自然と徽州文化を持ち合わせた地

域として再出発した。祖先祭祀の無形文化遺産登録に対

する市政府の関心は、地域文化創出の延長線上にあると

考えられる。 

黄山市では祠堂で行われる「祠祭」のほか、宗族によ

る大規模な墓祭や族譜を宗族のメンバーに開示する「晒

譜」なども再開された。また徽州地域では日常的に行わ

れている祖先祭祀は墓祭である。だが、市政府は墓祭を

市レベルの無形文化遺産リストに載せたが、省レベルま

でランク・アップさせることはない。つまり、無形文化

遺産としての価値の高低を判断する際、地域文化として

の代表性や希少性のほか、「観光文化」としての可能性

も重要な判断基準となっている。 

33..  「「徽徽州州祠祠祭祭」」ををめめぐぐるる競競合合  

「徽州祠祭」を省レベルの無形文化遺産に推薦する際、

市が省の管轄部署に提出した申請資料では、「徽州祠祭」

が徽州地域に広範に見られる儀式と説明され、その伝承

人としていくつかの村の宗族代表者が記されている。そ

の中にはすでに世界遺産目録に記載されたXD村の胡氏a

が挙がっている。胡氏aは、自らの祖先祭祀参加経験と資

料調査に基づいて、村の祖先祭祀を再構成し観光文化と

して登場させた人物である。またTY村では、同じ省レベ

ルの「徽州祠祭」の伝承人の指定を受けた陳氏bによって、

XD村とほぼ同時期に祠祭が再開された。祭祀の段取りや

内容などにおいては、XD村のそれとほぼ同様である。し

かしながら、胡氏aによって復活されたXD村の祠祭は、

観光者や専門家から「真正性に欠ける」と批判されてい

る。一方、陳氏bはのちに国レベルの伝承人に昇格された。 

XD村は世界遺産に指定された場所で、徽州文化の代表

として認められている。祖先祭祀をめぐる胡氏aの取組は、

観光資源の創出として村や地方政府から注目されながら、

世界遺産条約と無形文化遺産制度の両方から制約を受け

ている。一方、XD村ほど文化資源を持っていないTY村

は、観光事業への参入が遅く地域観光の主要ルートから

も外れている。TY村の住民は観光開発に積極的ではなく、

長い間観光から距離を置いてきた。このような生活と観

光との距離の存在が、村の住民が種々の規制から免れ、

祭祀文化の創造活動を展開することに寄与し、結果的に

国レベルの無形文化遺産の指定に繋がったと考えられる。

TY村に見られる自律的な文化発見・創造活動は、住民主

導の地域文化観光の可能性を秘めていると思われる。 

 

ⅣⅣ..  おおわわりりにに  

本論文では、徽州地域の祖先祭祀を事例に、中国にお

ける無形文化遺産登録は、1990年代からの地域文化創出

の延長線上にあり、地域文化観光の推進と緊密に結び付

いていることが確認された。また、祖先祭祀の無形文化

遺産登録をめぐる徽州地域内部の競合の実態が考察され

た。無形文化遺産登録をきっかけとする住民の文化発

見・創造活動は、住民主導の地域文化観光の可能性を秘

めていると指摘される。中国の地域文化観光における無

形文化遺産のダイナミクスについて、今後さらに注目し

ていく必要がある。 

 

注注 

１）中国では、無形文化遺産を非物質文化遺産と称する。 
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ⅠⅠ..  ははじじめめにに  

2000年代に入ると、世界的な無形文化遺産登録１）のブ

ームが中国にも押し寄せ、中国政府は、無形文化遺産の

調査・指定・保護をめぐって一連の取り組みを開始した。

国主導の無形文化遺産登録の機運をきっかけに、地方政

府や地域の知識人の間で無形文化遺産が新たな文化資源

と認識され、無形文化遺産を観光振興に結びつけようと

する動きが見られるようになった。 

本論文は、中国における文化遺産と地域文化観光との

関係を整理したうえで、「徽州地域」と名のる安徽省黄

山市において漢族の伝統文化とされる祖先祭祀が「徽州

祠祭」という名称で無形文化遺産に登録されるプロセス

を明らかにし、中国における地域文化観光と無形文化遺

産登録との関係について考察する。使用するデータは、

筆者が2008年から黄山市で断続的に実施したフィールド

ワークから得られたものである。 

 

ⅡⅡ..  中中国国ににおおけけるる地地域域文文化化観観光光とと無無形形文文化化遺遺産産  

橋本（2013）は、観光から地域住民の日常生活を守る

ために、「生きる文化」とは別に、観光者の一時的な楽

しみを満たすために売買されるもの、すなわち観光文化

を創造する必要があると指摘したうえで、地域の人々が

地域資源を発見・創造し、観光資源として観光者に提供

するという「地域文化観光」を提唱している。 

だが、中国における観光推進のプロセスをみると、観

光文化と地域文化は必ずしも明確に区別できるわけでは

なく、両者の再構成が同時進行しているといえる。政府

の主導のもとで、地域の各主体が民族文化・地域文化の

差異化・ブランド化を図り、地域文化観光を推進するの

が一般的である。Oakes（2000）は、現代中国における省

レベルでの地域主義（provincial regionalism）に注目し、

省を単位とした文化やアイデンティティの存在とその重

要性を強調している。事例地所在の安徽省では1990年代

以降、王朝時代に活躍した省内出身の商人集団に注目し、

商人の持つ文化伝統を省全体の文化として利用し、省の

文化伝統をアピールする戦略を実行した。 

他方、省レベルより下位の地方行政区画や地域集団の

間で、無形文化遺産の優越性や地域アイデンティティを

めぐって、せめぎ合いが起こりうる。市・省域に跨って

居住する少数民族トン族の場合、トン族大歌という伝統

芸能の所有をめぐって、貴州省や湖南省、広西省に所属

するいくつかの市・県が競争に巻き込まれている（兼重，

2017）。無形文化遺産の登録は、地域内に存在していた

文化の価値づけ・権威の序列を一変させる可能性があり、

地域文化観光推進のきっかけともなりうる。 

 

ⅢⅢ..  祖祖先先祭祭祀祀とと黄黄山山市市のの地地域域文文化化観観光光のの推推進進  

11..  無無形形文文化化遺遺産産へへのの登登録録  

2006年に中国初の国レベルの無形文化遺産代表リスト

が公布され、その中に漢族の祖先とされる黄帝や炎帝に

対して行われる祭祀儀礼が「民俗」として登録された。

それがきっかけとなり、2006年以降の黄山市では、祖先

祭祀がいくつかの村で再開され、それを無形文化遺産に

登録する機運が高まった。 
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2005年に本格的に始められた中国の無形文化遺産登録

では、国家級／省級／市級／県級といった階層的な認定

システムが整備され、遺産継承者のリスト化が推進され

ている。申請主体は文化の担い手ではなく、管轄する地

方行政区画の文化機関になっている。黄山市文化局の関

係者への聞き取り調査によると、「徽州祠祭」という名

称で登録された黄山市の祖先祭祀の場合、まず県レベル

の文化機関が文献資料や文化の担い手への聞き取り調査

に基づいて登録資料を作成し、専門家の意見を聴取して

市政府に推薦したという。次に、市政府の推薦により安

徽省の無形文化遺産にランク・アップされ、最終的に国

レベルの遺産リストへの記載が果たされたという。この

ように、「徽州祠祭」の登録は政府主導で実施されてお

り、文化の担い手にあたる宗族の人々が関与できる部分

は少なく、文化遺産の価値認定や保存形態について意見

を述べる余地が限られていると思われる。 

22..  観観光光資資源源化化さされれるる「「徽徽州州祠祠祭祭」」  

「徽州祠祭」の無形文化遺産登録は、黄山市の観光戦

略の転換とも密接に関係している。1990年代半ばから加

速した国内観光の成長と文化観光への社会的関心を背景

に、黄山市政府は、それまでの自然観光中心の観光推進

戦略から方向転換し、自然と徽州文化を持ち合わせた地

域として再出発した。祖先祭祀の無形文化遺産登録に対

する市政府の関心は、地域文化創出の延長線上にあると

考えられる。 

黄山市では祠堂で行われる「祠祭」のほか、宗族によ

る大規模な墓祭や族譜を宗族のメンバーに開示する「晒

譜」なども再開された。また徽州地域では日常的に行わ

れている祖先祭祀は墓祭である。だが、市政府は墓祭を

市レベルの無形文化遺産リストに載せたが、省レベルま

でランク・アップさせることはない。つまり、無形文化

遺産としての価値の高低を判断する際、地域文化として

の代表性や希少性のほか、「観光文化」としての可能性

も重要な判断基準となっている。 

33..  「「徽徽州州祠祠祭祭」」ををめめぐぐるる競競合合  

「徽州祠祭」を省レベルの無形文化遺産に推薦する際、

市が省の管轄部署に提出した申請資料では、「徽州祠祭」

が徽州地域に広範に見られる儀式と説明され、その伝承

人としていくつかの村の宗族代表者が記されている。そ

の中にはすでに世界遺産目録に記載されたXD村の胡氏a

が挙がっている。胡氏aは、自らの祖先祭祀参加経験と資

料調査に基づいて、村の祖先祭祀を再構成し観光文化と

して登場させた人物である。またTY村では、同じ省レベ

ルの「徽州祠祭」の伝承人の指定を受けた陳氏bによって、

XD村とほぼ同時期に祠祭が再開された。祭祀の段取りや

内容などにおいては、XD村のそれとほぼ同様である。し

かしながら、胡氏aによって復活されたXD村の祠祭は、

観光者や専門家から「真正性に欠ける」と批判されてい

る。一方、陳氏bはのちに国レベルの伝承人に昇格された。 

XD村は世界遺産に指定された場所で、徽州文化の代表

として認められている。祖先祭祀をめぐる胡氏aの取組は、

観光資源の創出として村や地方政府から注目されながら、

世界遺産条約と無形文化遺産制度の両方から制約を受け

ている。一方、XD村ほど文化資源を持っていないTY村

は、観光事業への参入が遅く地域観光の主要ルートから

も外れている。TY村の住民は観光開発に積極的ではなく、

長い間観光から距離を置いてきた。このような生活と観

光との距離の存在が、村の住民が種々の規制から免れ、

祭祀文化の創造活動を展開することに寄与し、結果的に

国レベルの無形文化遺産の指定に繋がったと考えられる。

TY村に見られる自律的な文化発見・創造活動は、住民主

導の地域文化観光の可能性を秘めていると思われる。 

 

ⅣⅣ..  おおわわりりにに  

本論文では、徽州地域の祖先祭祀を事例に、中国にお

ける無形文化遺産登録は、1990年代からの地域文化創出

の延長線上にあり、地域文化観光の推進と緊密に結び付

いていることが確認された。また、祖先祭祀の無形文化

遺産登録をめぐる徽州地域内部の競合の実態が考察され

た。無形文化遺産登録をきっかけとする住民の文化発

見・創造活動は、住民主導の地域文化観光の可能性を秘

めていると指摘される。中国の地域文化観光における無

形文化遺産のダイナミクスについて、今後さらに注目し

ていく必要がある。 

 

注注 

１）中国では、無形文化遺産を非物質文化遺産と称する。 

  

参参考考文文献献  

橋本和也（2013）「観光学の新たな展望――なぜ、いま

「観光経験」なのか」『観光学評論』1(1),19-34. 

兼重努（2017）「遺産登録をめぐるせめぎあい」飯田卓

編『文化遺産と生きる』（pp.97-129）臨川書店 

Oakes, T. (2000). China's provincial identities: reviving 

regionalism and reinventing “Chineseness”. The Journal 

of Asian Studies, 59(3), 667-692. doi:10.2307/2658947 

無無形形文文化化遺遺産産とと観観光光文文化化ののははざざまま  

――中中国国「「徽徽州州地地域域」」のの祖祖先先祭祭祀祀をを事事例例ととししてて  

  

Between Intangible Cultural Heritage and Touristic Culture: 
A Case Study of Ancestral Rituals in the "Huizhou Area", China  

  

李李  崗崗  

多多摩摩大大学学ググロローーババルルススタタデディィーーズズ学学部部  

Gang LI 
School of Global Studies, Tama University  

  

キーワード : 無形文化遺産、観光文化、徽州地域、祖先祭祀 

Keywords : Intangible cultural heritage, Touristic culture, Huizhou, Ancestor worship 

 

 

ⅠⅠ..  ははじじめめにに  

2000年代に入ると、世界的な無形文化遺産登録１）のブ

ームが中国にも押し寄せ、中国政府は、無形文化遺産の

調査・指定・保護をめぐって一連の取り組みを開始した。

国主導の無形文化遺産登録の機運をきっかけに、地方政

府や地域の知識人の間で無形文化遺産が新たな文化資源

と認識され、無形文化遺産を観光振興に結びつけようと

する動きが見られるようになった。 

本論文は、中国における文化遺産と地域文化観光との

関係を整理したうえで、「徽州地域」と名のる安徽省黄

山市において漢族の伝統文化とされる祖先祭祀が「徽州

祠祭」という名称で無形文化遺産に登録されるプロセス

を明らかにし、中国における地域文化観光と無形文化遺

産登録との関係について考察する。使用するデータは、

筆者が2008年から黄山市で断続的に実施したフィールド

ワークから得られたものである。 

 

ⅡⅡ..  中中国国ににおおけけるる地地域域文文化化観観光光とと無無形形文文化化遺遺産産  

橋本（2013）は、観光から地域住民の日常生活を守る

ために、「生きる文化」とは別に、観光者の一時的な楽

しみを満たすために売買されるもの、すなわち観光文化

を創造する必要があると指摘したうえで、地域の人々が

地域資源を発見・創造し、観光資源として観光者に提供

するという「地域文化観光」を提唱している。 

だが、中国における観光推進のプロセスをみると、観

光文化と地域文化は必ずしも明確に区別できるわけでは

なく、両者の再構成が同時進行しているといえる。政府

の主導のもとで、地域の各主体が民族文化・地域文化の

差異化・ブランド化を図り、地域文化観光を推進するの

が一般的である。Oakes（2000）は、現代中国における省

レベルでの地域主義（provincial regionalism）に注目し、

省を単位とした文化やアイデンティティの存在とその重

要性を強調している。事例地所在の安徽省では1990年代

以降、王朝時代に活躍した省内出身の商人集団に注目し、

商人の持つ文化伝統を省全体の文化として利用し、省の

文化伝統をアピールする戦略を実行した。 

他方、省レベルより下位の地方行政区画や地域集団の

間で、無形文化遺産の優越性や地域アイデンティティを

めぐって、せめぎ合いが起こりうる。市・省域に跨って

居住する少数民族トン族の場合、トン族大歌という伝統

芸能の所有をめぐって、貴州省や湖南省、広西省に所属

するいくつかの市・県が競争に巻き込まれている（兼重，

2017）。無形文化遺産の登録は、地域内に存在していた

文化の価値づけ・権威の序列を一変させる可能性があり、

地域文化観光推進のきっかけともなりうる。 
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11..  無無形形文文化化遺遺産産へへのの登登録録  

2006年に中国初の国レベルの無形文化遺産代表リスト

が公布され、その中に漢族の祖先とされる黄帝や炎帝に

対して行われる祭祀儀礼が「民俗」として登録された。

それがきっかけとなり、2006年以降の黄山市では、祖先

祭祀がいくつかの村で再開され、それを無形文化遺産に

登録する機運が高まった。 




